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生徒より

特
集  

使
う
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
ポ
イ
ン
ト
・
活
用
目
的

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版
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号

挑
戦
す
る
姿
を

生
徒
に
見
せ
た
い

実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
目
指
し
、
洋
書
の
英
語
教
材

を
活
用
し
た
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業

に
学
校
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
今
年
度
で
５
年

目
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
慣
れ
た
授
業
形

態
を
変
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、

先
進
校
の
視
察
や
研
究
授
業
を
重
ね
て
指
導
法

を
試
行
錯
誤
し
、
今
で
は「
掛
西
式
英
語
教
育
」

と
し
て
、本
校
の
特
徴
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
自
分
の
好
み
や
考
え
を
即
興
で
英

語
で
表
現
す
る
ペ
ア
ワ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
電
車
よ
り
も
飛
行
機
の
旅
行
の
方
が
よ
い
か
」

「
飲
食
店
で
働
く
外
国
人
留
学
生
が
増
え
て
い

る
が
、
よ
い
傾
向
か
」な
ど
、
身
近
で
あ
り
つ
つ
、

社
会
課
題
に
関
す
る
話
題
を
取
り
上
げ
、
生
徒

同
士
で
の
意
見
交
換
の
後
、
私
か
ら
回
答
例
を

数
多
く
示
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
英

語
表
現
に
触
れ
る
と
と
も
に
、物
事
の
多
面
性
を

捉
え
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
ま

た
、
自
分
で
考
え
、
自
分
の
言

葉
で
表
現
す
る
過
程
は
、
自
己

理
解
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

う
し
た
活
動
の
繰
り
返
し
に

よ
っ
て
、自
分
の
や
り
た
い
こ

と
や
、そ
の
実
現
に
向
け
て
す

べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
ほ
ぼ
英
語
で
進
め

て
い
ま
す
が
、今
で
も
決
し
て

流
暢
に
は
英
語
を
話
せ
な
い

自
分
に
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不
格
好

で
も
英
語
を
話
す
私
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
に
と
っ
て
の
英
語

学
習
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
私
の
回
答
例

を
聞
い
て
、簡
単
な
表
現
で
も

聞
き
手
に
伝
わ
る
と
分
か
れ
ば
、
生
徒
は
臆
せ

ず
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、生
徒
が
英
語
を
楽
し

そ
う
に
話
す
姿
は
、
私
の
挑
戦
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

2KVOL5

英
語
の
授
業
は
、
食
の
好
み
か

ら
時
事
問
題
ま
で
、
自
分
の

考
え
が
問
わ
れ
る
活
動
の
連
続
で

す
。１
年
生
の
時
の
活
動
で
自
分
の

こ
と
を
考
え
る
習
慣
が
つ
き
、２
年

生
の
今
は
、ぱ
っ
と
考
え
た
こ
と
を
、

英
語
で
話
し
た
り
、書
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
が
回
答
例
を
数
多
く
示
す

こ
と
に
力
を
入
れ
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
様
々
な
英
語
表
現
が
学
べ
る
だ

け
で
な
く
、考
え
方
も
広
が
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
周
り
と
意
見
が
異
な
っ

て
も
、話
し
合
う
こ
と
で
考
え
が
深

ま
る
の
が
楽
し
く
、自
分
が
豊
か
に

な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

す
ず
き
・
か
ず
え
　
教
職
歴
21
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
５
年
目
。
２
学
年
主
任
。
進
路
課
。

外
国
語
科（
英
語
）。

静
岡
県
立
掛
川
西
高
校

　全
日
制
／
普
通

科
、理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
３
０
人

／
２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、東
京
大
、

静
岡
大
、浜
松
医
科
大
、名
古
屋
大
、京
都
大
、

大
阪
大
、広
島
大
な
ど
に
１
９
９
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、早
稲
田
大
な
ど
に

延
べ
１
０
９
７
人
が
合
格
。
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Suzuki Kazue

鈴
木
和
恵
先
生

静
岡
県
立
掛
川
西
高
校

指
導
変
革
の
軌
跡

広
島
県
立
西
条
農
業
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

英
語

愛
知
県
立
豊
田
南
高
校

中
島
浩
平

体
育

鹿
児
島
県
・
私
立
鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
・
高
校

白
川
達
也
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2022年 11月 11日、新学習指導要領に対応した2025年度大学入試をテー
マとするオンラインセミナー「高大接続の視点で見通す2025年度大学入試」
を開催しました。その模様をアーカイブ配信しています。ぜひご覧いただき、
今後の生徒への指導や支援にお役立てください。

第１部　情報提供　高校・大学入試・大学・社会のトレンドと、2025年度大学入試の見通し
第２部　パネルディスカッション　高大接続の視点で語り合う、これからの大学入試
パネリスト　青山学院大学 学長　阪本 浩 ／ 佐賀大学 副学長　西

にし

郡
ごおり

 大 ／ 山形県立山形北高校 １学年主任　鈴木佳徳 ／ 
京都府・京都市立堀川高校 進路指導主事　滝本梨恵子（録画登壇）

◎アーカイブには、下記のURL、または右記の２次元コードからアクセスしてください。
　https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article13054/

プ
ロ
グ
ラ
ム

自分の殻を破る
原動力は？

読者の先生方がご存じの「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

今号 P.40─47
と連動

TOPページ → 学校教育情報誌『VIEW next』からご覧いただけます。

 ウェブオリジナルコンテンツ　続々リリース！

誌面で紹介した授業実践が動画
で見られます。今号は、「英語」
と「体育」の授業です。

「もっと知りたい！」の声にお応
えして、誌面でお伝えしきれな
かった内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ダイジェスト
動画

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

今号 P.38と連動

VIEWnext ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

アクセスは
こちらから！

友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの
「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いい
たします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEを友だち登録いただければ、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に
通知が届き、 の該当記事に、ダイレクトにアクセスできます！

2025年度大学入試に関するセミナーのアーカイブを配信

愛知県立豊田南
高校の中島浩平
先生による海外
の高校生と対話
する英語の授業。

鹿児島県・私立
鹿児島修学館中
学校・高校の白
川達也先生によ
る体育の授業。

教育格差の解消を目指して、
無料のオンライン塾を高校生が運営

濱
は ま

田
だ

颯
そ う

太
た

さん（高校３年生）

兵庫県・私立三
さん

田
だ

学園中学校・高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第10 回

教
育
格
差
を
な
く
す
た
め
、
無
料
の

オ
ン
ラ
イ
ン
塾
の
運
営
等
を
行
う

学
生
団
体
「G

et CH
AN

CE

」。
同
団
体

を
立
ち
上
げ
た
濱
田
颯
太
さ
ん
が
教
育
格

差
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
高
校

１
年
生
に
な
っ
た
春
、
父
親
が
経
営
す
る

飲
食
店
の
売
り
上
げ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
家
庭
の
雰

囲
気
も
殺
伐
と
す
る
中
で
、
私
立
の
学
校

に
当
然
の
ご
と
く
通
う
自
分
が
、
い
か
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
育
て
て
も
ら
っ
て
い
た

か
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

　「
日
本
の
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
が
貧

困
世
帯
だ
と
い
う
事
実
は
知
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
自
分
自
身
が
生
活
の
不
安
に
直

面
し
た
こ
と
で
、
初
め
て
教
育
格
差
を
現

実
の
問
題
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。そ
し
て
、

親
の
収
入
な
ど
、
子
ど
も
の
力
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
理
由
で
、
子
ど
も

の
今
や
未
来
を
奪
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
濱
田
さ
ん
は
、
臨
時
休
業
中
に
受
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
経
験
か
ら
、
無
料

の
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
を
思
い
つ
い
た
。
し
か

し
、
実
際
に
行
動
に
移
す
の
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。

　「
高
校
生
の
自
分
が
教
育
格
差
の
解
決

に
取
り
組
ん
だ
ら
、
周
り
の
人
は
ど
う
思

を語れる

生徒を育む進路指導

今号 P.48 ─49と連動
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無料のオンライン塾の開講に向けて、運営にかかわる
高校生たちで行ったデモンストレーションの様子。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

設
立	

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
大
阪
公
立

大
、兵
庫
県
立
大
な
ど
に
１
１
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院

大
な
ど
に
延
べ
１
０
１
２
人
が
合
格
。

経済的に苦しい家庭の子どものため
に、無料のオンライン塾を立ち上げ
ようとしていることを濱田さんから
聞いた時、私は、「クラスで率先し
てみんなのために動いていた彼が、
ついに社会へ一歩踏み出し、見知ら
ぬ誰かのために動き始めた」と感動
しました。濱田さんは私に、「高校
生にもできることはあるはずだか
ら、自分の殻に閉じこもるのはやめ
ようと思った」と話してくれました。
次世代のリーダーを目指す同世代の
仲間との出会いが、これほど人を突
き動かすものなのかと、驚きながら
彼の話を聞きました。濱田さんに触
発された生徒の中に、不要になった
書籍を集めて下取りに出し、貧困で
苦しむ海外の人たちを救う活動に募
金するといった次の動きも生まれて
います。あと一歩を踏み出せなかっ
た生徒たちが、自分も殻を打ち破っ
てみようと思った時、みんなで応援
する学校でありたいと思います。

自分の殻を破る
次の生徒を応援したい

兵庫県・私立
三田学園中学校・高校
高校３学年主任

大
お お

本
も と

共
きょう

一
い ち

う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。き
っ
と『
で

き
る
わ
け
が
な
い
の
に
無
駄
な
こ
と
を
』

と
冷
め
た
目
で
見
ら
れ
た
り
、『
あ
い
つ
、

何
を
粋
が
っ
て
ん
の
』
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
嘲
笑

さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
…
…
。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
」

機
と
な
っ
た
の
は
、
高
校
２
年
生

の
夏
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
約
１
４
０
人
の
高
校
生

と
、
日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
講
師
の
話

を
聞
き
、
社
会
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
議

論
を
積
み
重
ね
た
２
週
間
が
、
濱
田
さ
ん

を
変
え
た
。

　「
周
囲
の
目
を
気
に
せ
ず
、
自
分
の
信

念
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
る
経
営
者
の

話
を
聞
い
た
り
、
既
に
社
会
問
題
の
解
決

の
た
め
に
活
動
を
始
め
て
い
る
高
校
生
と

話
し
た
り
す
る
中
で
、
自
分
も
殻
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
な
い
で
行
動
を
始
め
よ
う
と

決
意
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
の
仲
間
た
ち
に
声
を
か
け
、
賛
同
し
て

く
れ
た
27
人
と
『G
et CH

AN
CE

』
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
」

　「G
et CH

AN
CE

」
の
運
営
費
用
は
、

街
頭
募
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
集
め
た
。
そ
し
て
、２
０
２
２
年
６
月
、

無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
が
６
人
の
中
学
生

を
受
講
生
に
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
や
社
会
人
が
講
師

を
務
め
、
濱
田
さ
ん
ら
高
校
生
は
学
習
の

取
り
組
み
方
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い

る
。さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
と
並
行
し
て
、

不
要
に
な
っ
た
参
考
書
や
本
を
回
収
し
、

子
ど
も
食
堂
や
児
童
館
な
ど
に
届
け
る
取

り
組
み
も
、全
国
の
仲
間
と
進
め
て
い
る
。

　
子
ど
も
を
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
に
参
加
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
保
護
者
と
の
折
衝

も
高
校
生
の
仕
事
だ
。
相
手
の
希
望
と
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
に

苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、『G

et 
CH

AN
CE

』
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、「
無

料
だ
と
、
子
ど
も
が
『
助
け
て
も
ら
っ
て

当
然
』
と
い
う
考
え
に
な
っ
て
し
ま
う
」

「
本
当
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に

は
、そ
の
や
り
方
で
は
届
か
な
い
」と
い
っ

た
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　「
確
か
に
、
自
分
は
恵
ま
れ
て
い
て
、

大
変
な
人
の
こ
と
を
本
当
に
理
解
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
の

活
動
に
も
改
善
の
余
地
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
仲
間
と
一
歩
を
踏
み
出
し
た

今
、
自
分
の
至
ら
な
さ
に
目
を
向
け
て
萎

縮
す
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
力
で

も
っ
と
よ
り
よ
い
活
動
に
な
る
こ
と
を
信

じ
、
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

転
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23

39

28
─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート
テーマ	「情報デザイン」の学びとは
インタビュー　
Ｗｅｂサイトの制作を通じて、社会で求められる問題解決力を育成
#「情報デザイン」の単元デザイン　# デザイン思考　#ノーコードツールの活用

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

お勧めの分掌

▲

40

40

44

発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践

英語
愛知県立豊田南高校		中島浩平
#３か国の高校生とプレゼン　# オンラインセッション　# 世界を旅するような授業　

体育
鹿児島県・私立鹿児島修学館中学校・高校		白川達也
# 生徒が授業者　#２・３年生合同授業　#競技を通じた探究学習　#国際バカロレア

教務担当 担任

お勧めの分掌

▲

48

マイ・ストーリーを語れる生徒を育む進路指導
東京都・私立桜

さくらがおか

丘中学・高校
１・２年次		「マイ・ストーリー」の軸づくり
# 校外での体験を推奨　# 選択する場を設定　# ポートフォリオ　

進路担当 学年団 担任

お勧めの分掌

▲

52

チーム新課程学年主任
１月２月のポイント
#１年間の総括　#２学年に向けての準備　# 教師の得意を生かした学年運営

学年団

お勧めの分掌

▲

24

指導変革の軌跡
広島県立西条農業高校
ＳＳＨを軸とした学校改革
# 専門教科と普通教科の連携　# 探究学習　# 融合教科　# 推薦指導　

教務担当管理職 進路担当

お勧めの分掌

▲

32

輝く学年団を訪ねて
富山県立富山工業高校		２学年団
#６学科の大規模校　# 基礎学力の向上　# 朝学習　#１・２年次の進路指導

学年団 担任

お勧めの分掌

▲

36

学校危機管理	基礎講座
テーマ	インターネット利用に関するトラブル
# ネットいじめの予防策　# 責任の基本は保護者　# フィルタリングの重要性

管理職

巻頭	 未来を描く！　創る！	
	 	 イノベーティブな生徒たち
	 	 濱

はま
田
だ
颯
そう
太
た
さん（高校３年生）

	 	 兵庫県・私立三
さん
田
だ
学園中学校・高校

 38 これからの進路指導のための
	 	 世の中トレンド解説
	 	 トレンド・ワード　
	 	 シェアリング・エコノミー
 60 Reader’s VIEW

お勧めの分掌

▲

50
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走		クローズアップ！	就職指導
宮城県・石巻市立桜坂高校
自立に向けた自己理解の促進　１・２年次
# 本音を語れるカフェスペース　# 生徒の言葉を聴く　# 就職支援員　

進路担当 学年団 担任

使
う
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
ポ
イ
ン
ト
・

活
用
目
的

特集3

C o n t e n t s
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  P. 4		 課題整理

	 		 ＩＣＴを生徒の資質・能力の育成に向けて効果的に使うために、教師が意識すべきこと
	 		 青森県立八戸西高校　進路指導部主任　宮重太一
	 		 大阪府・私立関西学院千里国際中等部・高等部　進路情報センター長　米田謙三
	 		 広島県・私立修道中学校・修道高校　中学教頭　藏下一成

  P. 8		 実践事例 1   青森県立八戸西高校
	 		 ＩＣＴで指導の個別最適化を図り、主体的に学ぶ姿勢を引き出す
   ▶P.9教科指導（数学）　▶P.11教科指導（英語、保健体育）　

  P. 12	 実践事例 2   大阪府・私立関西学院千里国際中等部・高等部
	 		 生徒同士が多様な個性に触れながら、問題解決の思考プロセスを習得
   ▶P.13教科指導（理科）　▶P.14 教科指導（情報）　▶P.15進路選択

  P. 16	 実践事例 3   広島県・私立修道中学校・修道高校
	 		「修道ベーシックルーブリック」と端末の普段使いで、未来への力を育む
   ▶P.17教科指導（美術・数学・英語）　▶P.18「総合的な探究の時間」　▶P.19学級運営

  P. 20	 本特集テーマのnext 　
   教育データの利活用により、学習者・学校・行政はどう変わるのか
	 		 東北学院大学　文学部　教授　稲垣　忠

の
活用ポイント・活用目的

使うからこそ
見えてくる

特集

以前の教育現場におけるＩＣＴは、「校務用コンピューター」「電子黒板」など、どちらかと言えば教師側のツールであ

り、多くの学校において、生徒が主体となってＩＣＴを使うのは、数学や理科、情報といった、一部の教科や場面だっ

たと思います。しかし、ここ 10 年の間でのデジタル環境の進展に伴い、生徒が自分の学びや活動の内容・成果を電

子化して記録・蓄積する e ポートフォリオや、教材や生徒の成果物などをインターネット上に保存したり、クラス内

等で共有したりする教育クラウドが普及。そして、「ＧＩＧＡスクール構想」によって、生徒が１人１台の端末を持ち、

授業はもちろん、あらゆる学びや教育活動で、生徒と教師双方がＩＣＴを使いこなすことが必要な時代となりました。

言わば、ＩＣＴは「指導・支援のツール」だけではなく、「学びのツール」になりつつあるわけですが、そうした活用

はまだこれから、という学校も少なくないようです。 本特集の製作過程でお話を伺った先生方が口々におっしゃっ

ていたのが、教師も生徒も「まずは使ってみる」「気軽に使ってみることができる環境をつくる」ということでした。

使うからこそ見えてくる新しい景色、これからの 10 年を、本特集でまずはご体感ください。
	編集部　統括責任者　柏木　崇
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─
２
０
２
１
年
１
月
の
中
央
教
育
審

議
会
で
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、「
活

用
自
体
が
目
的
で
な
い
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
的
化
し
て
い

る
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

宮
重
　
公
立
高
校
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍

も
相
ま
っ
て
、
急
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
に
戸
惑
っ
て
い
る
教
師
が
多
い
の

は
事
実
で
す
。
目
的
が
あ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
と
い
う
よ
り
も
、
と
り
あ
え
ず

使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識

と
か
ら
想
像
す
る
と
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
普
及
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

考
え
ま
す
。

─
そ
う
し
た
状
況
を
変
え
る
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
ま
ず
は
、
何
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
目
的
は
、
授
業
や

校
務
の
効
率
化
と
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
通
じ
た
資
質
・
能
力
の

育
成
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
校
で
は
何

に
力
点
を
置
く
の
か
を
校
内
で
議
論
・

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
手
段
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
教
師
も
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

米
田
　
既
に
一
部
の
教
師
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
使
っ
て
授
業
改
善
に
役
立
て

て
お
り
、
今
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
学
校
全
体
に
広
げ
て
い
け
ば
よ

い
の
か
を
模
索
し
て
い
る
段
階
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

藏
下
　
本
校
で
は
、
19
年
度
か
ら
Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
で
１
人
１
台
端
末
を
実
現
し
て
い

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
ば
か
り

の
頃
は
、
ま
だ
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
主

体
の
一
斉
授
業
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
授
業
の
形
が
変
わ
る
ま

で
、
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
こ

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
」
に
注
目
す
る
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に

よ
っ
て
、
教
師
、
生
徒
、
保
護
者
、
そ

し
て
地
域
が
双
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と

で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
を
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
、
学
校
を
軸
に
多
様
な
関
係
性
を

構
築
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
ど
の
よ

う
に
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

宮
重
　
青
森
県
は
今
年
、
１
人
１
台
端

末
が
整
備
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
そ
う

し
た
学
校
で
は
、
ま
ず
は
使
う
こ
と
が

目
的
に
な
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
も
、
育
成
を
目
指
す
資

米田謙三先生 宮重太一先生

藏下一成先生

ま
ず
は
使
っ
て
み
る
こ
と
で
、

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
も
大
切

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
徒
の
資
質・能
力
の
育
成
に
向
け
て

効
果
的
に
使
う
た
め
に
、教
師
が
意
識
す
べ
き
こ
と

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
方
策
の
１
つ
と
し
て
、
児
童
生
徒
１
人
に
つ
き
1
台
の
端
末
（
以
下
、「
１

人
1
台
端
末
」）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
、
整
備
中
の
学
校
や
活
用
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
学
校
が
多
い

一
方
で
、
先
行
し
て
活
用
を
進
め
て
き
た
学
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
こ
と
自
体
が
目
的
の
段
階
で
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
校
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
輪
を
広
げ
つ
つ
、
自
校
の
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・

能
力
を
生
徒
に
育
む
た
め
に
教
師
が
意
識
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
３
校
の
教
師
に
話
を
聞
い
た
。

課題整理
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質
・
能
力
を
意
識
す
る
こ
と
は
必
要
だ

け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
使
っ
て
み
よ
う

と
先
生
方
に
呼
び
か
け
て
、
今
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
際
、
数
学
の

授
業
で
は
、「
グ
ラ
フ
の
変
化
が
、
教

科
書
の
説
明
よ
り
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
」と
い
っ
た
声
が
生
徒
か
ら
上
が
り
、

数
学
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒
が
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、

生
徒
の
学
び
に
早
く
も
変
化
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成
が
促

進
さ
れ
る
の
か
は
、
生
徒
の
変
化
を
見

取
る
中
で
強
く
実
感
で
き
る
も
の
な
の

だ
と
も
思
い
ま
す
。
生
徒
の
変
容
や
成

長
の
話
を
校
内
で
持
ち
寄
る
中
で
、「
自

分
は
、
こ
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
た

め
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
こ
の
よ
う
に
使
お
う
」

な
ど
と
意
図
し
始
め
る
教
師
が
増
え
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藏
下
　
私
も
、
ま
ず
は
使
っ
て
み
よ
う

と
い
う
意
識
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
も
教
師
も
、
機
器
や
ア
プ
リ

の
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す

し
、
使
っ
て
み
る
か
ら
こ
そ
、
授
業
の

課
題
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
話
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
管
理
職
や

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師
は
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
の
育
成
と
い
う
視
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

─
ま
ず
は
使
っ
て
み
て
、
生
徒
の
変

容
・
成
長
を
実
感
す
る
。
そ
の
上
で
自

校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用

方
法
を
見
い
だ
し
て
い
く
と
い
う
流
れ

が
大
切
な
の
で
す
ね
。
で
は
今
後
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
ど

の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

米
田
　
本
校
の
場
合
、
す
べ
て
の
教
育

活
動
の
根
底
に
「
探
究
的
な
学
び
」
が

あ
り
ま
す
。
課
題
発
見
、
問
題
解
決
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
れ
ば
活
動
が
充
実
す
る

の
か
と
い
う
点
は
、
本
校
の
す
べ
て
の

教
師
が
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
用
が
進
む
中
だ
か
ら
こ
そ

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
校
で
は
、
教
師
や
生
徒
が

目
的
に
合
わ
せ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ソ
フ

ト
を
自
由
に
選
択
し
、
使
い
こ
な
せ
ば

よ
い
と
い
う
考
え
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
使
い
勝
手
の
よ
い
方

法
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
主
体
的
に
使
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
目
的
化

す
る
こ
と
を
防
ぐ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

藏
下
　
私
も
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

設
立

　
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
北
海
道
教
育
大
、
室
蘭
工
業
大
、
弘
前
大
、

岩
手
大
、
札
幌
市
立
大
、
青
森
県
立
保
健
大
、
青
森

公
立
大
な
ど
に
21
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
医

科
薬
科
大
、
東
北
学
院
大
、
学
習
院
大
、
駒
澤
大
、

日
本
体
育
大
、
明
治
大
な
ど
に
延
べ
92
人
が
合
格
。

設
立

　
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
１
０
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
大
阪
大
、
岡
山
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
５

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督

教
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
同
志
社
大
、

関
西
医
科
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

１
１
２
人
が
合
格
。
海
外
大
学
進
学
27
人
。

設
立

　
１
７
２
５
（
享
保
10
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校

生
徒
数

　
１
学
年
約
２
９
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大

な
ど
に
２
０
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、

上
智
大
、早
稲
田
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
、関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
７
８
６
人
が
合
格
。

青
森
県
立
八
戸
西
高
校

進
路
指
導
部
主
任

宮
重
太
一
み
や
し
げ
・
た
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
２
年
目
。
数
学
科
。

大
阪
府
・
私
立
関
西
学
院
千
里
国
際
中

等
部
・
高
等
部

　進
路
情
報
セ
ン
タ
ー
長

米
田
謙
三 
よ
ね
だ
・
け
ん
ぞ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
６
年
目
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
、
情
報
科
、

総
合
探
究
科
。

広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

中
学
教
頭

藏
下
一
成 

く
ら
し
た
・
か
ず
な
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴

任
し
て
29
年
目
。
美
術
科
。

生
徒・教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

自
由
に
使
え
る
環
境
が
必
要

学
校
概
要

学
校
概
要

学
校
概
要
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た
い
時
、
自
由
に
使
え
る
環
境
の
整
備

と
学
校
文
化
の
醸
成
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
６
〜
７
年
前

ま
で
は
、
生
徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

持
ち
込
み
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
状
況
を
振
り
返
る
と
、
私
た
ち

は
ま
さ
に
大
き
な
意
識
改
革
を
乗
り
越

え
て
き
た
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
自
由

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
考
を
整
理
す
る
際
、
タ
イ
ピ

ン
グ
ス
キ
ル
が
低
い
生
徒
は
、
最
初
か

ら
端
末
に
入
力
す
る
の
で
は
な
く
、
紙

に
メ
モ
を
取
り
、
あ
る
程
度
、
整
理
す

る
方
針
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
端
末
に

入
力
し
て
清
書
し
、
そ
れ
を
「Classi

」

（
＊
１
）
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
と
の
や
り

取
り
は
「Classi

」
で
行
い
、
外
部
と

の
や
り
取
り
はG

oogle

の
各
ソ
フ
ト

で
行
う
な
ど
、
生
徒
は
自
由
に
ツ
ー
ル

と
使
い
方
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

宮
重
　
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
様
々
な
活
用

に
挑
戦
す
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
機
能
や

ア
プ
リ
の
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、

「
こ
の
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
た
い
時

に
は
、
こ
の
ア
プ
リ
を
使
お
う
」「
こ

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
紙
ベ
ー

ス
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

う
必
要
は
な
い
」
と
い
っ
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
お
け
る
取
捨
選
択
の
視
点
が
明

確
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
始
め
て
ま
だ
半
年
で
す

が
、
今
は
ほ
ぼ
毎
時
間
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、生
徒
に
メ
モ
を
取
ら
せ
る
時
や
、

定
期
考
査
な
ど
を
見
据
え
て
演
習
問
題

を
解
か
せ
る
時
な
ど
、
紙
ベ
ー
ス
の
方

が
よ
さ
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
端
末
で

は
な
く
、
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
、
問
題

集
な
ど
を
使
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

藏
下
　
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
の
か
、
教
師
が
見
通
し
を
持
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
本
校
で
は
、
目

的
意
識
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

た
め
に
、「
デ
ジ
タ
ル・タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
」

（
＊
２
）
を
全
教
科
で
導
入
し
て
い
ま

す
（
図
１
）。「
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
」
は
、

単
元
の
学
習
目
標
と
評
価
に
つ
い
て
、

学
習
者
を
主
語
と
す
る
文
言
を
使
っ
て

授
業
を
設
計
す
る
フ
レ
ー
ム
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
際

の
学
習
者
の
動
き
を
記
し
た
も
の
が
デ

ジ
タ
ル
・
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー
で
す
。

　
縦
軸
は
知
識
次
元

で
、
事
実
的
知
識
の

上
に
概
念
的
知
識
、

手
続
き
的
知
識
、
メ

タ
認
知
的
知
識
が
あ

り
ま
す
。
横
軸
は
認

知
過
程
次
元
で
、
記

憶
の
上
に
理
解
、
応

用
、
分
析
、
評
価
、

創
造
と
６
段
階
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

授
業
内
の
活
動
が
縦

軸
と
横
軸
の
ど
こ
に

相
当
す
る
の
か
を
考

え
、
学
習
目
標
と
学

習
者
の
動
詞
（「
発

見
す
る
」「
関
連
づ

け
る
」
な
ど
）
を
、

生
徒
を
主
語
に
し
て

記
述
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
生

徒
は
何
の
た
め
に

何
を
す
る
の
か
、
そ

の
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な

ツ
ー
ル
を
ど
う
使
う
の
か
が
つ
ま
び
ら

か
に
な
り
、
授
業
を
ど
う
組
み
立
て
る

か
、
生
徒
に
ど
ん
な
声
か
け
や
発
問
を

す
る
と
よ
い
か
が
考
え
や
す
く
な
り
ま

知識次元 学習目標／学習者の動
詞／道具・手立て

認知過程次元（学びの深さ）

①記憶する ②理解する ③応用する ④分析する ⑤評価する ⑥創造する

A
事実的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

B
概念的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

C
手続き的
知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

D
メタ認知
的知識

学習目標

学習者の動詞

道具・手立て（ICTを含む）

※学校資料を基に編集部で作成。

修道中学校・修道高校が活用する「デジタル・タキソノミー・テーブル」図１

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。
＊２　アメリカの教育心理学者ベンジャミン・ブルームによる教育目標分類学「ブルーム・タキソノミー」を基に、ローラン・アンダーソンと D・クラースウォール
がまとめたのが「改訂版タキソノミー」であり、それに ICT を活用した学習者の動きを加えることをアンドリュー・チャーチズが提案し、つくられたのが、「デジタル・
タキソノミー・テーブル」。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法・ね
ら
い
を

整
理
し
た
授
業
デ
ザ
イ
ン
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す
。
そ
う
し
た
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
が
明
確
に
な

り
、
生
徒
も
教
師
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

目
的
が
整
理
さ
れ
た
状
態
で
授
業
に
向

か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

米
田
　
生
徒
を
主
語
に
し
た
授
業
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
は
大
切
で
す
ね
。
生
徒
が

様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
使
い
、
探
究

的
な
学
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
変
容
を

遂
げ
て
い
く
。
そ
の
際
、教
師
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
生
徒
に
か
か
わ
る
の
か
を

整
理
し
て
、
そ
の
成
果
を
多
面
的
に
評

価
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

─
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｒ
（
セ
イ
マ
ー
）
モ
デ
ル
に
よ

る
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
、「
代
替
」
→
「
拡

張
」
→
「
変
容
」
→
「
再
定
義
」
と
い

う
各
段
階
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
（
図
２
）。
各
校
で
は
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
く
際
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

宮
重
　
本
校
は
、
ま
ず
は
使
っ
て
み
る

と
い
う
段
階
（
代
替
）
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
た
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
共
有
し
、
活
用
を
学
校
全
体
の

動
き
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、「
代
替
」
か
ら
「
拡
張
」

の
段
階
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

中
で
、
修
道
高
校
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
授
業
の
流
れ
を
、
教
科
ご

と
に
体
系
化
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

米
田
　
ま
ず
、
各
教
科
に
お
い
て
言
語

活
動
の
充
実
を
図
っ
た
り
、
教
科
を
横

断
し
た
授
業
を
設
計
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
主
体
的

に
学
び
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
関
す
る
生
徒
の
疑
問
に
答
え
る

体
制
が
校
内
に
必
要
で
す
。
本
校
の
場

合
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
扱
う
担
当
組

織
が
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
時
に
検
討
し
た
活
用
目
的
や
活

用
計
画
と
生
徒
、
教
師
の
現
状
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
目
的
や
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

藏
下
　
初
め
て
電
子
黒
板
機
能
つ
き
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
時
、

本
校
の
教
師
は
板
書
を
省
く
た
め
の
ス

ラ
イ
ド
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ワ
イ

ド
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
代
わ
る

と
、
ス
ラ
イ
ド
と
一
緒
に
別
の
映
像
資

料
を
映
す
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
１
人

１
台
端
末
が
実
現
す
る
と
、
一
斉
授
業

か
ら
個
別
最
適
な
学
び
、
生
徒
同
士
の

意
見
交
流
に
よ
る
協
働
的
な
学
び
へ
と

授
業
が
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
に
、

ツ
ー
ル
が
変
わ
る
こ
と
で
授
業
が
変
わ

る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
を
見
取
る
こ
と
が
、

何
よ
り
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
学
び
の

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表

す
る
こ
と
で
、
単
元
を
重
ね
る
ご
と
に

生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
が
向
上
し
て

い
く
姿
を
、
多
く
の
教
師
が
見
て
き
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
同
様
に
、
そ
の
活
用

を
通
じ
て
、
生
徒
の
学
び
が
広
が
り
、

深
ま
っ
て
い
く
過
程
を
目
の
あ
た
り
に

す
る
こ
と
で
、
教
師
の
実
践
も
よ
り
深

化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
校
の
取
り
組
み
の
詳
細
を

次
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介

教育における ICT 活用の段階を示すモデル。段階の内容と
数は、下から「代替」、「拡張」、「変容」、「再定義」の４段
階。拡張と変容の間に点線があるのは、変容の段階になると、
ICT 活用が飛躍的に広がりを見せるためだ。同時に、教師と
生徒のかかわり方も変化することが予想される。

出典／ Ruben R. Puentedura（2010）SAMR and TPCK:Intro to 
Advanced Practice　の図を日本語訳

Redefinition
以前はできなかった

新しい実践を可能にする

Modification
実践の再設計を可能にする

Augmentation
従来のツールの代替になることに加え、

新たな機能が付加される

Substitution
機能的な拡張はなく、

従来のツールの代替となる

再定義

変容

拡張

代替
強
化

変
換

En
ha

nc
em

en
t

Transform
ation

SAMR（セイマー）モデル図２

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

「
次
の
ス
テ
ッ
プ
」を
見
通
す
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青
森
県
立
八
戸
西
高
校
は
、「
分
か

る
授
業
と
自
主
的
学
習
の
習
慣
化
」
を

学
校
経
営
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
、
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
を
進
め
て

い
る
。
渡
辺
学ま

な
ぶ

校
長
は
、
そ
の
背
景
に

あ
る
課
題
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
の
希
望
進
路
は
、
大

学
か
ら
専
門
学
校
、
就
職
ま
で
と
幅
広

く
、
大
学
の
志
望
学
部
も
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
加
入
率
は
９

割
以
上
で
、
家
庭
学
習
時
間
を
十
分
に

取
れ
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
生
徒
の
希
望
進
路
を
実
現
す
る

め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
あ
り
方
を
教
師
間

で
議
論
す
る
と
、『
授
業
内
で
生
徒
一
人

ひ
と
り
を
支
援
で
き
る
機
能
が
必
要
』

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。22
年
度
に
、

生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
が
配
備

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

見
直
し
、生
徒
が
問
題
に
取
り
組
む
過

程
を
把
握
で
き
た
り
、
生
徒
個
別
の
課

題
に
応
じ
た
出
題
が
で
き
た
り
す
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
切
り
替
え
ま
し
た
」

　
切
り
替
え
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
校
務
分
掌
（
Ｐ
．10
コ
ラ
ム
参
照
）

を
新
設
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作
方

法
を
学
ぶ
研
修
の
実
施
や
、
授
業
で
の

活
用
事
例
の
共
有
な
ど
に
努
め
た
。
そ

の
結
果
、
教
材
の
配
信
や
生
徒
同
士
の

意
見
交
換
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
テ
ス
ト
の

た
め
に
は
、
進
路
指
導
・
学
習
指
導
と

も
に
個
別
最
適
化
が
必
要
で
あ
り
、
生

徒
個
別
の
支
援
が
可
能
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
２
０
２
１
年
度
に
は
、
家
庭
学
習
を

支
援
し
よ
う
と
、
生
徒
所
有
の
端
末
で

も
利
用
で
き
る
ド
リ
ル
学
習
中
心
の

学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
。
し
か
し
、

１
回
の
解
説
動
画
が
長
い
た
め
、
生
徒

の
集
中
力
が
続
か
ず
、
部
活
動
に
忙
し

い
生
徒
は
う
ま
く
活
用
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
問
題
と
解
説
動
画
の
み
の

ソ
フ
ト
だ
っ
た
た
め
、
授
業
改
善
に
活

用
し
に
く
い
と
い
っ
た
声
が
教
師
か
ら

上
が
っ
た
と
、濱は

ま

田だ

茂
男
教
頭
は
語
る
。

　「『
分
か
る
授
業
と
自
主
的
学
習
の
習

慣
化
』と
い
う
目
標
に
立
ち
返
り
、改

結
果
に
応
じ
た
課
題
を
生
徒
個
別
に
配

信
す
る
こ
と
に
よ
る
、
家
庭
学
習
の
促

進
が
実
現
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
改
善
が
進
ん
で
い
る
。

多
様
な
希
望
進
路
の
実
現
に
は

指
導
の
個
別
最
適
化
が
必
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
指
導
の
個
別
最
適
化
を
図
り
、

主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
引
き
出
す

青
森
県
立
八
戸
西
高
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ね
ら
い
の
1
つ
で
あ
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
校
を
挙
げ
て
授
業
改
善
に
取
り

組
む
青
森
県
立
八
戸
西
高
校
。
そ
の
背
景
に
は
、
個
々
の
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た

い
と
い
う
教
師
の
思
い
が
あ
っ
た
。

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

進
路
指
導
部
主
任

宮
重
太
一　

み
や
し
げ
・
た
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
数
学
科
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
主
任

鈴
木
俊
博　

す
ず
き
・
と
し
ひ
ろ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
保
健
体
育
科
。

教
頭濱田

茂
男　

は
ま
だ
・
し
げ
お

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

校
長渡辺

　
学　

わ
た
な
べ
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。

１
学
年
担
任

馬
場
豊
樹　

ば
ば
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
英
語
科
。

数
学
科
主
任
、
２
学
年
担
任

西
塚
洋
平

に
し
づ
か
・
よ
う
へ
い

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
数
学
科
。

実践事例

1
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進
路
指
導
部
主
任
で
３
学
年
担
当
の

宮
重
太
一
先
生
は
、担
当
す
る
数
学
で
、

ク
ラ
ス
全
員
が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
を

目
指
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
を
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
、
毎
授
業
の
目

標
設
定
と
振
り
返
り
だ
（
図
１
❶
❽
）。

授
業
冒
頭
に
、生
徒
自
身
が
本
時
で
意

識
し
た
い
非
認
知
能
力
を
設
定
し
、授

業
の
終
わ
り
に
は
、ど
れ
だ
け
意
識
で

き
た
か
を
自
己
評
価
し
、学
習
内
容
を

振
り
返
る
。
生
徒
は
入
力
し
た
振
り
返

り
シ
ー
ト
を
宮
重
先
生
に
送
信
。
先
生

は
そ
の
シ
ー
ト
を
見
て
、「
非
認
知
能

そ
の
際
、
名
前
を
挙
げ
て
、『
よ
い
解
答

（
疑
問
）
だ
ね
』
と
認
め
、
生
徒
が
積
極

的
に
自
分
の
考
え
を
表
せ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
し
く
解
い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
答
え
を
消
し

て
し
ま
っ
た
生
徒
に
気
づ
き
、
適
切
な

力
の
意
識
が
明
確
」「
気
づ
き
・
考
え
た

こ
と
が
明
確
」な
ど
を
評
価
規
準
と
し

て
、各
３
段
階
で
評
価
す
る
（
写
真
１
）。

教
師
と
生
徒
と
の
間
で
振
り
返
り
シ
ー

ト
の
や
り
取
り
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

「
１
学
期
は
『
慎
重
』
を
意
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
、２
学
期
は
別
の
力
を
意

識
し
た
い
」な
ど
と
、自
己
分
析
と
次
の
目

標
の
設
定
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
生
徒
が

答
え
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
授
業
は
一
段
と
活
性
化
し
た
。

　「
生
徒
が
自
身
の
端
末
に
入
力
す
る

解
答
や
疑
問
を
、
私
は
手
元
の
端
末
で

把
握
し
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
解
答
や

疑
問
を
そ
の
場
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
も
あ

り
ま
し
た
。一
人
ひ
と
り
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
、
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
生
徒

が
学
び
に
対
し
て
意
欲
的
に
な
り
、
そ

れ
が
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
宮
重
先
生
）

復習【15分】
❶冒頭１分間で、生徒は、本時で意識し

たい非認知能力（想像力、慎重などを
例示）を、端末に配信される振り返り
シート（写真１）に入力。

❷前時に学んだ問題に取り組む。解答は
選択形式で、アンケート機能で集計。
教師は、誤答の要因を解説する。

❸端末に配信される類題に取り組む。解
答が終わった生徒は、周囲の生徒と不
明点や考え方を共有。教師は、誤答の
典型例を取り上げて解説する。

本時の課題の解説【10分】
❹教科書の PDF を端末に配信。教師がそれに追記しながら、本時の課題の要点を説明する。

問題演習【15分】
❺類題のプリントを配布し、生徒はその問題に取り組む。

解答後、端末でプリントを撮影し、教師の端末に送信。
❻教師は、生徒から送信された解答を添削。個別の質問

にも回答する。
❼問題につまずいている生徒のヒントになるよう、よい

解答や間違いが多い箇所を電子黒板に映して、解説す
ることもある（写真２）。

本時の振り返り【５分】
❽授業冒頭に立てた目標の振り返りを入力（写真１）。

数学の授業　１コマの流れ（例）図１

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

毎
授
業
、
生
徒
自
身
が
意
識
し
た
い

非
認
知
能
力
を
設
定

教科指導
（数学）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

問題の解答や振り返り
に対して、こまめに
フィードバックを行う

意欲的に問題に
取り組むようになり、
意見交換も活発になる

写真１　振り返りシートは電子化されているため、
生徒と教師との間で、容易にやり取りができる。

写真２　解答後のプリントの画像
を電子黒板に映し、よい解法な
どを共有。
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八
戸
西
高
校
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
急
ピ
ッ
チ
で
校
内
の
環
境
を

整
備
し
て
き
た
。
２
０
２
１
年
度
、
県
の

支
援
に
よ
り
、
端
末
80
台
と
各
教
室
に
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
配
備
。
さ
ら
に
、
学
校
の
予

算
で
、
教
師
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
を

購
入
し
、
職
員
室
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
整

備
し
た
。
22
年
４
月
、
生
徒
１
人
に
つ
き

１
台
の
端
末
が
配
備
さ
れ
た
の
を
機
に
、

「C
lassi

」（
＊
１
）、及
び
「C

lassi note

」

（
＊
２
）
を
全
校
で
導
入
し
た
。

　
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
（C

lassi

）
活
用
委
員
会
」

だ
。
進
路
指
導
部
副
主
任
、
教
務
部
副
主

任
、
各
学
年
の
代
表
者
、
各
教
科
の
代
表

者
か
ら
成
る
校
務
分
掌
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
校
内
研
修
の
企
画
・
運
営
、
実
践
事

例
の
共
有
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
急
速
に
進
ん
で
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
だ

が
、
多
く
の
教
師
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
、
濱
田
教
頭
は
語
る
。

　「
ど
の
教
師
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
必
然

性
を
十
分
感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、健
康
で
も
出
席
停
止
と
な
っ

た
生
徒
の
た
め
に
、
授
業
動
画
を
配
信
し

た
い
、
家
庭
学
習
を
支
援
し
た
い
と
い
っ

た
教
師
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
」

　
各
教
科
・
科
目
で
実
践
を
積
ん
だ
結
果
、

主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
が
増
え
始
め
て
い

る
。
家
庭
学
習
習
慣
が
定
着
し
た
生
徒
も

多
く
、
ウ
ェ
ブ
テ
ス
ト
で
弱
点
を
把
握
し
、

そ
の
克
服
に
取
り
組
む
な
ど
、
自
己
調
整

力
や
メ
タ
認
知
能
力
を
発
揮
す
る
姿
も
よ

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
そ
う
し
た
肌
で
感
じ

て
い
る
成
果
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
と
し
て

示
す
こ
と
で
、
授
業
改
善
を
一
層
進
展
さ

せ
、
情
報
活
用
能
力
の
向
上
や
論
理
的
思

考
力
の
育
成
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。

　「
生
徒
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
つ
つ
あ

る
今
、
次
の
段
階
と
し
て
は
、
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
も
意
識

し
た
授
業
改
善
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
22
年
度
末
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

が
高
ま
っ
た
の
か
、
効
果
検
証
を
行
う
予

定
で
す
。
そ
の
結
果
を
校
内
で
共
有
し
、

全
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
」（
渡
辺
校
長
）

　
数
学
科
主
任
の
西
塚
洋
平
先
生
は
、

「
数
学
を
諦
め
さ
せ
な
い
」
を
目
標
に
、

授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
端
末

を
活
用
し
、
例
え
ば
、
２
次
関
数
の
平

行
移
動
で
は
、
生
徒
が
自
分
で
数
値
を

入
力
し
、
グ
ラ
フ
が
ど
の
よ
う
に
移
動

す
る
の
か
を
確
認
さ
せ
て
い
る
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
グ
ラ
フ
や
図
形

を
描
き
、
自
分
の
手
で
そ
れ
ら
の
位
置

や
形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
内

容
の
理
解
が
深
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の

活
発
な
意
見
交
換
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
生
徒
か
ら
、『
式
が
ど
ん
な
グ
ラ

フ
に
な
る
の
か
、
初
め
て
イ
メ
ー
ジ
で

き
た
』
と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
ま

す
」（
西
塚
先
生
）

　
題
材
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
。例
え
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
を
基
に
、「
あ

る
競
技
が
上
手
な
人
は
、
そ
れ
に
似
た

競
技
も
得
意
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
相

関
係
数
を
提
示
し
、
相
関
が
高
い
競
技

の
予
想
を
生
徒
間
で
共
有
す
る
課
題
を

出
し
た
。

　「
数
学
が
苦
手
な
生
徒
は
間
違
い
を

恐
れ
ま
す
が
、『
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た

の
か
』
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
数
学
へ
の
苦
手
意
識
を
や
わ
ら

げ
よ
う
と
、
題
材
に
対
す
る
自
分
な
り

の
意
見
を
自
由
に
述
べ
る
課
題
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
そ
こ
を
出
発
点
に
、
数

学
的
な
見
方
・
考
え
方
に
導
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」（
西
塚
先
生
）

　
２
学
年
の
数
学
で
は
、
生
徒
の
学
力

に
応
じ
た
問
題
の
配
信
を
始
め
た
。
模

擬
試
験
の
１
か
月
前
か
ら
２
〜
３
日
お

き
に
計
９
回
、「Classi

」（
＊
１
）
の

分
野
別
の
復
習
テ
ス
ト
を
実
施
。
テ
ス

ト
翌
日
、
結
果
に
応
じ
て
配
信
さ
れ
る

問
題
に
生
徒
は
取
り
組
み
、
端
末
で
提

出
す
る
。問
題
は
複
数
配
信
さ
れ
る
が
、

１
日
３
題
以
上
の
解
答
を
推
奨
し
た
。

　「
学
び
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

テ
ス
ト
翌
日
に
、
自
分
の
弱
点
に
合
っ

た
問
題
が
配
信
さ
れ
る
の
で
、
生
徒
は

隙
間
時
間
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
意

欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
理
解
の
深
ま

り
に
加
え
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
支

え
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
西
塚
先
生
）

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

＊２ 「Classi」の連携サービス。生徒のアウトプットや協働学習を、リアルタイムで教師・生徒間で確認できる授業支援ツール。

変
化
を
視
覚
化
す
る
こ
と
で
、

学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る

弱
点
に
応
じ
た
問
題
を

テ
ス
ト
の
翌
日
に
配
信

各
分
掌
の
代
表
者
が
集
ま
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
の
分
掌
を
新
設

校
内
の
推
進
体
制
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英
語
科
で
は
、
１
年
次
の
学
期
末
に

行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
、
英

語
の
ス
ピ
ー
チ
を
撮
影
し
た
動
画
を
ク

ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
て
提
出
す
る
方
法

に
し
た
。英
語
科
の
馬
場
豊ひ

ろ

樹き

先
生
は
、

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
教
師
と
の
対
面
の
テ
ス
ト
で
は
緊

張
し
て
し
ま
う
生
徒
も
、
動
画
の
提
出

で
あ
れ
ば
自
宅
で
落
ち
着
い
て
取
り
組

め
ま
す
か
ら
、
持
っ
て
い
る
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
自
分
が

納
得
す
る
ま
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追

究
で
き
る
た
め
か
、
聞
き
取
っ
た
音
声

を
文
字
化
す
る
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、

自
分
の
発
音
の
正
確
さ
を
確
認
す
る
生

徒
が
増
え
て
い
ま
す
」

　
授
業
で
は
、「Classi note

」
を
活

用
し
、
英
作
文
の
解
答
を
端
末
に
入
力

さ
せ
て
い
る
（
図
２
）。
馬
場
先
生
は
、

各
生
徒
の
解
答
を
手
元
の
端
末
で
確
認

し
な
が
ら
、
表
現
が
異
な
る
解
答
を
選

択
し
て
電
子
黒
板
に
表
示
し
、「
内
容

は
同
じ
で
す
が
、
表
現
が
違
う
よ
ね
」

な
ど
と
問
い
か
け
、
生
徒
に
よ
り
よ
い

表
現
を
考
え
さ
せ
て
い
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
端
末
で
手
軽

に
記
録
・
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

生
徒
が
自
身
の
ス
キ
ル
を
認
識
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
利
点
を
生

徒
に
伝
え
て
、
端
末
の
活
用
を
促
し
て

い
ま
す
。
生
徒
が
メ
タ
認
知
能
力
や
自

己
調
整
力
を
発
揮
し
て
、
自
分
で
課
題

を
見
い
だ
し
、
一
層
主
体
的
に
学
ぶ
よ

う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
馬
場
先
生
）

　
保
健
体
育
科
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
て
い
る
「
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
」
に
向
け
て
、「
楽

し
い
体
育
」を
目
標
の
１
つ
に
掲
げ
た
。

そ
し
て
、「
楽
し
い
」
を
「
で
き
な
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と

定
義
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
技
能
の
向
上
に
活

用
し
て
い
る
。

　
陸
上
競
技
の
ハ
ー
ド
ル
で
は
、
生
徒

同
士
で
練
習
の
様
子
を
撮
影
。
そ
の
動

画
を
見
て
、「
抜
き
足
は
低
い
け
れ
ど
、

リ
ー
ド
足
が
高
い
」「
も
っ
と
手
前
で

跳
ん
だ
方
が
よ
い
の
で
は
？
」な
ど
と
、

跳
ぶ
時
の
高
さ
や
足
の
上
げ
方
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
課
題
の
把

握
と
技
術
改
善
に
生
か
し
た
。

　
以
前
は
、
生
徒
が
目
視
で
動
き
を
確

認
し
、
そ
れ
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入

し
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え

る
の
は
一
瞬
で
、
目
視
で
動
作
の
よ
し

あ
し
を
見
極
め
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
動
画
を
ゆ
っ
く
り
再

生
し
た
り
、
一
時
停
止
し
た
り
し
な
が

ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
を
じ
っ
く
り

検
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
生

徒
の
対
話
も
活
性
化
し
、
学
び
合
い
の

質
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
科
主
任
の
鈴
木
俊
博
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
同
士
で
検
証
・
改
善
が
で
き

る
よ
う
、
私
が
指
導
す
る
の
は
、
着
目

す
べ
き
動
作
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の

み
で
す
。
思
考
力
・
対
話
力
に
加
え
て
、　

運
動
種
目
へ
の
興
味
・
関
心
も
高
ま
り
、

目
標
と
す
る
『
楽
し
い
体
育
』
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

英作文の解答を端末で共有図２

※学校資料をそのまま掲載。

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教科指導
（英語、保健体育）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

動画を活用して、
各自のパフォーマンスを
より詳細に確認し、
課題を具体化

学び合いが活性化し、
課題克服に向けて
自ら学ぶように

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
可
視
化
し
、

客
観
的
に
ス
キ
ル
を
評
価

動
画
に
よ
る
緻
密
な
検
証
で

生
徒
同
士
の
対
話
が
活
性
化
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２
０
１
２
年
度
か
ら
全
校
生
徒
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
貸
与
を
開
始
し
、
18
年
度

か
ら
は
、
高
等
部
の
生
徒
に
家
庭
で
所

有
す
る
端
末
の
学
校
へ
の
持
ち
込
み
を

認
め
る
な
ど
、
早
く
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
教

育
活
動
で
活
用
し
て
い
る
大
阪
府
・
私

立
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部
・
高
等

部
。
進
路
セ
ン
タ
ー
長
の
米
田
謙
三
先

生
は
、
様
々
な
教
育
活
動
に
お
い
て
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
し
た

り
、
伸
長
さ
せ
た
り
す
る
上
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
有
効
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　「
本
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
科
の
授

業
で
、
生
徒
自
身
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
探
究
的
な
学
び

の
中
で
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
獲
得
さ
せ
る

た
め
に
は
、
学
び
の
目
的
を
生
徒
自
身

が
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
こ
と
が
前
提

だ
と
、
専
門
的
成
長
主
任
と
し
て
同
校

教
師
の
専
門
性
の
向
上
と
、
教
育
活
動

全
般
の
質
的
改
善
に
つ
な
が
る
方
策
を

考
え
る
岡
本
竜
平
先
生
は
語
る
。

　「
今
学
ん
で
い
る
こ
と
が
、
自
分
の

人
生
に
お
い
て
ど
ん
な
価
値
を
持
っ
た

学
び
な
の
か
が
分
か
れ
ば
、
生
徒
は
安

易
に
妥
協
せ
ず
、
自
分
の
考
え
に
も
批

判
的
な
目
を
向
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
問

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
徒
の
内
面
に

生
ま
れ
る
の
で
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
必
須
の
教
育
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
る
同
校
だ
が
、
生
徒
の
校
内

に
基
づ
い
て
探
究
的
に
学
ぶ
こ
と
や
、
教

科
横
断
的
な
思
考
を
重
視
し
て
お
り
、

生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
て
、
情
報
の

収
集
や
そ
の
整
理
・
分
析
、
ま
と
め
・

表
現
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
過
程
の
中
で
生
徒
に
育
む
の

が
、
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン

キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
問
題
解
決
に
向
け

た
思
考
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
課
題
発
見
、
問
題
の
パ
タ
ー
ン

化
や
解
決
の
モ
デ
ル
化
と
い
っ
た
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
社
会
で
求
め
ら

れ
る
批
判
的
思
考
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
を
生
徒
が
身
に
つ
け
、
自
分

ら
し
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
社
会
で
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
制
限

を
か
け
た
り
、
禁
止
し
た
り
す
る
こ
と

は
し
て
い
な
い
と
、
技
術
科
・
情
報
科

主
任
の
西
出
新
也
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
規
制
を
し
な
い
代
わ
り
に
、
生
徒

が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
よ
き
使
い
手
に
な

る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
や
ネ
ッ

ト
上
で
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
り
、
持
続

可
能
性
や
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
、
生
徒

同
士
で
対
話
を
し
た
り
す
る
本
校
独
自

の
デ
ジ
タ
ル
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
や
教
科
・
情

報
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
」　

専
門
的
成
長
主
任(H

ead of 
P

rofessional G
row

th)

岡
本
竜
平　

お
か
も
と
・
り
ゅ
う
へ
い

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
理
科
。

技
術
科
・
情
報
科
主
任

西
出
新
也　

に
し
で
・
し
ん
や

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
情
報
科
。

進
路
情
報
セ
ン
タ
ー
長

米
田
謙
三　

よ
ね
だ
・
け
ん
ぞ
う

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民

科
、
情
報
科
、
総
合
探
究
科
。

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
て
、

個
性
の
発
揮・伸
長
を
図
る

生
徒
同
士
が
多
様
な
個
性
に
触
れ
な
が
ら
、

問
題
解
決
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
習
得

大
阪
府・私
立
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部
・
高
等
部

変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
、
探
究
的
な
学
び
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。
学
校
と
い
う
場
が
本
来
持
っ
て
い
る
多
様
性
を
尊
重
し
、
協
働
的
で
探
究
的
な
学
び
を
進
め
て
い
る
大
阪
府
・
私

立
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部
・
高
等
部
に
話
を
聞
い
た
。

実践事例

2

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 12 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
玄塲

念
校

12/02
玄塲 − −/−

− − −/−
− − −/−

−

 高校版  2022 December 12

P12-15_view-next-koukou-12g.indd   12P12-15_view-next-koukou-12g.indd   12 2022/12/02   13:132022/12/02   13:13



　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
科
に
お
け
る

探
究
的
な
学
び
の
例
と
し
て
、
岡
本
先

生
は
、
中
等
部
で
の
２
つ
の
実
践
を
挙

げ
る
。
１
つ
は
、「
植
物
は
ど
の
よ
う

に
子
孫
を
残
す
の
か
？
」
と
い
う
問
い

に
基
づ
き
、
花
の
構
造
を
説
明
す
る
動

画
を
制
作
す
る
活
動
、
も
う
１
つ
は
、

「
お
天
気
情
報
番
組
を
作
ろ
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
（
写
真
）
で
、
日
本
の
天
気

の
特
徴
を
科
学
的
に
説
明
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
情
報
番
組
を
作
る
活
動
だ
。
い

ず
れ
の
活
動
も
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ま

せ
た
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
物
は
学
級
内
で

共
有
し
、
生
徒
間
で
相
互
評
価
す
る
こ

た
。グ
ル
ー
プ
ご
と
の
学
び
も
、グ
ル
ー

プ
内
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
多

様
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
物
の
作
成

時
点
で
は
、
そ
の
単
元
の
理
解
は
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
共
有
・
相
互
評
価
を
経
て
、
知
識
が

体
系
化
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
探
究
的
な
学
び
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
協
働
性
の
発
揮
を
促
進
す
る

と
岡
本
先
生
は
語
る
。
１
人
１
台
端
末

の
環
境
下
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒

が
自
分
の
考
え
を
発
信
で
き
る
た
め
、

グ
ル
ー
プ
内
で
多
様
な
意
見
が
出
や
す

く
な
り
、
そ
れ
ら
を
協
働
し
て
ま
と
め

る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
か
せ
な
く
な
る
。

　「
電
子
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
も
の

を
テ
ー
マ
に
す
る
と
、
生
徒
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
物
は
、
私
の
想
定
を
超
え
る
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
く
出
て
き
ま
す
。

多
様
な
表
現
方
法
や
気
づ
き
の
中
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
見
い
だ
し
、
尊
重

し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒
が
実
感

で
き
る
授
業
づ
く
り
が
、
ま
す
ま
す
求

と
に
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
、
理
科
的
な
内
容
の
理

解
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
制
作
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
繰
り
返
し
教
科
書
を

読
ん
だ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
書
籍
で

調
べ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。

　
動
画
制
作
な
ど
で
使
用
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
ア
プ
リ
）
を
、

岡
本
先
生
は
あ
え
て
指
定
し
な
か
っ
た

が
、
生
徒
は
作
成
し
た
い
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
物
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
プ
リ
を
探
し
て

き
た
。
完
成
し
た
説
明
動
画
や
情
報
番

組
は
、
ど
れ
も
表
現
方
法
が
ユ
ニ
ー
ク

で
、
解
説
上
の
ポ
イ
ン
ト
も
多
様
だ
っ

た
と
、
岡
本
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
履
修
範
囲
を
超
え
る
発
展
的
な
内

容
を
盛
り
込
む
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
生
徒
の
学

び
が
多
様
に
な
る
中
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
対
す
る
岡
本
先
生
の
考
え
方
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　「
生
徒
主
体
の
学
び
で
は
、
評
価
基

準
を
細
か
く
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
こ
ま
で
は
ク
リ
ア
し
て
ほ
し
い
と
い

う
共
通
の
目
標
だ
け
を
最
初
に
示
し
、

探
究
に
取
り
組
む
中
で
、
生
徒
た
ち
と

話
し
合
い
な
が
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

れ
ば
、
各
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
真
に
基

準
と
な
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

写真　「お天気情報番組を作ろう」での生徒の活動の様子。

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教
科
で
の
探
究
的
な
学
び
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

生
徒
の
多
彩
な
学
び
を

尊
重
し
合
う
授
業
づ
く
り

教科指導
（理科）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

探究的な学びの
成果物の作成で

１人１台の端末を使用

他者の多様な学びと、
その共有・相互評価を
経て、単元内容を
体系的に理解
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同
校
の
高
等
部
の
情
報
科
で
は
、「
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
開
発
」「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
成
」
な
ど
、
11
科
目
を
設
置
し
て

お
り
、
生
徒
は
卒
業
ま
で
に
２
科
目
以

上
の
授
業
を
選
択
す
る
。

　「
い
ず
れ
の
科
目
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、
体
験
レ
ベ
ル
で
は

な
く
、
ア
プ
リ
や
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の

の
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
実
体
の
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
概
念
と
し
て
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
社
会
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
考
え
、
創
り
出

の
か
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ス
キ
ル
だ
け
で
は

な
く
、
新
し
い
も
の
の
見
方
・
考
え
方

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
西
出
先
生
）

　「
学
校
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
開
発

の
授
業
で
は
、
生
徒
が
教
師
に
質
問
や

相
談
に
行
き
や
す
く
す
る
た
め
に
、
各

教
師
の
空
き
時
間
を
確
認
で
き
る
ア
プ

リ
を
開
発
す
る
な
ど
、
身
の
回
り
の
問

題
解
決
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
を
学
ん
で
い
っ
た
。ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

授
業
で
は
、
人
の
声
や
動
き
に
反
応
す

る
ア
ー
ト
作
品
を
グ
ル
ー
プ
で
制
作
。

人
を
楽
し
ま
せ
る
行
為
を
通
じ
て
ア
ー

ト
思
考
を
磨
い
て
い
っ
た
（
図
２
）。

　「
問
題
解
決
と
問
題
提
起
の
い
ず
れ

の
切
り
口
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
は
自
分

自
身
の
問
題
意
識
を
軸
に
活
動
し
ま

す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
段
階
に
至
る
ま

で
の
進
度
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
ま
す
が
、
早
く
で
き
た
生
徒

し
て
い
く
力
が
育
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

将
来
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
や
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
ど
と
し
て
シ
ス
テ
ム
開
発
に
関

与
す
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
概
念
に
基
づ
い
た
問
題
解
決

の
力
は
、
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
」（
西
出
先
生
）

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
は
、
デ
ザ

イ
ン
思
考
の
切
り
口
と
、
ア
ー
ト
思
考

の
切
り
口
と
で
大
別
さ
れ
る
。

　「
デ
ザ
イ
ン
思
考
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
通
じ
て
『
問
題
を
解
決
す
る
も

の
』
で
、
ア
ー
ト
思
考
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
通
じ
て
『
問
題
を
提
起
す
る

も
の
』
で
す
。
両
方
の
切
り
口
を
知
っ

て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
自
分
は
ど
ち
ら

の
切
り
口
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る

た
ち
に
対
し
て
も
、『
こ
こ
を
こ
う
し

て
み
た
ら
？
』と
問
い
か
け
る
こ
と
で
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
回
り
続
け
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
制
作
活
動
に

は
終
わ
り
が
な
く
、
教
師
の
声
か
け
次

第
で
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」（
西
出
先
生
）

　
情
報
の
授
業
で
身
に
つ
け
た
考
え
方

や
ス
キ
ル
は
、
他
教
科
の
探
究
的
な
学

び
で
も
発
揮
さ
れ
る
。
西
出
先
生
は
、

「
情
報
を
、
他
教
科
間
の
学
び
を
接
続

す
る
ハ
ブ
と
す
る
た
め
に
、
今
後
は
教

科
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

※学校資料をそのまま掲載。

生徒が制作したプログラミング作品例図2

問
題
を
解
決
す
る
力
と
、

問
題
を
提
起
す
る
力
を
養
う

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
し
続
け
る
教
師
の
声
か
け

教科指導
（情報）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

自分の問題意識を軸に
プログラミングに
取り組む

問題解決の
多様な切り口を知り、
ＰＤＣＡサイクルを
回し続ける
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高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
10
年
生

は
、
教
科
や
分
野
に
偏
ら
ず
、
様
々
な

授
業
か
ら
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
だ
け
で

な
く
、
学
内
外
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
、
特
に
長
期
休
業
な
ど
を

活
用
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

高
校
生
向
け
の
講
座
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

進
路
関
係
の
情
報
発
信
は
、G

oogle 
Classroom

と
進
路
専
用
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
一
元
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
進
路
行
事
だ
け
で
な
く
、
調

査
書
の
情
報
や
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
出
願
、
指
定
校
制
推
薦
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
通
し
て

養
わ
れ
る
問
題
解
決
に
向
け
た
思
考
プ

ロ
セ
ス
は
、
進
路
選
択
の
場
面
で
も

生
き
て
い
る
。
象
徴
的
な
場
が
、
高

校
２
年
生
に
相
当
す
る
11
年
生
の
３

学
期
の
三
者
面
談
で
行
わ
れ
る
「M

Y 
FU

TU
RE PLAN

」
と
呼
ば
れ
る
生
徒

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
（
図

３
）。
生
徒
は
、「
高
校
生
活
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
」「
身
に
つ
け
た
力
」「
将
来

や
り
た
い
こ
と
」
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
ま
と
め
、
担
任
と
保

護
者
に
紹
介
し
た
上
で
、「
現
在
の
志

望
」「
志
望
実
現
に
向
け
た
問
題
と
解

決
方
法
」
を
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
教
科
学
習
で
は
、『
こ
ん
な

問
題
を
解
決
し
た
い
』『
こ
ん
な
疑
問

を
解
消
し
た
い
』
と
い
っ
た
、
一
人
ひ

と
り
の
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
ま

す
。
進
路
選
択
も
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ

ス
と
捉
え
、
生
徒
主
体
で
進
め
る
た
め

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
型
の
三
者
面

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
徒
本
人
が

た
く
さ
ん
語
り
ま
す
か
ら
、
教
師
は
予

断
を
持
た
ず
に
生
徒
を
理
解
で
き
る
よ

も
、G

oogle Classroom

で
管
理
し
て

い
る
。
該
当
す
る
生
徒
は
自
ら
各
ル
ー

ム
に
登
録
し
、
メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
事

項
を
受
け
取
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

ク
ラ
ス
担
任
の
負
担
が
大
き
く
軽
減
し

た
と
、
米
田
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
修
学
旅
行
は
生
徒
が
企
画
・

運
営
し
ま
す
。
旅
行
会
社
と
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
議
を
重
ね
、
行
程

や
部
屋
割
り
を
決
め
ま
す
。
ス
キ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
今
年

度
、
靴
や
ウ
ェ
ア
の
サ
イ
ズ
は
生
徒
が

G
oogle Form

s

で
集
計
し
、
旅
行
会

社
に
伝
え
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
で
自
由
行
動
中
の
位
置
情
報
を
確
認

す
る
な
ど
、
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て

主
体
的
に
活
動
し
ま
し
た
」

さ
も
あ
り
ま
す
」（
米
田
先
生
）

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
で
活

用
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
問
題
解
決
に

向
け
た
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
生
徒
が
経
験

し
て
い
る
同
校
。
米
田
先
生
は
、
生
徒

た
ち
の
様
子
か
ら
、「
自
立
と
自
律
が

促
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
と
話
す
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生

徒
は
自
分
の
個
性
を
発
揮
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
と
い
う
場
に

は
、
様
々
な
個
性
、
価
値
観
が
あ
る
こ

と
に
も
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ
を
互
い
に

認
め
合
う
か
ら
こ
そ
、
自
立
と
自
律
が

実
現
す
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」 ※学校資料をそのまま掲載。

MY FUTURE PLAN図 3

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

進
路
情
報
の
一
元
管
理
で

担
任
の
負
担
を
軽
減

生
徒
が
進
路
選
択
の
過
程
を

三
者
面
談
で
プ
レ
ゼ
ン

進路選択

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

生徒が主体的に
情報収集することで、
進路選択のプロセスを

可視化

進路選択における
自立と自律が

促される
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広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道

高
校
は
、
２
０
２
０
年
度
、
修
道
生
と

し
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
「
価
値
観
」

と
「
ス
キ
ル
」が
示
さ
れ
た「
修
道
ベ
ー

シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」を
策
定
し
た
。

「
価
値
観
」は「
世
界
貢
献
・
開
拓
者
・

協
働
性
・
向
上
心
・
独
立
心
」の
５
領
域
、

「
ス
キ
ル
」は「
人
間
関
係
力
・
表
現
力
・

判
断
力
・
思
考
力
」
の
４
領
域
と
し
、

各
領
域
に
２
〜
３
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、自
分
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
姿
勢
や
行
動
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、テ
ー
マ
ご
と
に
５
段
階
の
評

価
基
準（
図
１
）
を
設
け
る
こ
と
で
、

で
活
用
し
て
い
る
。
中
学
教
頭
の
藏く

ら
し
た下

一
成
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
教
師
が
『
デ
ジ
タ
ル
・
タ

キ
ソ
ノ
ミ
ー
』（
Ｐ
．６
参
照
）に
基
づ
き
、

目
的
意
識
を
持
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
の
と
同
様
に
、
生
徒
も
目
的
や
状
況

に
応
じ
て
ツ
ー
ル
を
選
び
、
活
用
す
る

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
判
断
力

や
表
現
力
、
情
報
活
用
能
力
な
ど
が
高

生
徒
が
自
分
の
状
態
や
、
次
に
目
指
す

べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
た
。

　
生
徒
は
、
９
月
と
３
月
に
、
同
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
自
己
評
価
を
し
て
自

身
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次
の
目
標
を

立
て
る
。
一
方
、
学
年
団
は
、
生
徒
の

自
己
評
価
を
集
計
し
て
各
領
域
の
達
成

度
を
算
出
。
前
回
の
自
己
評
価
か
ら
の

変
化
を
分
析
し
て
指
導
改
善
を
図
り
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
教
育
の
柱
に
据
え

て
い
る
同
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
「
学
び

の
イ
ン
フ
ラ
」
と
位
置
づ
け
、
教
材
の

配
信
や
振
り
返
り
の
蓄
積
、
ウ
ェ
ブ
テ

ス
ト
の
実
施
、
生
徒
・
保
護
者
と
の
連

絡
な
ど
、
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
生
徒
の
学

び
の
量
を
増
や
し
、
学
び
の
質
を
高
め

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

工
夫
し
て
い
ま
す
」

上記のように、テーマごとにレベル１〜５の評価基準が設定されている。
※学校資料を抜粋して掲載。

「修道ベーシックルーブリック」の５段階の評価基準（抜粋）図１

高
校
１
学
年
担
任
・
広
報
室

鎌
田
祐
介　

か
ま
だ
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
社
会
科（
日
本
史
）。

高
校
１
学
年
担
任
・
教
務
部

森
元
雅
貴　

も
り
も
と
・
ま
さ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
15
年
目
。
英
語
科
。

高
校
１
学
年
主
任

野
上
知
宏　

の
が
み
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
13
年
目
。
数
学
科
。

中
学
教
頭

藏
下
一
成　

く
ら
し
た
・
か
ず
な
り

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
29
年
目
。
美
術
科
。

「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」と

端
末
の
普
段
使
い
で
、未
来
へ
の
力
を
育
む

広
島
県・私
立
修
道
中
学
校・修
道
高
校

生
徒
が
目
指
す
べ
き
姿
を
「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
掲
げ
た
広
島
県
・
私
立
修
道
中
学
校
・
修
道
高
校

は
、
生
徒
が
目
的
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
よ
う
に
な
る
こ
と
で
資
質
・
能
力
も
高
ま
る
と
考
え
、
学
校
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
。

実践事例

3
「
学
び
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

※
学
校
概
要
は
、
Ｐ
．５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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美
術
の
授
業
で
は
、
作
品
の
制
作
過

程
で
の
気
づ
き
や
課
題
、
完
成
作
品
の

画
像
な
ど
を
残
す
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と

し
て
、「Classi

」（
＊
）
の
ア
ル
バ
ム
の

機
能
を
活
用
し
て
い
る
（
図
２
）。
美

術
科
の
藏
下
教
頭
は
、
そ
の
ね
ら
い
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ア
ル
バ
ム
の
機
能
は
、そ
の
時
々
に

考
え
た
こ
と
を
残
す
習
慣
を
つ
け
る
ネ

タ
帳
と
し
て
使
お
う
と
、
生
徒
に
伝
え

て
い
ま
す
。
蓄
積
が
多
く
な
っ
て
も
、

手
元
の
端
末
で
す
ぐ
に
確
認
で
き
ま
す

し
、自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
く
る
も
の
で

　「
単
元
を
通
し
て
生
徒
が
世
界
貢
献

に
つ
い
て
考
え
を
十
分
深
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
、
評
価
結
果
の
数
値

化
に
よ
っ
て
明
確
に
な
り
、
主
題
を
繰

り
返
し
発
信
す
る
重
要
性
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」（
藏
下
教
頭
）

　
数
学
科
の
野
上
知
宏
先
生
は
、
１
ト

ピ
ッ
ク
１
分
〜
１
分
30
秒
間
の
動
画
を

作
成
し
、ク
ラ
ウ
ド
上
で
生
徒
に
配
信
。

授
業
中
の
グ
ル
ー
プ
活
動
時
の
教
材
な

ど
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
１
回
の
定

す
。取
り
組
み
を
進
め
る
う
ち
に
、生

徒
の
質
問
が
、『
次
に
何
を
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
』
か
ら
、『
〇
〇
し
た
い
の
で

す
が
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
』に

変
わ
り
ま
し
た
。メ
タ
認
知
能
力
や
向

上
心
な
ど
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
」

　
ま
た
、単
元
ご
と
に「
修
道
ベ
ー
シ
ッ

ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
か
ら
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
記
し
、
作
品

の
完
成
後
、
自
己
評
価
と
相
互
評
価
を

実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
で
集
計
し
、

結
果
を
授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
今
年
度
の
高
校
２
学
年
で
取

り
扱
っ
た
、『
オ
ル
タ
ー
ピ
ー
ス
』
を

題
材
に
平
和
へ
の
願
い
を
テ
ー
マ
と
し

た
単
元
で
は
、「
世
界
貢
献
」
の
自
己

評
価
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
。

期
考
査
の
出
題
範
囲
分
で
、
動
画
は
約

80
本
、
約
90
分
間
と
な
る
。
定
期
考
査

前
に
は
、
動
画
を
何
度
も
見
返
せ
ば
理

解
が
深
ま
る
こ
と
を
、
生
徒
に
繰
り
返

し
伝
え
て
い
る
と
、野
上
先
生
は
語
る
。

　「
私
自
身
、
動
画
を
何
度
も
見
返
し
、

説
明
の
仕
方
や
図
の
示
し
方
な
ど
に
お

け
る
改
善
点
を
見
い
だ
し
て
、
次
の
動

画
作
成
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

　
英
語
科
の
森
元
雅ま

さ

貴き

先
生
は
、
生
徒

に
端
末
を
使
う
意
義
を
説
明
し
た
上

で
、
授
業
中
の
端
末
の
使
用
に
制
約
を

設
け
て
い
な
い
。
生
徒
は
、
必
要
に
応

じ
て
端
末
で
調
べ
物
を
す
る
ほ
か
、
森

元
先
生
の
指
示
が
な
く
て
も
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
上
で
英
作
文
や
和

訳
を
共
有
し
て
学
び
合
っ
て
い
る
。

　「
端
末
の
使
用
を
制
限
し
な
け
れ
ば
、

生
徒
が
学
習
以
外
の
こ
と
で
端
末
を
使

用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
端
末
を
使
う
場

面
を
限
定
し
て
し
ま
う
と
、『
今
、
知

り
た
い
』
と
い
う
生
徒
の
意
欲
を
削
ぎ

か
ね
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
端
末
を

使
う
目
的
を
生
徒
と
し
っ
か
り
共
有
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
で
き
て
い
る
本

校
で
は
、
生
徒
が
主
体
的
・
協
働
的
に

学
ぶ
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
」

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

この生徒は毎時間、制作途中の作品の画像もアルバムに
アップし、次時に取り組もうと考えていることを入力し
ている。　　　　　　　　　　※学校資料をそのまま掲載。

美術科　生徒のポートフォリオ（例）図２

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

次
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

「
ネ
タ
帳
」
と
し
て
活
用

端
末
を
使
う
意
義
を
生
徒
と
共
有
し
、

い
つ
で
も
使
え
る
環
境
に

教科指導
（美術・数学・英語）

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

ポートフォリオで
学びの過程を可視化する
目的や利点を、生徒に説明

「○○したいのですが、
どうすればよいですか」
と、目的意識を持った

質問に変容
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22
年
度
の
高
校
１
年
生
の
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」で
は
、「
広
島
の
文
化
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
３
分
間
の
動
画
制
作

を
課
題
と
し
た
。
生
徒
は
８
人
ず
つ
の

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や

記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
、
役
割
を
分

担
。
各
グ
ル
ー
プ
、
食
や
防
災
な
ど
の

７
領
域
か
ら
１
つ
を
選
択
し
、
動
画
の

内
容
を
検
討
し
た
。
７
月
下
旬
に
は
、

テ
レ
ビ
局
員
か
ら
取
材
や
動
画
制
作
の

方
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
た
上
で
、

調
査
や
取
材
を
行
い
、
夏
季
休
業
明
け

に
テ
ス
ト
動
画
を
制
作
し
た
。
各
学
級

の
ク
ラ
ウ
ド
上
で
テ
ス
ト
動
画
を
共
有

し
、自
分
た
ち
が
作
り
た
い
も
の
の
制

作
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
」（
野
上
先
生
）

　
動
画
制
作
で
は
、「
修
道
ベ
ー
シ
ッ

ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
中
で
も
「
判
断

力
」
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た
。
テ
レ

ビ
局
か
ら
著
名
人
の
講
演
を
提
案
さ
れ

た
が
、
そ
れ
を
断
っ
た
の
は
、
生
徒
が

事
前
知
識
の
な
い
状
態
で
、
訴
求
し
た

い
テ
ー
マ
を
自
分
た
ち
で
見
つ
け
る
こ

と
か
ら
始
め
、
取
材
先
も
自
分
た
ち
で

見
つ
け
れ
ば
、
自
身
で
判
断
す
る
場
面

が
よ
り
増
え
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
22
年
９
月
に
実
施
し
た
「
修
道
ベ
ー

シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
の
自
己
評
価

で
は
、「
判
断
力
」
に
か
か
わ
る
テ
ー

マ
の
「
優
先
課
題
及
び
そ
の
解
決
策
を

的
確
に
判
断
し
て
行
動
に
移
す
力
」が
、

前
回
の
３
月
調
査
に
比
べ
て
飛
躍
的
に

向
上
し
て
い
た
（
図
３
）。

　「
活
動
中
、
教
師
は
見
守
り
に
徹
し
、

生
徒
が
自
分
の
判
断
で
動
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。課
題
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
乗
り

越
え
た
経
験
が
、『
判
断
力
』
の
向
上

し
て
感
想
や
意
見
を
述
べ
合
い
、
テ
レ

ビ
局
員
か
ら
の
講
評
も
踏
ま
え
て
、
再

取
材
や
動
画
の
修
正
を
行
い
、
10
月
末

の
文
化
祭
で
発
表
し
た
。

　
調
査
や
取
材
依
頼
、
撮
影
・
編
集
な

ど
の
各
工
程
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
。
夏

季
休
業
中
は
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

作
業
を
進
め
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
成
果
物

を
共
有
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
た
。

　「
動
画
制
作
は
、『
判
断
力
』
や
『
表

現
力
』
な
ど
、『
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
』
を
総
合
的
に
伸
ば
す
た
め

の
課
題
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。９
月

の
中
間
発
表
で
テ
レ
ビ
局
員
か
ら
酷
評

を
受
け
て
、か
え
っ
て
火
が
つ
い
た
生

徒
が
い
ま
し
た
し
、グ
ル
ー
プ
内
で
意

見
の
相
違
が
あ
っ
て
も
粘
り
強
く
議
論

と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
明
確

な
目
的
の
下
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
間

接
的
に
で
す
が
、
活
動
を
支
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」（
野
上
先
生
）

　
卒
業
生
の
著
名
人
を
主
人
公
に
し
た

ド
ラ
マ
仕
立
て
の
動
画
な
ど
、
生
徒
の

「
思
考
力
」
や
「
表
現
力
」
の
向
上
が

見
ら
れ
る
作
品
ば
か
り
で
、
教
師
を
驚

か
せ
た
。

　「
動
画
投
稿
サ
イ
ト
が
一
般
的
に
活

用
さ
れ
る
中
、日
常
生
活
や
仕
事
で
も
、

動
画
制
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、

よ
り
高
次
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
観
点

か
ら
も
、
課
題
設
定
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」（
藏
下
教
頭
）

※学校資料を基に編集部で作成。

自己評価の結果（抜粋）図３

領域 ルーブリックテーマ 前回と
の差異

思考力

自分の選択がどういう結果を引き
起こすかを推測する力 0.08

情報を体系的につなげて因果・関
連性を考える力 0.09

物事を時に具体的に、時に抽象的
に思考できる力 0.09

判断力
優先課題、及びその解決策を的確
（論理的）に判断し行動に移す力 0.2

大局を見据えて判断する力 -0.01

「総合的な
探究の時間」

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

動画制作や
事務作業など、
ICTを総合的に
活用する課題を設定

優先課題を判断しつつ、
作りたいものを
粘り強く追究

資
質・能
力
を
総
合
的
に
育
む

活
動
と
し
て
、動
画
制
作
を
課
題
に

社
会
で
求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ル
を
踏
ま
え
て
課
題
を
検
討
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生
徒
・
保
護
者
と
の
連
絡
や
家
庭
学

習
の
把
握
に
も
、「Classi

」
を
活
用
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
留
意
し
て
い
る
の

は
、
生
徒
に
任
せ
っ
放
し
に
し
な
い
こ

と
だ
と
、
高
校
１
学
年
担
任
の
鎌
田
祐

介
先
生
は
説
明
す
る
。

　「『
連
絡
事
項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
』

『
学
習
時
間
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
』

な
ど
と
口
頭
で
伝
え
る
だ
け
で
は
、
行

動
に
移
さ
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。
行
動

を
習
慣
化
さ
せ
る
た
め
、
活
用
の
ル
ー

ル
を
設
け
た
上
で
、
担
任
が
繰
り
返
し

声
を
か
け
て
い
ま
す
」

　
鎌
田
先
生
は
、
朝
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
、
生

る
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
次
第
に
、
毎

日
学
習
時
間
を
入
力
す
る
生
徒
が
増

え
、
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

鎌
田
先
生
は
、
教
師
の
粘
り
強
い
働
き

か
け
が
、「
向
上
心
」「
独
立
心
」
を
喚

起
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　「
生
徒
の
中
に
は
、
学
習
の
記
録
と

し
て
活
用
し
よ
う
と
、
学
習
し
た
内
容

ま
で
入
力
す
る
者
も
い
ま
し
た
。
自
分

で
や
り
方
を
工
夫
で
き
る
生
徒
は
、
自

分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
振
り
返
り
、
課

題
を
見
つ
け
て
、
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
大

学
進
学
後
や
社
会
に
出
た
後
も
、
自
分

徒
全
員
が
「Classi

」
を
開
く
時
間
を

確
保
。
連
絡
事
項
を
確
認
し
た
ら
、「
見

ま
し
た
」
ボ
タ
ン
を
押
す
ル
ー
ル
に
し

て
い
る
。
押
し
て
い
な
い
生
徒
に
は
、

端
末
上
で
促
す
と
と
も
に
、
実
際
に
声

も
か
け
る
な
ど
、
閲
覧
が
習
慣
化
す
る

ま
で
粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

　
夏
季
休
業
中
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣

化
に
向
け
て
、
高
校
１
年
生
全
員
に
、

家
庭
学
習
時
間
を
「Classi

」
に
入
力

さ
せ
た
（
図
４
）。
担
任
は
入
力
状
況

を
毎
日
確
認
し
、
入
力
し
て
い
な
い
生

徒
に
は
入
力
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

入
力
し
た
生
徒
に
は
励
ま
し
の
コ
メ
ン

ト
を
送
信
。
さ
ら
に
、
学
級
ご
と
の
学

習
時
間
の
総
計
を
１
年
生
の
グ
ル
ー
プ

に
ア
ッ
プ
し
、
１
年
生
全
員
が
見
ら
れ

自
身
で
学
び
や
仕
事
の
質
を
振
り
返
る

習
慣
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」（
鎌
田
先
生
）

　
今
後
は
、
教
育
活
動
で
活
用
し
や
す

い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
精
選
し
て
い
く
。

　「
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
多
い

と
、
ア
カ
ウ
ン
ト
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管

理
が
難
し
く
な
り
、
生
徒
は
混
乱
し
ま

す
。
教
師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
頼
り
す
ぎ
る
こ

と
で
生
徒
を
振
り
回
さ
な
い
よ
う
、
各

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
効
果
を
検
証
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
上
先
生
）

　
大
学
や
社
会
へ
続
く
「
人
生
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
、
生
徒
が
蓄
積
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
い

と
、
藏
下
教
頭
は
語
る
。

　「
現
在
使
用
中
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

え
る
の
は
高
校
ま
で
で
す
。
大
学
進
学

後
の
活
動
実
績
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア

な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
身
の
学
び

を
蓄
積
し
、
日
常
的
に
振
り
返
っ
て
自

分
の
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
で
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

構
築
す
べ
く
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
ま
す
」

※学校資料をそのまま掲載。

家庭学習時間のグラフ（例）図４

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

学級運営

ＩＣＴ活用のポイント

生徒の変化

学習時間を記録しやすい
仕組みにした上で、
学級ごとに学習時間を
可視化し、学年内で共有

１年次から
家庭学習習慣が定着し、
記録の内容も具体化

環
境
整
備
と
教
師
の
声
か
け
の

両
面
か
ら
学
習
習
慣
を
意
識
づ
け
る

目
標
は
、
生
涯
蓄
積
で
き
る

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
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と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
は
学
校
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。学
び
の
多
様
化
が
進
む
中
、

学
校
外
も
含
め
て
、生
徒
が
い
つ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
学
べ
、
地
域
や
国
内
、

世
界
の
人
と
つ
な
が
る
環
境
を
前
提
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
構
築
し
て

い
く
か
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
、
学
習
者
・
学
校
・
行
政

の
別
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
（
図
１
）。

　
学
習
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
利
点

は
、自
分
ら
し
い
学
び
の
実
現
で
す
。

授
業
動
画
や
電
子
書
籍
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
で
、
興
味
・
関

心
を
広
げ
た
り
、自
分
に
合
っ
た
学
習

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
っ
て
、
児
童
生

徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
や
学
校
内

の
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
整
備
さ
れ
、
膨
大
か
つ
多
様
な
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
関
係

省
庁
が
策
定
し
た
「
教
育
デ
ー
タ
利
活

用
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
お
い
て
、「
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、

誰
と
で
も
、自
分
ら
し
く
学
べ
る
社
会
」

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ

計
画
を
立
て
た
り
す
る
な
ど
、様
々
な

方
法
で
、
自
分
ら
し
い
学
び
の
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
個
に
応
じ
た
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と

も
、重
要
な
利
点
で
す
。例
え
ば
、学
力

の
差
が
大
き
い
ま
ま
協
働
学
習
を
行
う

と
、議
論
に
つ
い
て
い
け
ず
、傍
観
者
に

な
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
出
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル

な
ど
で
学
び
の
過
程
を
可
視
化
し
、
つ

ま
ず
い
て
い
る
生
徒
を
手
厚
く
支
援
す

る
な
ど
、自
由
進
度
に
よ
る「
個
別
最
適

な
学
び
」
で
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
ま

す
。
そ
う
し
て
理
解
の
差
を
縮
め
て
か

ら
協
働
学
習
を
行
え
ば
、
学
び
合
い
は

活
発
に
な
り
、
よ
り
深
い
議
論
が
展
開

さ
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
に
か
か
わ
る
教
育
デ
ー
タ
は
、

学
籍
や
学
級
数
な
ど
の
客
観
デ
ー
タ
で

あ
る
「
主
体
情
報
」、
学
習
指
導
要
領

や
授
業
の
題
材
に
か
か
わ
る
「
内
容
情

報
」、
学
習
記
録
や
生
徒
指
導
の
記
録

で
あ
る
「
活
動
情
報
」
の
３
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
っ

東
北
学
院
大
学

　文
学
部

　教
授

稲
垣

　忠　
　

い
な
が
き
・
た
だ
し

関
西
大
学
大
学
院
総
合
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。専
門
は
教
育
工
学
、情
報
教
育
。日
本
教
育
メ
デ
ィ

ア
学
会
理
事
、
日
本
教
育
工
学
会
代
議
員
、
文
部
科

学
省
・
経
済
産
業
省
の
専
門
家
会
議
の
委
員
を
歴
任
。

著
書
に
、『
探
究
す
る
学
び
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

　

情
報
活
用
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
・

０
』（
明
治
図
書
出
版)

、『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
理
論
と
実

践
　
Ｄ
Ｘ
時
代
の
教
師
を
め
ざ
し
て
』（
編
著
、
北
大

路
書
房
）
な
ど
。

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
り
、

学
習
者・学
校・行
政
は
ど
う
変
わ
る
の
か

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
た
め
の
制
度
設
計
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
や
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
１
月
に
は
、「
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
公
表
さ
れ
、
中
長
期
で

目
指
す
べ
き
姿
が
示
さ
れ
た
。
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積・流
通
に
よ
り
、
学
校
教
育
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
。

文
部
科
学
省・経
済
産
業
省
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門
家
会
議
の
委
員
を
歴
任
す
る
東
北
学
院
大
学
の
稲
垣
忠
教
授
に
、

現
状
と
展
望
を
聞
い
た
。

本特集
テーマの
nex t

校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

と
ど
ま
ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
改
革

学
習
指
導
要
領
ベ
ー
ス
で

生
徒
の
学
び
を
可
視
化
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＊１　Evidence-based Policy Making の略称。政策の企画をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化した上で、合理的根拠（エビデンス）に
基づくものとすること。　＊２　大阪市の取り組みは、『VIEW next』教育委員会版 2021 年度 Vol.3 の特別企画「先駆的・戦略的な教育改革」（P.26 〜 29）で紹
介しています。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「学校教育情報誌『VIEW next』」の教育委員会版バックナンバーからご覧ください。

て
指
導
の
充
実
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ

る
の
が
、
内
容
情
報
で
す
。
現
在
、
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
や
授
業
支
援
ツ
ー
ル
の

活
用
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
相
互
連
携
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
デ
ジ

タ
ル
ド
リ
ル
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学

習
履
歴
が
蓄
積
さ
れ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
に
書
き
込
ん
だ
履
歴
と
は
連
動

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
が
学
習
指
導
要
領

ベ
ー
ス
で
連
携
す
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
横
断
し
た
生
徒
の
学
び
を
可

視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
の
日
常
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
活

用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
変
化
を
迅
速

に
把
握
し
、
大
事
に
至
る
前
に
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
長
期
的
に
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る

と
、
今
ま
で
で
あ
れ
ば
気
づ
け
な
か
っ

た
生
徒
の
小
さ
な
異
変
を
察
知
し
や
す

く
な
る
わ
け
で
す
。

　
行
政
で
は
、
新
た
な
制
度
設
計
や
優

良
事
例
の
共
有
な
ど
に
も
デ
ー
タ
が
利

活
用
で
き
ま
す
。
既
に
動
き
出
し
た
自

治
体
も
あ
り
、
例
え
ば
大
阪
市
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
学

校
・
学
級
の
状
態
を
可
視
化
し
、
指
導

改
善
に
生
か
す
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す

（
＊
２
）。

　
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
の
鍵
は
、
教
育

委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
り
ま

す
。
理
想
は
、
各
自
治
体
が
、
小
・
中

学
校
と
高
校
の
連
続
性
を
視
野
に
入
れ

て
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
グ
ラ
ン
ド

ル
ー
ル
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会
が
教

育
デ
ー
タ
を
学
校
で
生
か
す
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
、
学
校
が
活
用
す
る

と
い
っ
た
体
制
を
築
く
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
る
た

め
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
整
備
が

重
要
で
す
。
教
育
デ
ー
タ
の
中
に
は
、

個
人
情
報
に
該
当
す
る
も
の
が
多
く
、

学
習
履
歴
は
誰
の
も
の
か
、
誰
の
権
限

で
ど
う
使
っ
て
よ
い
か
、
い
つ
ま
で
保

存
す
る
か
な
ど
、
検
討
課
題
は
山
積
み

で
、
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
・
高
、
高
・
大
な
ど
、
学

校
種
別
を
超
え
て
デ
ー
タ
を
共
有
す
る

こ
と
は
、
技
術
的
に
は
可
能
で
す
。
し

か
し
、そ
れ
を
「
生
涯
を
通
じ
た
学
び
」

と
言
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い
で
す
が
、
学

び
を
監
視
し
続
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
危

う
さ
も
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　
今
後
の
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
核

に
な
る
の
は
、「
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
」
と

「
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」と
考
え
ら
れ 

ま
す
。基
本
的
に
は
、学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル

が
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
入
り
口

に
な
り
、ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
学
習

の
結
果
が
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
は
、
多
く
の
自
治

体
で
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
授
業
支
援

ツ
ー
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ど
の

よ
う
に
連
動
さ
せ
、
指
導
・
学
習
の
改
善

に
つ
な
げ
て
い
け
る
の
か
は
、
今
後
の

開
発
の
進
展
を
待
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
高

等
教
育
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

初
等
中
等
教
育
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
何

を
蓄
積
し
、
ど
う
扱
う
の
か
ル
ー
ル
づ

く
り
と
と
も
に
、
教
師
が
デ
ー
タ
を
扱

※デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省「教育データ利活用ロードマップ」（2022
年１月）を基に編集部で作成。

各立場における教育データの蓄積と流通の将来イメージ図１

学習者
• 誰でも、いつでも、どこから

でも、誰とでも学べる
•自分らしく学べる
• 個に応じた支援が受けられ

る

学校・教師
• 学級・学校経営、生徒指導

に生かす
• 教育関係業務の効率化
• 指導計画・授業準備に生かす
• 情報交換のプラットフォーム

行政・研究機関
•プッシュ型の支援　•EBPM（＊１）による政策改善・制度設計
• 効率的なカリキュラムや指導法の開発
• 優良事例の横展開
• 新しい知見を学習指導要領の改訂に反映

データがたまる・つながる
あらゆるコンテンツがつながる

特集　使うからこそ見えてくる ICTの活用ポイント・活用目的

教
師
一
人
ひ
と
り
が
倫
理
観
を

持
ち
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
う
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う
上
で
の
倫
理
観
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
図
２
の

通
り
で
す
。
現
在
は
基
盤
と
な
る
ル
ー

ル
づ
く
り
の
段
階
で
す
の
で
、
現
場
で

の
授
業
や
学
習
に
大
き
な
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
。
中
期
目
標
で
何
よ
り
求
め
ら

れ
る
の
は
、
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
向

け
て
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
日
常
的
に
使

う
状
況
を
す
べ
て
の
学
校
で
実
現
す
る

こ
と
で
す
。
学
習
履
歴
が
自
動
的
に
蓄

積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
デ
ー

タ
を
ど
う
活
用
す
る
か
が
、
学
校
が
最

初
に
向
き
合
う
課
題
に
な
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
生
徒
の
生
活
・
健
康
面

の
デ
ー
タ
は
、
各
学
校
の
判
断
で
扱
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
の
整
理
や
活
用
法
は
、
各
自
治

体
に
お
け
る
今
後
の
議
論
に
左
右
さ
れ

ま
す
。

　
長
期
目
標
に
は
、学
習
者
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
ら
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
活

用
す
る
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。学
年

や
学
校
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
学
び
直
し
が

で
き
る
環
境
が
整
う
た
め
、生
徒
が
自

分
に
必
要
な
学
び
を
選
び
取
れ
る
よ
う

に
動
機
づ
け
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
徒
の
特
性
や
キ
ャ
リ
ア
観
に
応
じ
て

最
適
な
教
材
を
提
示
す
る
知
識
・
技
能

も
、教
師
に
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
教
師
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
柔
軟
に

授
業
を
見
直
す
力
も
大
切
に
な
り
ま

す
。自
分
で
は
よ
い
授
業
を
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
て
も
、生
徒
の
力
が
伸
び

て
い
な
け
れ
ば
、客
観
的
に
は
よ
い
授

業
を
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
教

育
デ
ー
タ
を
活
用
し
、生
徒
一
人
ひ
と

り
の
変
化
や
学
級
全
体
の
状
態
を
正
確

に
把
握
し
た
上
で
、取
り
上
げ
る
題
材

や
授
業
展
開
、使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
教
師
の
多
忙
化
の
解
消
が
課
題
で
あ

る
今
、
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
い
う

新
た
な
業
務
が
加
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
不
安
を
抱
く
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
民
間
企
業
で
は
、

業
種
や
職
種
を
問
わ
ず
、
業
務
の
効
率

化
や
質
の
向
上
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
と
デ
ー
タ
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
師
に
も
、デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、

客
観
的
に
物
事
を
捉
え
て
考
え
る
リ
テ

ラ
シ
ー
が
必
要
で
す
。

　
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
と
言
っ
て

も
、
統
計
や
デ
ー
タ
分
析
の
専
門
知
識

が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
、
授
業
づ
く
り
を
す
る
際

に
、
テ
ス
ト
の
結
果
や
生
徒
が
振
り
返

り
シ
ー
ト
に
書
い
た
内
容
な
ど
を
参
考

に
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
デ
ー
タ
か
ら
学
習
や
指
導
の

成
果
と
課
題
を
効
率
よ
く
把
握
し
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
支
え
る
授
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教
師
の
意
思
決
定
と
生
徒
の
自
立
的
な

学
び
を
助
け
る
ツ
ー
ル
が
増
え
る
と
捉

え
て
、
教
育
デ
ー
タ
に
向
き
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊３　Personal Data Store の略。他者保有データの集約を含め、個人が自らの意思で、自らのデータを蓄積・管理するための仕組みであり、第三者への提供に係る
制御機能（移管を含む）を有するもの。 

※デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省「教育データ利活
用ロードマップ」（2022 年１月）を基に編集部で作成。

教育データ利活用の目指す姿図２

短期（〜2022年頃）
• 教育現場を対象にした調査や手続きが原則オンライン化
• 事務等の原則デジタル化など、校務のデジタル化を進め、

学校の負担を軽減
•インフラ面での阻害要因（例：ネットワーク環境）の解消
• 教育データの基本項目（例：法令や調査で、全国で共通

的に取得されている主体情報）が標準化

論点・課題
情報が紙で処理されており、
調査や事務の負担が重い

目指す姿
調査等のオンライン化
で、校務負担が軽減

中期（〜2025年頃）
• 学習者が端末を日常的に使うようになり、教育データ利

活用のためのログ収集が可能
• 内容・活動情報が一定粒度で標準化され、学校・自治体

間でのデータ連携が実現
• 学校・家庭・民間教育間でのそれぞれの学習状況を踏ま

えた支援が一部実現

論点・課題
学校や自治体間のデータ
同士の結びつきがない

目指す姿
データの 標 準 化により、
EBPM の推進や新たな教
授法・学習法の創出

長期（〜2030年頃）
• 学習者がＰＤＳ（＊３）を活用して、生涯にわたって自らの

データを蓄積・活用することができるように
• 内容・活動情報のさらに深い粒度での標準化が実現
•支援を必要とする子どもへのプッシュ型の支援が実現
•真に「個別最適な学び」と「協働的な学び」が実現

論点・課題
「学校で」「教師が」「同時に」「同
一学年の児童生徒に」「同じ速度で」

「同じ内容を」教えるという、学習
指導の基本的な枠組みでは十分に
対応できない可能性

目指す姿
誰もが、いつで
も、どこからで
も、 誰 と で も、
自分らしく学べる

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
、

デ
ー
タ
を
基
に
し
た
授
業
改
善
を
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お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

P. 28

P. 24

P. 32

お勧めの分掌

▲

管理職
P. 36

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

現場が直面する課題や疑問の解決に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡
広島県立西条農業高校

ＳＳＨを軸とした学校改革
専門教科と普通教科の教師が垣根を超えて連携し、
農業の発展に本気で取り組む生徒を育む

富山県立富山工業高校　２学年団

担任が動きやすい環境づくりで、
個性豊かな６学科をつなぐ

輝く
学年団を訪ねて

学校
危機管理
基 礎 講 座

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

インターネット利用に関するトラブル

「情報デザイン」の学びとは
インタビュー　

Ｗｅｂサイトの制作を通じて、
社会で求められる問題解決力を育成
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主
任
の
石
井
朝あ

さ

子こ

先
生
は
、次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
私
は
、畜
産
の
現
場
で
、一
生
産
者
と
し
て
良
質

な
家
畜
を
育
て
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を
、
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
よ
り
高
度
な
研
究
に
取
り
組
む
と
な

れ
ば
、
家
畜
に
直
接
触
れ
て
学
ぶ
時
間
が
少
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
指
定
１
年
目
は
、
指
導
体
制
を
構
築
す
る

途
中
で
、
専
門
教
科
の
教
師
を
中
心
に
、
実
験
準
備

な
ど
の
業
務
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
教
師
の
不
安
や
負
担
感
を
払
拭
し
た
の

は
、
生
徒
の
姿
だ
っ
た
。
広
島
大
学
を
始
め
と
す
る

大
学
や
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関

か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
、「
ニ
ワ
ト
リ
が
卵
を
産

む
前
に
、ヒ
ナ
が
オ
ス
か
メ
ス
か
を
判
別
す
る
方
法
」

な
ど
の
最
先
端
の
研
究
に
、
生
徒
は
興
味
津
々
に
取

り
組
ん
だ
。
研
究
成
果
が
学
外
の
発
表
会
で
入
賞
す

る
と
、
周
囲
の
生
徒
は
刺
激
を
受
け
、
ま
す
ま
す
高

い
レ
ベ
ル
の
研
究
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
で
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
、
そ

れ
に
食
い
つ
き
、
自
ら
工
夫
し
て
研
究
を
進
め
る
生

徒
を
目
に
し
て
、
生
徒
の
可
能
性
の
大
き
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
が
真
剣
に
学
び
始
め
る
き
っ

か
け
は
、
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活

動
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
心
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
場
面

が
よ
り
多
く
な
っ
た
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
肯
定
的

に
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
石
井
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
３
期
目
の
現
在
は
、
専
門
教
科
と

普
通
教
科
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
体
制
構
築
の
過
程
を
見
て
い
く
。

　
２
０
２
０
年
度
に
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
た
広

島
県
立
西
条
農
業
高
校
は
、
県
内
の
農
業
高
校
の
拠

点
校
だ
。
大
学
入
試
に
お
い
て
専
門
学
科
を
対
象
と

す
る
推
薦
入
試
の
募
集
枠
が
増
え
始
め
た
約
20
年
前

か
ら
、
進
学
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
以
来
、

毎
年
20
～
30
人
が
国
公
立
大
学
に
合
格
し
て
い
る
。

　
12
年
度
に
は
、
農
業
高
校
と
し
て
全
国
で
初
め
て

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）
の
指
定
を
受
け
た
。
し
か
し
、
教

師
は
、
そ
の
活
動
に
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
当
時
、
非

常
勤
講
師
と
し
て
同
校
に
勤
務
し
て
い
た
現
２
学
年

変
革
の

高
度
な
研
究
は
、自
校
の
生
徒
に
必
要
か
。

不
安
を
抱
い
た
教
師
た
ち

背
景

学校概要

◎設立	 1910（明治 43）年
◎形態	 全日制／農業科（園芸科、畜産科、生活

科、農業機械科、緑地土木科、生物工学科、
食品科学科）／共学

◎生徒数	 １学年約 280人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、
帯広畜産大、鳥取大、広島大、愛媛大、琉球大な
どに 19 人が合格。私立大は、酪農学園大、明治
大、近畿大などに延べ 90 人が合格。短大・専門
学校進学 87 人。就職 53 人。

No.282
指導変革の軌跡

広
島
県
立
西
条
農
業
高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
軸
と
し
た
学
校
改
革

専
門
教
科
と
普
通
教
科
の
教
師
が
垣
根
を
超
え
て
連
携
し
、

農
業
の
発
展
に
本
気
で
取
り
組
む
生
徒
を
育
む

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」の略。
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同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
の
軸
と
な
る
の
は
、
１

年
次
の
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
」、
２
年
次
の
「
Ｓ

Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
」、
３
年
次
の
「
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅱ
」

だ
。
１
年
次
の
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
は
、「
作

物
の
成
長
と
養
分
」「
農
業
と
食
料
問
題
」
な
ど
の

題
材
の
中
か
ら
、
生
徒
は
自
ら
設
定
し
た
課
題
に
取

り
組
み
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
２
回
、
経
験
す
る
。

度
の
双
方
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
主
任
の
堀
内
敬け

い

士し

先
生
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
１
期
で
は
、『
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅱ
』
を
農

業
科
と
理
科
の
協
働
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
２
期
で
は
、そ
の
体
制
を
『
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
』

に
も
広
げ
ま
し
た
。
生
徒
が
自
然
現
象
を
よ
り
分
析

的・論
理
的
に
思
考
で
き
る
よ
う
、
理
科
の
教
師
が
、

農
業
科
の
教
師
と
は
異
な
る
視
点
で
生
徒
に
助
言
す

る
た
め
で
す
。
指
導
を
分
担
し
、
一
部
の
教
師
に
負

担
が
集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
ね
ら
い
も

あ
り
ま
し
た
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
１
期
で
は
、
取
り
組
み
の
柱
の
１
つ
で
あ

る
「
海
外
連
携
等
に
よ
り
国
際
性
を
育
て
る
た
め
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
の
一
環
と
し
て
、
２
年

次
に
「
Ｓ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
英
語
」
や
「
英
語
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
設
置
。
英
語
科

が
指
導
を
担
当
し
、
研
発
発
表
と
質
疑
応
答
が
で
き

る
英
語
力
を
育
成
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
２
期
か
ら
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
多
く
の
生
徒
が
実
験
結
果
の
分

析
を
苦
手
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
数
学
科
が
、
実
験
結
果
の
解
析
方
法
な
ど
を
実

践
的
に
学
ぶ
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
講
座
を
、

放
課
後
や
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
た
（
＊
２
）。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
普
通
教
科
も
組
み
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
担
当
教
科
の
垣
根
を
超
え
て
指
導
に
あ
た

る
体
制
が
築
か
れ
て
い
っ
た
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
総
務
主
任

同
じ
題
材
で
も
う
１
度
探
究
す
る
こ
と
で
、「
新
た

な
課
題
の
発
見
→
新
た
な
仮
説
の
設
定
」
の
場
を
設

け
、
探
究
が
よ
り
深
化
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
活
動
を
通
し
て
、科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー（
課

題
発
見
・
解
決
の
過
程
で
必
要
と
な
る
能
力
）
を
身

に
つ
け
、
２・３
年
次
の
「
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」

で
は
、
生
徒
は
自
身
の
専
門
分
野
に
基
づ
い
て
自
ら

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
す
る
（
図
１
）。

　「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
は
、
各
学
科
20
人
ず

つ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
農
業
科
と
理
科
の

教
師
が
交
互
に
授
業
を
担
当
し
た
。
農
業
分
野
の
視

座
・
知
識
と
、
自
然
科
学
に
求
め
ら
れ
る
思
考
・
態

生
徒
が
探
究
を
深
め
る
資
質
・
能
力
を
、

専
門
・
普
通
の
全
教
科
で
育
成

変
革
の
一
手

図１	 １〜３年次の探究学習の流れ（2022年度入学生〜）

※学校資料を基に編集部で作成。

「SS課題研究Ⅰ」で取り組んだテーマを踏まえ、内容を
発展させて、グループまたは個人で探究学習を行う。

学科ごとに特色ある題材で、生徒が抱いた疑問を
基に、生徒自らが課題を設定し、主にグループで
探究する。

生徒は、自ら設定した課題に取り組む中で、「仮説設定
→実験計画の立案→実験→実験結果の検証→まとめ→
課題の発見」の探究のプロセスを２回、経験する。

３
年
次

２
年
次

１
年
次

目標 探究活動の深化

ＳＳ探究
探究数学
探究理科
探究英語

グローバルサイエンス

ＳＳ課題研究Ⅰ

データサイエンス

アグリサイエンス

ＳＳ課題研究Ⅱ

発
展

実
践

基
礎

学科・教科
の融合

農業と英語の
融合

農業と理科の
融合

農業と数学の
融合

農業と理科の
融合

農業と理科
の融合

（13単位）

（1単位）

（２単位）

（１単位）

（２単位）

（４単位）

＊２　「データサイエンス」の講座は、2022 年度から学校設定科目としている。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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の
丸
川
晋
一
先
生
は
語
る
。

　「
授
業
で
直
接
指
導
し
て
い
な
く
て
も
、
年
度
末

に
開
催
す
る
研
究
成
果
発
表
会
の
準
備
を
担
当
す
る

な
ど
、
全
教
師
が
何
ら
か
の
形
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
主
体
的
に
活
動
す
る

生
徒
の
姿
に
触
発
さ
れ
て
、
普
通
教
科
の
教
師
も
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
進
路
指
導
も
、
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
学
進
学
志
望
の
生
徒
に
は
ま
ず
、「
Ｓ
Ｓ
課
題
研

究
Ⅱ
」
の
担
当
教
師
が
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
、
志

望
理
由
書
の
作
成
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
。そ
し
て
、

志
望
理
由
書
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
に
、
学
級
担

任
や
部
活
動
の
顧
問
な
ど
に
も
指
導
を
仰
ぐ
。
進
路

指
導
部
長
の
中
村
晃
寛
先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
志
望
理
由
書
の
作
成
指
導
は
、
生
徒
の
研
究
を

間
近
に
見
て
、
そ
の
特
長
を
把
握
し
て
い
る
探
究
学

習
の
担
当
教
師
が
最
も
適
任
で
す
。ほ
か
の
教
師
は
、

文
章
の
論
理
性
を
確
認
し
た
り
、
面
接
指
導
を
担
当

し
た
り
し
ま
す
。
生
徒
に
は
、
複
数
の
先
生
に
相
談

し
よ
う
と
伝
え
て
お
り
、
教
師
も
、
生
徒
か
ら
頼
ま

れ
れ
ば
、教
科
や
学
年
を
超
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
」

　
農
業
に
関
心
が
あ
っ
て
も
、
中
学
校
ま
で
の
学
習

で
、普
通
教
科
を
苦
手
と
す
る
生
徒
は
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
生
徒
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
融
合
科
目
で
学
ぶ
う

　
生
徒
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

は
、「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
活
動
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
粘

り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
（
グ
リ
ッ
ト
）
が
向
上
し
た

か
」
の
項
目
で
、
毎
年
約
90
％
が
肯
定
的
回
答
を
し

て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
大
学
の
理
系
学
部
に
進

ち
に
、
実
験
に
は
数
学
や
理
科
の
知
識
と
見
方
・
考

え
方
が
必
要
で
あ
り
、
研
究
成
果
を
他
者
に
伝
え
る

た
め
に
は
、
国
語
力
や
英
語
力
が
必
要
だ
と
実
感
し

て
、
学
び
へ
の
姿
勢
が
前
向
き
に
な
る
。
そ
う
し
た

生
徒
の
変
容
は
、
教
師
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
取
り
組

む
原
動
力
に
も
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
取
り
組
む
う
ち
に
、

生
徒
の
農
業
に
対
す
る
視
座
が
上
が
り
、
進
路
意
識

が
変
化
し
て
い
く
と
言
う
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
通
じ
て
大
学
の
研
究
者
や
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
技
術
者
と
接
す
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
で
、
生
徒
は
、
現
場
の
生
産
者
以
外
に

も
、
研
究
者
や
技
術
者
と
し
て
農
業
の
発
展
に
貢
献

す
る
か
か
わ
り
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
自
然

と
キ
ャ
リ
ア
観
が
広
が
り
、
研
究
者
や
技
術
者
に
な

る
た
め
に
は
、
大
学
で
農
学
や
畜
産
学
な
ど
を
学
ぶ

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
進
学
意
識
も
学
習
意
欲
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
」（
石
井
先
生
）

　
学
ぶ
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
学
力
が
大

き
く
伸
び
て
い
く
生
徒
は
多
い
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
務
局

長
の
平
崎
裕ひ

ろ

樹き

先
生
は
語
る
。

　「
地
元
の
塾
の
方
か
ら
、
そ
の
塾
に
通
っ
て
い
た

本
校
の
生
徒
が
、
普
通
科
の
進
学
校
の
生
徒
と
比
べ

て
、１
年
生
の
時
に
は
学
力
の
差
が
大
き
か
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
、
卒
業
時
に
は
並
ん
だ
と

聞
き
ま
し
た
。『
西
農
の
生
徒
は
伸
び
率
が
違
い
ま

す
ね
』
と
言
わ
れ
た
時
に
、
本
校
の
指
導
が
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
」

２
学
年
主
任

石
井
朝
子 

い
し
い
・
あ
さ
こ

教
職
歴
９
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

農
業
科
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
総
務
主
任

丸
川
晋
一 

ま
る
か
わ
・
し
ん
い
ち

教
職
歴
24
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

教
頭藤

井
典
之 

ふ
じ
い
・
の
り
ゆ
き

教
職
歴
30
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

主
幹
教
諭
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
務
局
長

平
崎
裕
樹 

ひ
ら
さ
き
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
31
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

外
国
語
科
（
英
語
）。

進
路
指
導
部
長

中
村
晃
寛 

な
か
む
ら
・
あ
き
ひ
ろ

教
職
歴
10
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

数
学
科
。

農
業
の
発
展
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。

視
座
を
高
め
る
生
徒
た
ち

Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
主
任

堀
内
敬
士 

ほ
り
う
ち
・
け
い
し

教
職
歴
10
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
化
学
）。
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学
し
た
卒
業
生
へ
の
追
跡
調
査
で
は
、「
高
校
在
学

中
は
実
験
等
に
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
取
り
組
む
生

徒
だ
っ
た
か
」
の
項
目
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
前
の
13

年
度
の
卒
業
生
と
比
べ
て
、
14
年
度
以
降
の
卒
業
生

は
肯
定
的
回
答
率
が
大
幅
に
高
か
っ
た
（
図
３
）。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
対
す
る
肯
定
的
回
答
の
割
合

は
、
在
校
生
も
卒
業
生
も
期
を
追
う
ご
と
に
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
で
、
活
動
の
質
が
深
化
し
、
生
徒
が
大
き
く

成
長
し
て
い
る
手
応
え
を
、
教
師
一
同
感
じ
て
い
ま

す
」（
堀
内
先
生
）

  
専
門
教
科
と
普
通
教
科
の
連
携
を
よ
り
進
め
る
と

と
も
に
、
大
学
等
の
外
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動

の
深
化
を
図
ろ
う
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
３
期
目
に
入
っ
た
22

年
度
は
、
新
入
生
の
教
育
課
程
を
刷
新
し
た
。
講
座

だ
っ
た
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
、
２
年
次
の
学

校
設
定
科
目
と
し
て
設
置
し
、「
Ｓ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル

英
語
」
は
、科
目
名
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」

に
変
更
。
ど
ち
ら
の
科
目
も
、
指
導
の
際
に
教
師
が

農
業
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
が
望
ま
し
い

た
め
、
農
業
科
の
教
師
も
授
業
に
加
わ
る
こ
と
に
し

た
。
そ
し
て
、
３
年
次
に
、「
Ｓ
Ｓ
探
究
」「
探
究
数

学
」「
探
究
理
科
」「
探
究
英
語
」
を
選
択
科
目
と
し

て
設
置
し
た
（
Ｐ
．25
図
１
）。

　「
Ｓ
Ｓ
探
究
」は
、よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
に
挑

戦
す
る
意
欲
的
な
生
徒
を
対
象
と
し
た
科
目
だ
。 

協
定
を
結
ん
だ
大
学
に
出
向
い
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

大
学
教
員
か
ら
の
指
導
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
生

徒
は
研
究
を
深
め
て
い
く
。
６
単
位
と
し
、週
１
日
、

終
日
じ
っ
く
り
研
究
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　「
探
究
数
学
」「
探
究
理
科
」「
探
究
英
語
」
で
は
、

同
校
の
教
師
や
大
学
教
員
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
生
徒
は
自
分
で
学
習
の
課
題
を
分
析
し
、
学
習

内
容
と
方
法
を
自
分
で
考
え
て
、
学
習
も
自
身
で
進

め
る
。
教
師
に
よ
る
講
義
な
ど
で
は
な
く
、
主
体
的

に
学
び
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
大
学
で
学
ぶ

上
で
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
数
学
・
理
科
・
英
語
の

学
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
藤
井
典
之
教
頭
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
３
期
目
の
展
望
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「『
Ｓ
Ｓ
探
究
』
や
『
探
究
数
学
』
な
ど
の
科
目
が

実
際
に
始
ま
る
の
は
、
現
１
年
生
が
３
年
生
に
な
る

24
年
度
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
協
定
締
結
先
の
大

学
と
の
協
議
を
し
っ
か
り
進
め
、
内
実
の
伴
っ
た
活

動
に
す
る
こ
と
が
今
、
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
生

徒
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
研
究
に
取
り
組
め
る
新
し

い
農
業
高
校
の
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
、
教
師
一

丸
と
な
っ
て
今
後
も
歩
み
続
け
て
い
き
ま
す
」

2013
（28人）

2014
（15人）

2015
（32人）

2016
（21人）

2017
（17人）

2018
（47人）

2019
（52人）

卒業
年度

100

80

60

40

20

0

（％）

第１期

33.3

73.3 67.7
57.1

70.6
85.1 86.5

第２期

（ 　）

■在学中は、「実験等に失敗しても諦めずに取り組む」
ような生徒でしたか。

■ＳＳＨでの活動を経験したことで、粘り強く取り組む
姿勢（グリット）が向上しましたか。

年度 １年生 ２年生 ３年生 平均

2017 91.0 89.7 87.3 89.4

2018 76.9 87.2 92.9 85.7

2019 89.6 88.4 97.4 91.8

2020 92.7 91.7 92.1 92.2

2021 78.6 88.3 92.4 86.4

（％）

指導変革の 広島県立西条農業高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

生
徒
が
わ
く
わ
く
す
る
研
究
を
支
え
た
い

図２	 生徒へのアンケート結果図３	 卒業生（大学２年次）へのアンケート結果

注）数値は、「とてもそう思う」「まあそう思う」の合計。
※学校資料を基に編集部で作成。

注）数値は、「とてもそう思う」「まあそう思う」の合計。
※学校資料を基に編集部で作成。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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―
―
「
情
報
Ⅰ
」
は
、 「
情
報
社
会
の
問

題
解
決
」 「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

情
報
デ
ザ
イ
ン
」 「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」 「
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」
の
４
章

で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
の
「
情

報
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
ど
の
よ
う
な
学
び

を
通
し
て
、
ど
う
い
っ
た
力
を
育
成
す

る
分
野
な
の
で
し
ょ
う
か
。

白
戸
　「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
の
学
習
の

ね
ら
い
を
一
言
で
表
す
と
、
問
題
解
決

の
一
連
の
流
れ
を
習
得
す
る
こ
と
で

す
。
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
道
筋
を
検
討
し
て
、
情
報
の
収
集

や
分
析
を
行
い
、
解
決
の
た
め
に
必
要

な
情
報
を
表
現
し
、
さ
ら
な
る
課
題
を

検
証
し
て
改
善
を
図
る
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
ま
す
。
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
言
葉
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
想
起

さ
せ
ま
す
が
、よ
り
広
い
意
味
と
し
て
、

思
考
の
デ
ザ
イ
ン
と
捉
え
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
な
ぜ
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
が
重
要

か
と
い
う
と
、
社
会
で
働
く
こ
と
は
、

問
題
解
決
の
連
続
に
ほ
か
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。
大
学
で
も
、
高
校
以
上
に
主

体
的
な
学
び
が
求
め
ら
れ
、
自
ら
問
題

を
解
決
す
る
力
が
必
要
に
な
る
た
め
、

高
校
で
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
お
く
こ
と
は
大
切
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

菊
地
　
私
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
ア
プ
リ
）
が

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い

「情報デザイン」の学びとは

新学習指導要領がスタートした 2022 年度、学校現場には資質・能
力を育成するための指導と評価を積み重ねながら、より自校に合っ
た形へと軌道修正していくことが求められる。現場が直面する課題
や疑問を解決し、よりよい計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
を
通
じ
て
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る

問
題
解
決
力
を
育
成

インタビュー
　
教
科
・
情
報
の
指
導
の
あ
り
方
を
見
直
す
動
き
が
高
校
現
場

で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
本
誌
10
月
号
で
も
取
り

上
げ
た
よ
う
に
、
新
学
習
指
導
要
領
で
「
情
報
Ⅰ
」
が
共
通
必

履
修
科
目
と
な
っ
た
上
に
、
２
０
２
５
年
度
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
の
出
題
教
科
・
科
目
等
に
「
情
報
Ⅰ
」
を
新
設
す
る
と
発

表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
動
き
に
適
切
に
対
応
し
、

生
徒
が
大
学
で
の
学
び
や
社
会
に
出
た
時
に
生
か
せ
る
資
質
・

能
力
の
育
成
を
図
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
学
習
内
容
や
指

導
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
今
号
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
の
中
で
も
、

学
校・社
会
生
活
と
の
結
び
つ
き
が
特
に
強
い「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」

で
求
め
ら
れ
る
学
び
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
ツ
ー

ル
を
提
供
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
株
式
会
社
の
開
発
者
、
及
び
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
情
報
Ⅰ
」
対
応
の
デ
ジ
タ
ル
・
情
報
活
用
力
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｐ
ス
タ
デ
ィ
」
の
制
作
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。

大
学
で
の
学
び
や
社
会
に
出
た
時
に
も
生
き
る
、

問
題
解
決
力
を
育
む
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」

多
様
で
複
雑
な
問
題
を
解
決
す
る

力
を
養
う
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 28 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
玄塲

念
校

12/02
井上 − −/−

− − −/−
− − −/−

−

 高校版  2022 December 28

P28-31_view-next-koukou-12g.indd   28P28-31_view-next-koukou-12g.indd   28 2022/12/02   10:512022/12/02   10:51



も
の
と
な
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
と

ユ
ー
ザ
ー
の
接
点
を
設
計
す
る
「
Ｕ
Ｉ

デ
ザ
イ
ナ
ー
」
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
に
身
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
立
場
か
ら
見
て
も
、「
情
報
デ
ザ
イ

ン
」
の
重
要
性
は
高
ま
る
一
方
で
す
。

社
会
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
単
純
な

ロ
ジ
ッ
ク
で
は
対
処
で
き
な
い
問
題
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
々
の

問
題
に
合
わ
せ
て
解
決
策
を
考
え
、
実

行
す
る
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
相
対
的
に
重

視
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
の
活
動
と
し

て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
も
例
に
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
通
じ
た

学
び
は
、
社
会
に
出
た
時
に
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

白
戸
　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
問
題
解
決
の

た
め
の
ツ
ー
ル
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す

が
、
ほ
か
に
も
ポ
ス
タ
ー
や
ス
ラ
イ
ド

な
ど
の
発
信
方
法
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
が
求
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
現
代
社
会
で
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は

情
報
発
信
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
す

の
で
、
学
習
に
取
り
入
れ
る
意
義
は
大

き
い
で
し
ょ
う
。

菊
地
　
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
て
表
現
を
す

る
こ
と
に
対
し
て
、「
自
分
は
ス
キ
ル

が
な
い
か
ら
」
と
、
一
歩
引
い
て
し
ま

う
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
紙
で
表
現
で
き
る
こ
と

を
デ
ジ
タ
ル
に
置
き
換
え
れ
ば
よ
い
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
未
経
験

者
が
感
じ
る
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

高
校
時
代
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
を

通
じ
て
デ
ジ
タ
ル
で
表
現
す
る
こ
と
に

慣
れ
て
お
く
と
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

多
様
な
進
路
の
選
択
肢
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

白
戸
　
こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ
Ｔ
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
や
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
お
い
て

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
ス
キ
ル
や
制
作

過
程
で
必
要
な
思
考
法
が
必
須
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

―
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
で
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
い
っ
た
「
ソ
ー
ス

コ
ー
ド
」
の
記
述
が
求
め
ら
れ
、
指
導

す
る
教
師
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

の
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
情
報
科
専
任
の
教
師
が
い
な
い
学

校
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
が
困

難
と
い
う
現
実
が
あ
る
よ
う
で
す
。

菊
地
　
確
か
に
こ
れ
ま
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
制
作
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
の
記
述
が
必
要
で
し
た
が
、近
年
は
、

そ
う
い
っ
た
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
使
用
し

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ノ
ー
コ
ー
ド
」
の

ツ
ー
ル
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が

所
属
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
株
式
会
社
が

開
発
し
た
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
」
も
そ
の

１
つ
で
、
直
感
的
な
操
作
で
、
創
造
性

を
発
揮
し
な
が
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
制

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ノ
ー
コ
ー

ド
ツ
ー
ル
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

の
ス
キ
ル
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
や
、

作
業
の
迅
速
化
と
い
っ
た
利
点
が
あ

り
、
現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ツ
ー

ル
を
使
う
こ
と
で
、
学
校
現
場
で
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
も
、
随
分
身
近
な

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

白
戸
　
私
も
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
」
を
実

際
に
使
っ
て
み
ま
し
た
が
、
事
前
知
識

の
な
い
高
校
生
で
も
、
１
、２
時
間
あ

れ
ば
操
作
方
法
を
習
得
で
き
る
ほ
ど
、

直
感
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。「
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｏ
」
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
が
、「
情

報
Ⅰ
」
の
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
で
目
指

S
T
U
D
I
O
株
式
会
社

執
行
役
員
兼 Product G

row
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・
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シ
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テ
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編
集
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教
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編
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３
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「
Ｐ
ス
タ
デ
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ー
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す
問
題
解
決
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
ベ
ネ
ッ
セ
で
は
、
22
年
９
月
よ

り
、「
情
報
Ⅰ
」
対
応
の
デ
ジ
タ
ル
・

情
報
活
用
力
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｐ
ス

タ
デ
ィ
」
の
制
作
実
習
用
の
教
材
と
し

て
、「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

―
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
制
作
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
通
し
て
、
生
徒
に
は
ど
の
よ
う

な
力
が
育
ま
れ
る
の
か
を
具
体
的
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

白
戸
　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
に
は

様
々
な
学
習
効
果
が
あ
り
ま
す
。
広
く

捉
え
る
と
問
題
解
決
力
の
育
成
と
言
え

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
問
題
を
発
見
し
た

り
、
解
決
策
を
生
み
出
し
た
り
、
情
報

を
適
切
に
表
現
し
た
り
と
い
っ
た
様
々

な
力
が
含
ま
れ
ま
す
。

菊
地
　
１
つ
つ
け
加
え
る
と
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
力
が
育
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
身
近
な
ツ
ー

ル
と
な
っ
た
今
、
高
校
生
の
情
報
の
収

集
力
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
を
機
に
、
情
報
の
イ

ン
プ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
情
報
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

み
よ
う
と
考
え
る
生
徒
が
、
今
後
一
層

増
え
る
は
ず
で
す
。

白
戸
　「
中
学
生
に
自
校
の
魅
力
を
伝

え
る
」「
地
域
の
方
々
を
文
化
祭
に
呼

ぶ
」「
商
店
街
の
問
題
を
解
決
す
る
」

と
い
っ
た
身
近
な
テ
ー
マ
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
の
制
作
に
取
り
組
め
ば
、
生
徒
の

意
欲
は
高
ま
り
や
す
い
で
し
ょ
う
し
、

探
究
学
習
の
成
果
を
国
内
外
に
発
信
す

る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
作
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。ポ
ス
タ
ー
の
制
作
な
ど
で
は
、

絵
を
描
く
の
が
得
意
と
い
っ
た
、
特
定

の
ス
キ
ル
を
持
つ
生
徒
に
注
目
が
集
ま

り
が
ち
で
す
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制

作
で
は
、
そ
う
し
た
特
定
の
ス
キ
ル
を

持
た
な
い
生
徒
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
設

計
、
制
作
の
実
作
業
、
制
作
し
た
サ
イ

ト
の
閲
覧
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
新
た
な
役

割
で
活
躍
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
で
分
業
し
て
活
動
す
る

必
然
性
も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

―
―
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ

り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
を
通
じ
た

学
び
は
ど
う
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。

白
戸
　
情
報
の
授
業
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
制
作
を
取
り
入
れ
る
上
で
壁
と
な
っ

て
い
る
の
は
、 

Ｃ
Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の

習
得
の
難
し
さ
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
制
作
を
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
で

も
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
を
丁
寧
に
教

え
た
け
れ
ど
も
、
肝
心
の
問
題
解
決
に

十
分
な
時
間
を
割
け
な
か
っ
た
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
（
図
１
）。

し
か
し
、
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
を
使
用

す
れ
ば
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
書
き

方
の
学
習
に
時
間
を
取
ら
れ
ず
に
、
問

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
じ
っ
く
り
と
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

菊
地
　
経
済
産
業
省
の
「
Ｉ
Ｔ
人
材
需

給
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
２
０
３
０

年
に
は
Ｉ
Ｔ
人
材
が
45
万
人
不
足
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
学
習
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

し
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
習
得
も
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。た
だ
、

全
生
徒
が
学
ぶ
「
情
報
Ⅰ
」
の
「
情
報

デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
で
は
、「
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う

サ
イ
ト
を
作
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
っ
た

こ
と
を
考
え
る
な
ど
、
よ
り
上
流
の
プ

ロ
セ
ス
に
重
点
を
置
い
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

白
戸
　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
と

い
っ
た
世
の
中
の
便
利
な
も
の
が
、
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
で
動
い
て
い
る
の
か

を
理
解
し
、
さ
ら
に
新
し
い
仕
組
み
を

創
り
出
す
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
や
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

生
徒
に
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
経
験
さ
せ
た
い
と
考
え
る
の

※ある学校の情報デザインの指導の流れを基に編集部で作成。

評価・改善情報の表現
（制作）

情報の収集　
整理・分析

「情報デザイン」の単元で学びたい一連の流れ図１

課題の発見

本来「情報デザイン」の単元で学びたい一連の流れ

文化祭に学校外の一
般客の来場が少ない

思考法
•ブレーンストーミング
•ＫＪ法　など

そもそも知名度が低い
ようだ

情報収集・整理スキル
•アンケートの手法
•分析の手法　など

Ｗｅｂサイトを用いて校
外の認知を獲得しよう

情報の表現スキル
•Ｗｅｂサイト制作実習
•ポスター制作
•プレゼン　など

Ｗｅｂサイトがきっかけの
訪問は○％だったので……

評価・改善スキル
•インタビュー
•アンケート
•改善策の立案　など

Webサイトをコーディングで制作する場合、ここにほとんどの時間を費やすことに

例

学
習
項
目
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で
あ
れ
ば
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
の
学

習
に
お
い
て
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
を
活

用
す
る
の
も
１
つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。

生
徒
に
ど
ん
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
の
か
に
よ
っ
て
、
授
業
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

白
戸
　
生
徒
の
思
考
を
整
理
す
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
で
あ
れ
ば
、
制
作
を
進
め
る

う
ち
に
、
見
栄
え
ば
か
り
を
追
究
す
る

な
ど
、
生
徒
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
そ
も
そ

も
の
制
作
の
目
的
を
見
失
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
時
に
、

軌
道
修
正
の
必
要
性
に
気
づ
か
せ
る
よ

う
な
教
師
の
声
か
け
が
重
要
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

菊
地
　
最
近
は
、
起
業
を
考
え
る
高
校

生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｉ
Ｔ

の
知
識
が
あ
れ
ば
、
発
想
や
で
き
る

こ
と
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。「
情
報

Ⅰ
」
で
の
学
び
を
含
め
、
高
校
時
代
の

様
々
な
経
験
は
、
人
生
に
影
響
を
及
ぼ

し
続
け
ま
す
。
生
徒
が
「
情
報
デ
ザ
イ

ン
」
で
の
学
び
を
振
り
返
る
時
に
、「
あ

の
時
の
学
び
が
人
生
の
礎
に
な
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、
そ
の

た
め
の
ツ
ー
ル
を
提
供
で
き
る
の
な
ら

ば
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

白
戸
　
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
、「
情

報
デ
ザ
イ
ン
」
で
の
学
び
を
通
じ
て
、

多
様
な
問
題
の
解
決
に
生
か
せ
る
力
を

獲
得
し
、
よ
り
よ
い
人
生
を
実
現
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
の
学
び
に
お

い
て
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「情報デザイン」の単元では、問題解決に向け、課題発見から情報収集、整理・分析、表現、評価・
改善までを学ぶことが求められる。Ｗｅｂサイトの制作は、問題解決の一連の流れを生徒が体験できる、
格好の活動の１つと言える。「Pスタディ」では、「STUDIO」を活用した「情報デザイン」の一連の学び
の中で、Webサイトの課題の発見から、実際にWebサイトを制作し、評価を行うまでの教師用ガイド（上）
と生徒用ワークシートを用意している。そのため、問題解決に向けた一連の学びを、授業準備の負荷
なく実現することができる。

本誌でご紹介した「情報Ⅰ」対応のデジタル・情報活用力学習プログラム
「Ｐスタディ」の詳細をご紹介しております

https://www.p-pras.com/study または

過去に掲載した情報のセミナーのアーカイブ動画・資料は、
『ハイスクールオンライン』にて公開しています

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程＞教科「情報」からアクセス

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/joho/index.html

「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
の
学
び
を

通
じ
て
、
人
生
の
礎
を
築
く

Ｐスタディ 検索

「Ｐスタディ」で提供する「ＳＴＵＤＩＯ」教師用ガイド
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担任が動きやすい環境づくりで、
個性豊かな６学科をつなぐ

富山県立富山工業高校　2学年団

「進取敢行・自他敬愛」を校訓に掲げる。６
学科８クラスを擁する県内最大の県立高校。
1916 年の富山市立工業学校の開校から、
2016 年の創立 100 周年を経て、日本海側
屈指のものづくり県を支える有為な人材を送
り出している。部活動も盛んで、体育系 17、
文化系７、工学系６の全 30 の部が活動。ソフトテニス部や放送部、吹奏
楽部、電子機械工学部を始め、多くの部が県大会、全国大会で輝かしい成
績を残している。

設立　1916（大正５）年
形態　全日制・定時制／機械工学科、電子機械工学科、金属工学科、電気工

学科、建築工学科、土木工学科／共学
生徒数　１学年約 320 人
2021 年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、富山大、長岡造形大、富
山県立大などに７人が合格。私立大は、千葉工業大、東海大、金沢工業大 
などに延べ 45 人が合格。短大・専門学校などに進学 40 人。就職 216 人。

学校概要◎広い視野で進路を選択させるための

１・２年次の進路指導の充実と、希望

進路実現に必要な基礎学力の向上を実

現する取り組みの具体化が求められた。

◎各学科の教育方針を尊重しながら、

学年団としての目標を達成すること

を目指した。

学年団が直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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２
０
２
１
年
４
月
、
富
山
県
立
富
山
工
業
高
校
１

学
年
主
任
の
髙た

か

橋は
し

一か
ず

誠ま
さ

先
生
は
、
入
学
式
で
１
年
生

と
そ
の
保
護
者
に
こ
う
語
り
か
け
た
。

　「
３
年
後
、
３
２
０
人
の
生
徒
全
員
に
、
こ
の
学

校
に
来
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

様
々
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
」

　
髙
橋
先
生
が
学
年
の
重
点
課
題
に
定
め
た
の
が
、

自
分
の
適
性
に
合
っ
た
進
路
を
幅
広
い
視
野
で
選
択

す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
と
、
定
期
考
査
対
策
を
軸

に
し
た
基
礎
学
力
の
向
上
だ
っ
た
。

　「
全
国
に
目
を
向
け
て
進
学
先
や
就
職
先
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
１・２
年
次
の
進
路
指
導
を

学
年
団
で
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。ま
た
、

希
望
進
路
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
進
路
で

あ
っ
て
も
基
礎
学
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
目
標
を
意

識
さ
せ
な
が
ら
基
礎
学
力
を
養
う
よ
う
な
取
り
組
み

も
、
学
年
団
で
模
索
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
髙
橋
先
生
が
掲
げ
る
方
針
を
学
年
会
議
で
聞
い
た

機
械
工
学
科
担
任
の
和
田
雄
也
先
生
は
、
学
年
を
一

丸
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
感
じ
取
っ
た
と
い
う
。

　「
本
校
の
６
学
科
に
は
、
確
固
た
る
教
育
方
針
が

あ
り
ま
す
が
、
学
年
団
と
し
て
の
教
育
方
針
も
重
要

で
す
。
様
々
な
希
望
進
路
や
学
力
を
持
つ
生
徒
が

３
２
０
人
も
い
る
か
ら
こ
そ
、
学
年
団
の
教
師
が
目

線
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
髙

橋
先
生
の
思
い
と
重
点
課
題
は
、
学
年
団
の
教
師
全

員
が
理
解
し
た
と
思
い
ま
す
」

　
初
め
て
担
任
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
冨ふ

ご
う居

拓た
く

海み

先
生
は
、「
髙
橋
先
生
の
明
確
な
発
信
に
よ
っ
て
、

自
分
の
中
か
ら
不
安
が
消
え
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
最
初
の
学
年
集
会
で
も
、
髙
橋
先
生
は
生
徒
に

対
し
て
、
重
点
課
題
に
取
り
組
む
意
気
込
み
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
生
徒
と
一
緒
に
話
を
聞
き
な
が
ら
、

担
任
と
し
て
す
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。『
自
分
も
髙
橋
先
生
と
同
じ
気
持
ち
で
、

生
徒
に
寄
り
添
っ
て
い
こ
う
』
と
思
い
ま
し
た
」

　
学
年
主
任
と
し
て
髙
橋
先
生
が
心
が
け
た
の
は
、

学
年
の
主
役
で
あ
る
担
任
へ
の
支
援
だ
。

　「
生
徒
と
密
に
接
す
る
担
任
の
や
り
が
い
、
苦
労

は
、
私
も
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

担
任
の
先
生
に
常
に
敬
意
を
払
い
、
先
生
方
が
動
き

や
す
い
よ
う
、
風
通
し
を
よ
く
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。あ
る
ク
ラ
ス
で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
も
、

ま
ず
は
学
年
団
で
共
有
し
、
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
学
年

団
の
財
産
と
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

に
、
乗
り
越
え
た
ト
ラ
ブ
ル
は
次
の
チ
ャ
ン
ス
の
礎

だ
と
考
え
る
学
年
団
で
あ
れ
ば
、
先
生
方
は
さ
ら
に

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

担
任
が
主
役
の
、
風
通
し
の
よ
い
学
年
団
で
す
。

担
任
が
動
き
や
す
け
れ
ば
、
お
の
ず
と
チ
ー
ム

は
ま
と
ま
る
と
考
え
ま
し
た
。

担
任
の
取
り
組
み
を
尊
重
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も

心
が
け
て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
を

支
援
す
る
苦
労
は
、
本
当
に
大
き
な
も
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
気
持
ち
を
、

言
葉
に
し
て
し
っ
か
り
と
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
楽
し
い
雰
囲
気
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
専
門
性
を
発
揮
す
れ

ば
、１
足
す
１
が
３
に
も
４
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

や
り
遂
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
貫
く
こ
と
で
す
。

冗
談
好
き
の
明
る
い
性
格
も
、
長
所
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

担
任
が
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
何
と
か

し
な
け
れ
ば
と
熱
く
な
り
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
学
年
団
の
先
生
方
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
冷
静
に
な
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

QQQQQ AAAAA

６
学
科
の
独
自
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

学
年
団
と
し
て
の
方
向
性
を
打
ち
出
す

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

学
年
団
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
、
共
通
理
解
を
深
め
る

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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動
き
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
髙
橋
先
生
は
、
毎
日
の
職
員
朝
礼
後
に
学
年
団
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
意
思
疎
通
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
よ
う
努
め
た
。
初
め
て
大
規
模
校
で
勤
務
す

る
電
気
工
学
科
担
任
の
鳥
越
明
子
先
生
は
、
そ
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
安
心
感
を
得
た
と
語
る
。

　「『
今
日
、生
徒
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
よ
』

な
ど
と
、情
報
共
有
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

『
以
前
、
こ
ん
な
生
徒
が
い
た
け
ど
、
こ
ん
な
風
に 

成
長
し
て
い
っ
た
』
な
ど
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方

が
過
去
の
事
例
を
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。
他
の
先

生
方
の
話
を
聞
く
こ
と
は
安
心
に
つ
な
が
り
、
心
に

余
裕
を
持
っ
て
生
徒
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
私
も
、生
徒
と
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
隠
さ
ず
、

学
年
団
に
共
有
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
に
、
学
年
団
は
成
績
不

振
者
向
け
の
放
課
後
学
習
会
や
、「
マ
ナ
ト
レ
（
＊

１
）」
を
活
用
し
た
朝
学
習
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
施
策
に
ク
ラ
ス
間
で
の
温
度
差
な
く
取
り

組
め
て
い
る
の
も
、
学
年
団
で
意
思
疎
通
が
で
き
て

い
る
証
だ
。
電
子
機
械
工
学
科
担
任
の
東

あ
ず
ま

良よ
し

典の
り

先
生

は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
勉
強
に
自
信
が
あ
り
、
学
び
直
し
に
気
持
ち
が

向
か
わ
な
い
生
徒
に
は
、『
基
礎
は
念
入
り
に
固
め

た
方
が
よ
い
』『
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
し
、
時
間

が
余
れ
ば
資
格
試
験
の
勉
強
を
し
よ
う
』
な
ど
と
、

髙
橋
先
生
と
２
人
で
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
担
任
以

外
の
教
師
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
朝
学

習
の
重
要
性
を
、
生
徒
は
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　
学
年
団
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ク
ラ
ス
の
工
夫
も
進
ん
で
い
る
。
金
属
工
学
科
担

任
の
喜き

中な
か

忍し
の
ぶ

先
生
は
、
朝
学
習
の
開
始
時
間
を
ほ

か
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
５
分
早
く
設
定
し
て
い
る
。

　「
朝
学
習
の
機
会
を
利
用
し
て
、『
５
分
前
行
動
』

を
習
慣
化
さ
せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
毎
朝
5
分
前

行
動
を
心
が
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
ほ
か
の
場

面
で
も
時
間
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
が
自
分
の
適
性
に
合
っ
た
進
路
を
幅
広
い
視

野
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
、
学
年
団
が
重
視
す
る
の
が
面
談
だ
。
建
築
工
学

科
の
太
田
明
博
先
生
は
、「
１・２
年
次
に
自
己
理
解

を
促
す
こ
と
が
大
切
」
と
語
る
。

　「
専
門
高
校
で
あ
っ
て
も
、
中
学
生
の
時
に
漠
然

と
進
路
を
選
択
し
た
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
生
徒
の
今
後
の
進
路
選
択
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
ど
ん
な
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
こ
で
、

22
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
『
進
路
達
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
』（
＊
２
）
の
診
断
結
果
を
基
に
、
面
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
所
属
す
る
専
門
科
の
学
問
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

私
の
ク
ラ
ス
で
あ
れ
ば
、
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
出
場
を
勧
め
る
な
ど
、
建
築
の
や
り
が

い
や
面
白
さ
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
、
生
徒
が
進

路
目
標
を
持
て
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
ま
す
」

　
電
気
工
学
科
の
島し

ま

竹た
け

克か
つ

大ひ
ろ

先
生
は
、「
生
徒
と
新

し
い
体
験
を
と
も
に
楽
し
む
こ
と
で
、
進
路
意
識
を

醸
成
し
た
い
」
と
語
る
。

　「
23
年
度
に
、
知
的
財
産
権
の
出
願
や
権
利
に
関

す
る
授
業
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
、
管
理
職
や
学
年

主
任
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
知
的
財
産
は
、
科
を
超

え
て
い
ろ
い
ろ
な
先
生
が
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る

領
域
な
の
で
、
生
徒
の
学
び
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に

も
な
る
は
ず
で
す
。
６
学
科
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
取
り

組
み
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲の学び直し専用プリント教材。
＊２　「自分の軸を持った進路選択」を体験させるベネッセの新コンセプト進路学習教材。

「
も
う
１
つ
上
」
を
目
指
す
経
験
を

生
徒
に
積
ま
せ
る
た
め
に

２学年団では、富山工業高校の６学科それぞれの確固たる教育方針を尊重
しつつ、学年団としての教育方針を軸に、足並みをそろえた指導も展開して
いる。基礎学力向上のための朝学習にも、学年団が一丸となって温度差な
く取り組んでいる（写真）。
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は
、朝
、昼
休
み
、放
課
後
と
、フ
ル
に
時
間
を
使
っ

て
生
徒
と
向
き
合
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
負
担
は
か

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
す
る
か
…
…
。
そ
の

難
問
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
」

　
難
問
の
答
え
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
は
い
な
い
が
、

担
任
が
力
を
発
揮
で
き
る
学
年
団
な
ら
乗
り
越
え
て

い
け
る
と
髙
橋
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
学
年
主
任
よ
り
も
担
任
を
や
り
た
い
と
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、
学
年
主
任
は
担
任

の
思
い
を
く
み
取
り
、
担
任
に
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
の
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
方
の
力
を
借
り
れ
ば
、
き
っ
と
よ
い
取

り
組
み
に
た
ど
り
着
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

は
、こ
の
学
年
団
の
風
通
し
の
よ
さ
の
お
か
げ
で
す
」

　
３
学
期
を
迎
え
る
２
学
年
団
を
、「
一
丸
と
な
っ

て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
集
団
に
な
っ
て
い
る
」と
、

２
学
年
副
主
任
の
飯
島
貴
英
先
生
は
話
す
。

　「
経
験
年
数
も
在
籍
年
数
も
多
様
な
教
師
か
ら
成

る
学
年
団
で
す
が
、全
員
が
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

時
に
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り

し
な
が
ら
、
日
々
生
徒
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
朝

学
習
を
始
め
と
す
る
様
々
な
取
り
組
み
で
ク
ラ
ス
間

格
差
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
忙
し
い
中
で
も
、『
年

１
回
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
２
回
に
し
よ
う
』
と

い
っ
た
前
向
き
な
提
案
が
担
任
か
ら
上
が
る
こ
と
な

ど
、
各
担
任
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
こ
の
学
年
団
だ

か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
学
年
主
任
と
し
て
残
り
１
年
余
り
、
髙
橋
先
生
は

「
生
徒
に
も
う
１
つ
上
の
目
標
を
持
た
せ
ら
れ
る
学

年
団
を
目
指
す
」
と
展
望
を
語
る
。

　「
１
つ
上
を
目
指
そ
う
と
決
意
し
、
行
動
す
る
中

で
こ
そ
、
自
分
の
道
を
切
り
開
く
力
が
生
徒
に
育
ま

れ
ま
す
。
生
徒
に
高
い
志
を
抱
か
せ
る
た
め
に
は
、

『
自
分
は
こ
う
な
り
た
い
』
と
い
う
意
志
を
生
徒
か

ら
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
先
生
方

2
学
年
担
任

島
竹
克
大　
し
ま
た
け
・
か
つ
ひ
ろ

教
職
歴
6
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

電
気
工
学
科
。

2
学
年
副
主
任

飯
島
貴
英　
い
い
じ
ま
・
た
か
ひ
で

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

国
語
科
。

2
学
年
担
任

太
田
明
博　
お
お
た
・
あ
き
ひ
ろ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

建
築
工
学
科
。

2
学
年
担
任

和
田
雄
也　
わ
だ
・
ゆ
う
や

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

機
械
工
学
科
。

2
学
年
担
任

東
　良
典　
あ
ず
ま
・
よ
し
の
り

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

電
子
機
械
工
学
科
。

2
学
年
担
任

冨
居
拓
海　
ふ
ご
う
・
た
く
み

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

機
械
工
学
科
。

2
学
年
担
任

喜
中
　忍　

き
な
か
・
し
の
ぶ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

数
学
科
。

２
学
年
主
任

髙
橋
一
誠　
た
か
は
し
・
か
ず
ま
さ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

土
木
工
学
科
。

学年の主役は担任という考えの
下、担任を学年団で支えるとと
もに、担任の新たな挑戦も尊重。

学年団でのコミュニケーション
を大切にすることで、教師間の
意思疎通をスムーズなものとし、
風通しのよい関係を構築した。

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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内
閣
府
が
実
施
し
た
「
令
和
３
年
度
　
青
少
年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
」
の
結
果
に

よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
、
ネ
ッ
ト
）
を

利
用
し
て
い
る
高
校
生
は
、
99
・
２
％
と
ほ
ぼ
全
員

で
、
利
用
機
器
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
98
・
５
％

と
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
高
校
生

に
と
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
ネ
ッ
ト
利
用
は

日
常
的
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
、２
０
２
０
年
７
月
、
文

部
科
学
省
は
、「
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
取
扱

い
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」
を
出
し
、
学
校
や
教
育

委
員
会
の
携
帯
電
話
に
関
す
る
取
り
組
み
の
基
本
事

項
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
校
に
お
け
る
情
報

モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
や
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
等
に
関
す

る
取
り
組
み
の
徹
底
、
保
護
者
に
携
帯
電
話
の
利
用

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
も
示
し
、
そ
れ
ら

を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
学
校

に
お
け
る
携
帯
電
話
等
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
基
本

方
針
を
定
め
、
生
徒
及
び
保
護
者
に
周
知
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
公
立
学
校
で
は
教
育
委
員
会
が
示
し

た
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、
私
立
学
校
で
は
学
校
ご

と
に
基
本
方
針
を
策
定
し
、
指
導
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
し
て
重
大
事
案
が
起
こ
り
や

す
い
の
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
で
す
。
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

インターネット利用でのトラブルを防ぐ

生徒への情報モラルやネットリテラシーの教育を充
実させる。

ネット上の誹謗・中傷等の書き込みを削除依頼する方
法や、相談窓口の情報を、生徒や保護者に周知する。

学校が配備する端末には、フィルタリング機能をつ
ける。

保護者が子どもへの教育の責任を果たせるよう、イン
ターネットの利用等に関する必要な知識を啓発する。

学校
危機管理
基 礎 講 座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
11
回
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
携
帯
電
話
等
の

取
り
扱
い
の
基
本
方
針
を
定
め
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

学
校
が
不
適
切
な
書
き
込
み
の
削
除
方
法
を

把
握
し
、
生
徒
や
保
護
者
に
も
周
知
し
て
お
く
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

で
、
特
定
の
生
徒
に
つ
い
て
の
誹
謗
・
中
傷
や
個
人

情
報
を
書
き
込
ん
だ
り
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
投

稿
す
る
嫌
が
ら
せ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
該
当
し

ま
す
。
文
部
科
学
省
の
21
年
度
の
調
査
で
は
、
高

校
で
の
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
件
数
は
２
４
５
４
件
で
、

い
じ
め
全
体
の
約
17
％
で
し
た
（
＊
１
）。
匿
名
で

書
き
込
め
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
の
特
性
上
、
生
徒
が
い

じ
め
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
や
す
く
、
被

害
が
短
期
間
で
深
刻
化
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

書
き
込
み
が
多
数
の
サ
イ
ト
に
拡
散
し
て
し
ま
う

と
、
完
全
に
削
除
す
る
の
が
難
し
く
な
り
、
い
つ
ま

で
も
ネ
ッ
ト
上
に
残
る
こ
と
も
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
書
き
込
み
は
、
第
三
者
が
閲
覧
で
き
な
い
場
で
行

わ
れ
や
す
い
の
で
、
実
態
を
把
握
し
て
効
果
的
な
対

策
を
講
じ
る
の
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
が
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
教
育
委
員
会
や
学

校
が
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
こ
と
で
、
早
期

発
見
に
成
功
し
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

非
公
開
の
場
で
の
書
き
込
み
を
発
見
す
る
こ
と
は
難

し
く
て
も
、
ネ
ッ
ト
上
の
行
動
を
見
守
っ
て
い
る
と

周
知
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
・
中
傷
や
個
人
情
報
な
ど
は
、

サ
イ
ト
内
に
設
置
さ
れ
た
違
反
報
告
の
フ
ォ
ー
ム
や

メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
サ
イ
ト
運
営
者
に
削
除
を

依
頼
で
き
ま
す
。
ま
た
、被
害
者
と
そ
の
保
護
者
は
、

書
き
込
み
の
削
除
な
ど
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に

あ
た
り
、
法
務
局
等
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
図
）。
生
徒
や
保
護
者
に
関
係
機
関
の
取
り

組
み
を
周
知
し
て
お
き
、
被
害
に
遭
っ
た
際
に
速
や

か
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の
端
末
の
配
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、学
校
が
配
備
し
た
端
末
は
、

家
庭
で
使
用
す
る
場
合
で
も
、
学
校
の
管
理
下
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
端
末
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
予
防
策
と
し
て
は
、
情
報
モ
ラ

ル
と
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
マ
ル
チ
商
法
に
よ

る
被
害
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
な
ど
、
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に

な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
重
要
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
未
成
年
者
で
あ
れ
ば
可
能
だ
っ
た
契
約

の
取
り
消
し
は
、
18
歳
に
な
る
と
で
き
な
く
な
る
の

で
、
生
徒
は
自
分
で
正
し
く
判
断
し
、
自
分
の
身
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
護
者
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ネ
ッ
ト
利
用
に

関
す
る
啓
発
活
動
も
、充
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
子
ど

も
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
し
て
い
る

保
護
者
の
管
理
下
に
あ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
は
、
18
歳

未
満
の
使
用
で
は
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
２
）。

し
か
し
、高
校
生
の
利
用
率
は
、約
３
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
（
＊
３
）。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
利
用
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
う
な
ど
、
保

護
者
が
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
も
、

学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

書き込みの内容を確認し、記録
•スクリーンショットや PDF、プリントアウトなどで画面を保存
（書き込みの日時や URL、誹謗・中傷までの流れが分かるようにする）

サイト運営者に削除を依頼

掲示板のプロバイダに削除依頼

最寄りの警察や法務局、総務省（違法・有害情報相談センター）に相談

ネットいじめの発見
• 生徒や保護者などからの相談　• 教育委員会や学校によるネットパトロール

削除依頼の方法が分かる場合

サイト運営者が分かる場合 サイト運営者が分からない場合

削除依頼の方法が分からない場合

削除されない場合

削除されない場合

図　 インターネット上の誹謗・中傷等の書き込みを削除する流れ

＊１　「令和３年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」（2022 年 10 月）による。ネットいじめは、「パソコンや携
帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされる」の件数。　＊２　2018 年、18 歳未満の青少年がスマートフォンの契約・機種変更をする際に、携帯電話事業
者がフィルタリングの設定をすることが義務化された。　＊３　「我が国における青少年のインターネット利用に係るフィルタリングに関する調査」（2021 年
4 月）による。

被害者等から協力を求められた法務局等は、インターネット上の書き込みによる
人権侵害について、被害者等にプロバイダ等への削除依頼等の具体的な方法を助
言し、また、プロバイダ等に当該情報の削除を要請する。ただ、海外のプロバイ
ダを経由して拡散した場合、情報の削除依頼には多額の費用が必要となり、時
間もかかる。　※坂田教授の提供資料と取材、総務省「インターネットトラブル事例集
（2022 年版）」を基に編集部で作成。

情
報
モ
ラ
ル
と
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の

教
育
が
ま
す
ま
す
重
要
に
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　インターネットを介して見知らぬ個人同士がつながり、部

屋や自動車などをシェアするサービスが広がりつつありま

す。それらのサービスは、「シェアリング・エコノミー」と

総称され、大きく分けて「空間」「移動」「お金」「スキル」「モ

ノ」の５つの領域があります（図）。

　日本のシェアリング・エコノミーの市場規模は、2021年

度は２兆4,198億円を超えたと推計され、30年度には14

兆2,799億円まで拡大すると予測されています（＊１）。

　シェアリング・エコノミーの急速な拡大の背景には、様々

な要因があります。まず、経済不況やコロナ禍などの影響に

より、生活や収入、雇用に対する不安が高まり、人々の「モ

ノ離れ」が進行していることが挙げられるでしょう。また、

お金の節約だけが目的ではなく、消費に対する価値観が変化

しているという一面もあります。若い世代を中心に、モノを

購入して所有することにこだわらず、シェアされているモノ

を活用すればよいという価値観が浸透しつつあります。実際、

シェアリング・エコノミーの利用により、節約しながらいろ

いろなモノを試すことができたり、次々と製品を買い替える

罪悪感から解放されたりすることで、身軽になり、生活の質

が改善されると感じている人が多いようです。

　副業・兼業が促進されていることも、シェアリング・エコ

ノミーが活性化している要因の1つでしょう。また、国や自

治体がSDGs（＊２）を重視する方針を示していることも、人々

の消費行動を変化させていると考えられます。シェアリング・

エコノミーの利用者は、環境問題への意識が高いといった調

査結果もありますので、社会全体での環境意識の高まりに伴

い、今後も利用が拡大されると予測することができます。

　さらに、インターネットを始めとしたデジタル技術も、シェ

アリング・エコノミーの拡大に欠かせない要因です。インター

ネット上のプラットフォームで、貸し手と借り手を結びつけ、

利用料金の決済も容易になり、大小様々なサービスが展開さ

れるようになりました。シェアリング・エコノミーを提供す

る事業者は、利用者をマッチングするプラットフォームさえ

開発すればよく、製品の在庫を持つ必要もないため、事業参

入が比較的容易といった側面があります。

　シェアリング・エコノミーが広がると、「モノが売れなく

なるのでは？」という疑問を持つかもしれません。確かにそ

うした一面はあり、企業は様々な対応策に取り組んでいます。

例えば、毎月定額で商品を提供する「サブスクリプション・

サービス」など、人々がモノを所有しない時代の販売戦略を

立てています。ただ、モノを販売する場合と比べると、消費

者一人ひとりが１回に支払う金額は減るため、企業は、サー

ビスの満足度を重視し、より多くの消費者と長くつき合って

いくビジネスモデルに転換する動きが見られています。

　現在のシェアリング・エコノミーには、個人間のトラブル

をどう防ぐかといった課題がありますし、面識のない個人と

の間で貸し借りをすることに、不安を感じる人も少なくない

でしょう。そうした課題に対しては、貸し手と借り手が互い

に評価をし合った履歴を公表することで、その人に対する信

頼性を示す仕組みが導入されているケースが多く見られま

す。つまり、「よい人」でないと、市場に参加しづらくなる

のです。そのため、利用者の質がおのずと高まることが期待

できます。さらに、今後の技術の進化や法整備の進展に伴っ

て普及が一層進み、より多様な消費のあり方から、自分らし

い生活を実現しやすくなると考えられています。

では、トレンド・ワードに
ついて、誌面でお伝えし切れなかった内容を
「学ぶ・働く・暮らす」の切り口で解説してい
ます。右記の２次元コードからアクセスし、
ご覧ください。

生徒の学びや進路選択、その後の人生に
影響を与えるような革新的な技術や価値
観を「社会のトレンド」として解説します。

空間 部屋（民泊）、駐車場、倉庫など

移動 自動車、自転車など

お金 クラウドファンディングなど

スキル 自分が持つ知識、技術、ノウハウなど

モノ 本、服、家具などの一般消費財

トレンド・ワード

シェアリング・
エコノミー

同志社大学　商学部　教授

髙橋広行 たかはし・ひろゆき
専門はマーケティング。消費者行動やブランド論な
ど、幅広い領域で、企業との共同研究やアドバイザー
としての活動を展開。著書に、『「持たない時代」の
マーケティング』（共著、同文舘出版）など。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

モノの所有にこだわらない、「モノ離れ」など、価値観が変化

多様な消費のあり方から、自分らしい生活を実現

解説者

＊１　一般社団法人シェアリングエコノミー協会と株式会社情報通信総合研究所による共同調査。
＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のター
ゲットから成る。

シェアリング・エコノミー　５つの領域図

※髙橋教授への取材を基に編集部で作成。
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お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

学年団

教務担当お勧めの分掌

▲

担任

P. 48

P. 40

P. 50

P. 52

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

１・２年次　「マイ・ストーリー」の軸づくり
東京都・私立桜

さくらがおか

丘中学・高校　

これまでの自分と将来の自分を、
大学での学びと結びつけて語れる生徒を育む

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

英語　愛知県立豊田南高校　中島浩平	 P.40

オンラインで世界と教室をつなぎ、
英語技能の向上と多様性の理解を目指す

体育　鹿児島県・私立鹿児島修学館中学校・高校　白川達也	 P.44

生徒が授業者となり、授業を計画・実施。
その過程で問題解決のプロセスを学ぶ

やりたいことを見いだせるよう、
選択の場を設け、自分の内面と向き合わせる

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

自立に向けた自己理解の促進
１・２年次

社会や企業が変化する中、
就職活動を頑張る生徒をどう支援するか

傾聴を通して、生徒の自己理解を支援　
宮城県・石巻市立桜坂高校

新課程初年度でも迷わない！　各月の指導のポイントをリストアップ

１月２月のポイント
生徒を多面的に捉えて総括し、
第２学年に向けて準備する

クローズアップ！就 職 指 導
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

を語れる

生徒を育む進路指導
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1

4
本時のキー課題

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
３
年
生
／
英
語
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅲ

　［
分
野
・
単
元
］Lesson7  W

hy Is 
D

ishonesty So Interesting?
（
全
６
時
間
の
う
ち
の
６
時
間
目
。
P. 

43
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
知
識
の
構
築
」
等
、
21
Ｃ
Ｌ
Ｄ
（
＊
１
）
の
６
つ
の
資
質
・

能
力
す
べ
て
［
学
習
内
容
］ 「
な
ぜ
人
は
嘘
を
つ
く
の
か
」
と
い
う
教
科
書
の
素
材
文
の
テ
ー
マ
を
基
に
、
自
分
が
経
験

し
た
「
罪
の
な
い
嘘
」「
大
き
な
嘘
」
な
ど
に
つ
い
て
、
海
外
の
高
校
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
合
い
、
国
や
文
化
は
違
っ
て
も
、
人
間
の
心
理
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

打ち合わせ・事前準備

授業前、中島先生は、プレゼンに参加する海外の高校の
教師と打ち合わせを実施。今回は、フィリピン・インド・
アルメニアから 100 人以上の高校生が参加。豊田南高校
の生徒は、コロナ対策のため、視聴覚室、図書室などに
分散し、プレゼンの準備を行うなど、授業に備えた。

14:15
本時の概要

なかしま・こうへい　教職歴 12 年。同校に赴任して６年目。英語科。マイクロソフト
認定教育イノベーター。2019 年にフルブライト ICT 日米教員交流プログラムでデジタル
教材の活用法を習得。その知見を生かし、ICT の活用と PBL（＊ 2）を取り入れた授業を
展開している。現在は米国大学院にてM.Ed（Master of Education　教育学修士）を取得中。

学校概要
◎「全力」を校訓、「たくましく生きる青年　たゆみなく学ぶ青年　心を大切にする
青年」を教育目標とする。ICT 環境を完備したアクティブ・ラーニングルームを新設
するなど、生徒の主体的な学びの促進を目指している。

◎設立　1980（昭和 55）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約360人
◎ 2022年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京外国語大、名古屋大、大阪
大、神戸大、愛知県立大、名古屋市立大などに 104 人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、同志社大、立命館大、関西学院大などに延べ 1,295 人が合格。

授 業 実 践

英
語

オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
と
教
室
を
つ
な
ぎ
、

英
語
技
能
の
向
上
と
多
様
性
の
理
解
を
目
指
す

愛
知
県
立
豊
田
南
高
校

　中
島
浩
平

発問・課題設定をキーに見る

「嘘」についてのプレゼン14:55

単元の３時間目までに作成していた資料を使ってプレゼ
ン。生徒たちは、自身の「嘘」についての経験を説明した。
相手が話す単語の意味が分からず、慌てて電子辞書で調べ
たり、別の表現で説明してほしいことを伝えたりして、懸
命にコミュニケーションを取った。

＊１ 21 世紀型スキルを育成する授業デザイン。Microsoft が出資する ITLresearch が提供する教育プログラム。「コラボレーション・知識の構築・自律的な学習・
現実社会の課題解決と革新的な取り組み・熟達したコミュニケーション・学習のための ICT 活用」の６つの能力を育成するための教育手法・評価方法を学ぶ。
＊２ Problem Based Learning、あるいは Project Based Learning の略。
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英
語
の
教
師
を
志
し
た
時
か
ら
、
生
徒

と
一
緒
に
世
界
中
を
旅
す
る
よ
う
な
授
業

を
通
じ
て
、
現
実
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
成
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
教
師
に
な
る
前
の
、
カ
ナ
ダ
で
働
い

て
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
英
語
に
つ
い
て
い
け
ず
、
辞
書
を
片
手

に
や
り
取
り
す
る
中
で
、顧
客
か
ら
ク
レ
ー

ム
や
励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
い
、
英
語
の

ス
キ
ル
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
経

験
か
ら
、
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
生
徒

が
必
死
で
考
え
て
、
英
語
を
使
っ
て
主
体

的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
海
外
の
生
徒
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
交
流
し
、
互
い
の
国
を
紹
介
す
る
活

動
な
ど
を
年
間
数
回
取
り
入
れ
て
き
ま
し

た
が
、
も
っ
と
普
段
か
ら
生
徒
を
世
界
中

の
人
た
ち
と
つ
な
げ
た
い
、
他
校
の
生
徒

も
含
め
、
広
く
日
本
の
英
語
教
育
を
底
上

げ
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
２
０

年
、
世
界
中
の
教
師
や
高
校
生
が
誰
で

も
交
流
で
き
るG

lobal Classroom
 

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

生
徒
と
と
も
に
世
界
を
旅
し
、

現
実
社
会
と
つ
な
が
る
授
業

ネチケットの説明・オープニングスピーチ

クロージングスピーチ

セッション中のエチケット（ネチケット）を、中島先生が
英語で説明。続いて、同校の代表の生徒が、英語でオープ
ニングスピーチを行った。「交流を楽しみましょう」と呼び
かけ、４人１組のグループで、オンラインセッションを開
始した。

セッション中、中島先生は各グループを巡回し、進捗を確認。
海外の高校の教師から、会話が停滞しているグループがある
という情報が入ると、そのグループのセッションに入り、「何
を話していたの？」などと、会話をつないだ。プレゼンを活
性化させるのも、ファシリテーターである中島先生の役割だ。

プレゼンが終わったグループは、余った時間でフリートー
ク。好きなスポーツや趣味、将来の夢など、あらかじめ用
意した質問をベースに、自由に会話を展開した。生徒たち
はまだまだ話し足りない様子を見せる中、最後に同校の生
徒がクロージングスピーチを行い、セッションが終了した。

14:30

15:0515:15

自己紹介

オンラインセッションの各グループは、同校の生徒２人、
２か国の高校生２人の計４人で構成。密を避けるため、同
校の生徒は、基本的に１人１台のパソコンを使用。自己紹
介に続いて、本時の課題である自分たちが経験した「罪の
ない嘘」「大きな嘘」などについて、プレゼンを始めた。

14:43

活動状況の巡視

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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Com
m
unity

（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
と
い
う
学
習

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
以
来
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
を
使
っ
て
２
０
０

回
以
上
、
海
外
の
生
徒
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
授
業
力
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の
技
術
を

高
め
る
上
で
は
、
21
Ｃ
Ｌ
Ｄ
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

21
世
紀
型
ス
キ
ル
を
育
成
す
る
た
め
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
も
の
で
、
21
Ｃ
Ｌ
Ｄ

が
育
成
を
目
指
す
６
つ
の
資
質
・
能
力
を

意
識
し
て
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
私
の
授
業
で
は
、
お
お
む
ね
１
か
月
に

１
回
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
を
使
っ
て
、
海
外
の
高
校

生
と
単
元
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語
り
合
う

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
単
元
の

最
後
に
も
、「
な
ぜ
人
は
嘘
を
つ
く
の
か
」

と
い
う
教
科
書
の
素
材
文
の
テ
ー
マ
を
踏

ま
え
て
、「
自
分
が
つ
い
た
罪
の
な
い
嘘
」

「
一
番
大
き
な
嘘
」「
大
切
な
人
に
嘘
を
つ

か
れ
た
経
験
」
な
ど
に
つ
い
て
、
海
外
の

高
校
生
と
プ
レ
ゼ
ン
し
合
う
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　
単
元
は
、
単
に
教
科
書
を
な
ぞ
る
だ
け

異
な
る
環
境
で
生
き
て
い
る
同
年
代
と
触

れ
合
う
こ
と
で
、
現
実
の
世
界
や
多
様
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
自
分
は
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
、

生
徒
は
考
え
始
め
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
、
英
語
の
授
業
は
、
単
な
る
言
語
ス
キ

ル
の
獲
得
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
性
を
理

解
し
、
自
分
の
あ
り
方
を
考
え
る
深
い
学

び
の
場
に
な
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
近
年
、
国
際
系
学
部
へ
の
進

学
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
の
交
流
を
通
じ
て
、
海
外
の
同
世
代
た

ち
と
切
磋
琢
磨
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
な
く
、
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
据

え
て
構
成
し
ま
し
た
。
１
時
間
目
は
、
自

分
が
つ
い
た
嘘
に
つ
い
て
振
り
返
る
エ
ッ

セ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
２
・
３

時
間
目
は
、
人
間
が
嘘
を
つ
く
際
の
心
理

状
態
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
素
材
文
を
読

解
す
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

４
時
間
目
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
準

備
と
し
て
、
発
表
で
使
用
す
る
プ
レ
ゼ
ン

資
料
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
作
成
。
５
時

間
目
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
海
外

の
生
徒
と
一
緒
に
、
心
理
学
を
専
攻
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
の
英
語

に
よ
る
講
演
（
嘘
の
種
類
や
嘘
を
つ
い
た

時
の
身
体
反
応
な
ど
の
話
）
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
聞
き
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
臨
み
ま
し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ

ン
ド
・
ア
ル
メ
ニ
ア
か
ら
１
０
０
人
以
上

の
高
校
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
英

語
力
の
高
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
の
高

校
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
話
の
途
中
で
単
語

の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
慌
て
て
電
子
辞
書

で
調
べ
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た

切
迫
し
た
状
況
を
く
ぐ
り
抜
け
る
中
で
、

実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
向

上
し
ま
す
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
後
に
行
う

フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
い
つ
も
盛
り
上
が
る
の

は
、
生
徒
た
ち
が
本
気
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
た
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
生
徒
た
ち
に
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

で
き
る
だ
け
自
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
す
。
海
外
の
人
た
ち
は
日
本
人
よ
り

も
は
っ
き
り
と
意
見
を
主
張
し
、
日
本
人

は
受
け
身
に
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
議

論
の
ペ
ー
ス
を
相
手
に
握
ら
れ
が
ち
で
す
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
生
き
抜
く
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
交
流
の
よ
さ

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
の
同
年
代
の

生
き
方
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
生
徒
か
ら
は
、
現
在

行
わ
れ
て
い
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
の

武
力
衝
突
が
、
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
聞
く
な
ど
、

図　GTECの度数分布

●
成
果
と
展
望

良
質
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、

生
徒
の
視
野
を
広
げ
た
い

世
界
の
同
年
代
と
つ
な
が
り
、

生
き
方
を
深
く
考
え
る

■B2　■B1.2　■B1.1
■A2.2　■A2.1
■A1.3　■A1.2

※学校資料を基に編集部で作成。

３
年
生
１
回

２
年
生
２
回

２
年
生
１
回

１
年
生
１
回

（人数）
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3
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●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

切
迫
し
た
状
況
を
経
験
す
る
中
で
、

実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
つ
け
る

＊３ CEFR-J は、欧州共通言語参照枠（CEFR）をベースに、日本の英語教育での利用を目的に構築された、新しい英語能力の到達度指標。CEFR の A1 は、
CEFR-J において、A1.1 ／ A1.2 ／ A1.3 というように細分化されて示されている。
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主体的・対話的で深い学び

　
英
語
の
技
能
に
つ
い
て
も
、
21
年
度
２

年
次
の
英
語
４
技
能
検
定
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」

で
は
、
多
く
の
生
徒
が
ス
コ
ア
を
伸
ば
し

ま
し
た
（
図
）。
１
年
次
は
、
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
以
外
の
平
均
ス
コ
ア
は
全
国
平
均
以
下

だ
っ
た
の
で
す
が
、
２
年
次
に
は
、
４
技

能
す
べ
て
の
平
均
ス
コ
ア
が
全
国
平
均
を

上
回
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
成
果
が
出
て
い
て
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ア
ジ
ア
の
高
校

生
の
英
語
力
の
高
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
特

に
、
イ
ン
ド
の
生
徒
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
能

力
も
高
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
こ
れ
だ

け
質
の
高
い
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
成
で
き

る
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
う
ち
に
、
海
外
の
高
校

生
の
英
語
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
、
力
強
く

生
き
て
い
る
姿
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

現
実
と
し
て
生
徒
に
見
せ
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
時
で
も
、
将
来
の
夢
を
明
確
に
語
る

海
外
の
高
校
生
の
話
を
聞
い
て
、
生
徒
た

ち
は
よ
い
意
味
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
た
と
え
そ
れ
が

敗
北
感
に
近
い
も
の
だ
と
し
て
も
、
日
本

国
内
だ
け
を
見
て
い
れ
ば
よ
い
時
代
で
は

な
い
こ
と
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
に
は
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

VIEW next ONLINE 検索

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】英語・コミュニケーション英語Ⅲ　【分野・単元】Lesson 7 Why Is Dishonesty So Interesting? 　【テーマ・作品】
嘘をつく人間の心理状態を理解する　【設定時数】全６時間（本時は６時間目）　【単元目標】テーマに対する理解を深め、実際の
Life Episode を他国の高校生とシェアし、文化背景が違えど、人間の心理は皆同じであることを理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１ Life Episode Writing 

Collaboration / knowledge 
construction / self-regulation  
/ skilled communication

【知識、技能、思考力、表現力、
協働性】

自分が今までに嘘をついた経験を思い出し、
英語で書く。その際にペアになって、エピ
ソードをシェアしながらライティングを楽
しむ。

【主体的な学び】具体的な実体験を
ライティングさせる。

5

Dr. Alice Durgaryan 
(Psychologist)
Online Webinar / 
Title: Why People 
Tell a lie?   

Collaboration / knowledge 
construction / the use of 
ICT for learning / skilled 
communication

【知識、技能、思考力、表現力、
協働性】

心 理 学 の 博 士 課 程 を 修 了 し た Global 
Educator による、人が嘘をつく時の心理状
態についてのオンライン講義を受ける。６
時間目にセッションを行う海外の高校生も
講義に参加。セッション後に、講義動画を
再度視聴できるように、YouTube で公開す
る。

【主体的な学び】講義を録画した動
画を再度視聴するように指示し、理
解を深める環境を準備する。

Self-
feedback 
sheet

6
Online Session 
Pair Presentation 
on Zoom

Collaboration / knowledge 
construction / self-regulation 
/ real-world problem solving 
and innovation / the use 
of ICT for learning / skilled 
communication

【知識、技能、思考力、表現力、
協働性】

５時間目に学んだことを生かし、それまで
に準備してきた各々のプレゼンをそれぞれ
チームに分かれて行う。新しい出会いに感
謝し、発表することよりも、コミュニケー
ションを楽しむことを第一に考えて、交流
する。オープニングスピーチとクロージン
グスピーチは本校の生徒が行う。

【主体的な学び】出会いを楽しむ。 
【対話的な学び】相手を笑顔にさせ
るコミュニケーションを心がける。

【深い学び】オンライン交流で起こ
りやすいトラブルを予期させ、対処
方法を事前に確認させる。相手への
配慮、ネチケットも怠らないように
させる。

Self-
feedback 
sheet

※中島先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全６時間分は、ウェブサイト「VIEW next ONLINE」（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！

英語科の先生方へのメッセージ

　学習コミュニティーサイト Global Classroom Community
（ＧＣＣ❶）には、Microsoft や Google の認定エデュケーター
などの協力の下、現在、1600 人以上の教師が登録していま
す。毎週土曜日の１時間、高校生が自由に参加できるオンラインセッションを開催しており、
2022 年 11 月には 90 回目を迎えました。ＧＣＣを立ち上げた理由の１つは、経済的な理由
などで海外研修や留学に行けない子どもたちでも、気軽に海外とつながれる機会をつくって
あげたかったことです。先生方には、生徒と一緒に冒険をするつもりでＧＣＣを活用し、積
極的に海外とつながっていただきたいと思っています。ダイジェスト動画や、英語学習のた
めの自作コンテンツは、YouTube で公開しています（❷）。
❶ https://www.facebook.com/groups/605559880152970
❷ https://www.youtube.com/@AnimationEnglish7/featured

中島先生から

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 43 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
玄塲

念
校

12/02
井上

再
念
校

12/06
引寺 − −/−

− − −/−
−

43  高校版  2022 December

P40-43_view-next-koukou-12g.indd   43P40-43_view-next-koukou-12g.indd   43 2022/12/06   15:552022/12/06   15:55



1

4

本時のキー課題

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
・
３
年
生
／
体
育
／
選
択
球
技
（
サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
か
ら
１
種
目
を
選
択
）　

［
分
野
・
単
元
］
多
様
性
を
認
め
合
う
学
び
（
全
20
時
間
の
う
ち
の
12
時
間
目
。
P. 

47
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］ 

技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］ 「
選
択
球
技
」
で
は
、
２
・
３
年
生
各
１
人
が
持
ち
回
り
で
授
業
者
と
な
り
、
２
人
で
相
談
し
て
授
業
計
画

を
立
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め
る
。
本
時
の
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
授
業
者
が
本
時
の
目
標
と
練
習
の
進
め
方
を
生

徒
に
説
明
し
て
か
ら
、
パ
ス
を
練
習
。
試
合
を
行
い
、
練
習
通
り
に
で
き
た
か
を
確
認
し
た
。

授業者が本時の目標を説明

授業者の２人が、「様々な場面に合わせたパスの質を高め
よう」と、本時の目標を発表した。攻撃の選択肢の少なさな
どを現状の課題に挙げ、改善策として、ボールキープ時や
サイド攻撃時のパス練習を行うと説明。試合前やハーフタ
イムに、チーム内で戦術を確認することも注意点に挙げた。

14:20
本時の概要

しらかわ・たつや　教職歴 13 年。同校に赴任して６年目。入試広報委員長。保健体
育科主任。東京都の私立高校などを経て、現職。

学校概要
◎鹿児島中学校として開校。2002 年度、中高一貫校となり、現校名に改称。20 年度、
国際バカロレア中等教育プログラム（MYP）候補校に認定され、23 年度の認定校承
認を目指し、改革に取り組んでいる。校訓は、「克己・礼節・飛躍」。

◎設立　1983（昭和 58）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約50人（高校）
◎ 2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、鹿児島大などに３人が合格。
私立大は、東北福祉大、国際医療福祉大、中央大、日本大、名古屋芸術大、立命館大、
近畿大、梅花女子大、福山大、久留米大、筑紫女学園大、長崎国際大、崇城大、宮崎
国際大、鹿児島国際大などに延べ 26 人が合格。

授 業 実 践

体
育

生
徒
が
授
業
者
と
な
り
、授
業
を
計
画
・
実
施
。

そ
の
過
程
で
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

鹿
児
島
県
・
私
立
鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
・
高
校

　白
川
達
也

発問・課題設定をキーに見る

先生と授業者がミーティング14:55

前半が終わると、白川先生と授業者が試合を振り返った。
「サイドが使えていない」と課題を挙げた授業者に、「それ
を打開するためには、どうすればよい？」と白川先生。授
業者は、「全体的にポジションを広げて、パスコースを確
保する」という改善策を提案し、それを各チームに伝えた。
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本
校
は
、
２
０
２
３
年
度
の
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
（
以
下
、
Ｉ
Ｂ
）
の
認
定
校
を
目

指
し
、
18
年
度
か
ら
Ｍ
Ｙ
Ｐ
（
＊
）
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
に
あ
た
り
、

Ｉ
Ｂ
の
理
念
を
知
っ
た
こ
と
で
、
私
の
指

導
観
は
一
変
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｂ
で
は
、
す

べ
て
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
生
徒
が
実

社
会
で
活
用
で
き
る
思
考
力
や
人
間
力
な

ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま

す
。
一
般
的
に
、
体
育
の
授
業
は
、
競
技

技
術
が
向
上
す
る
よ
う
に
練
習
し
、
実
技

試
験
で
技
術
の
到
達
度
を
評
価
し
ま
す
が
、

Ｉ
Ｂ
で
は
、
体
育
の
授
業
も
Ｉ
Ｂ
の
重
点

に
沿
っ
て
、
実
生
活
に
活
用
で
き
る
力
を

育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
生
徒
が
練
習
計
画
を
立

て
た
り
、
試
合
の
作
戦
を
練
っ
た
り
と
、

競
技
を
通
じ
て
探
究
活
動
を
行
い
、
時
間
・

空
間
の
捉
え
方
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
な
ど
を
理
解
で
き
る
よ
う
な

授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
パ
ス
が
う
ま

く
回
ら
な
い
時
に
、
い
く
つ
か
あ
る
問
題

の
中
で
、「
味
方
が
近
す
ぎ
て
、
空
間
を

生
か
せ
て
い
な
い
」
こ
と
を
重
要
な
問
題

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

競
技
活
動
を
通
じ
て
、

実
生
活
で
生
き
る
概
念
を
学
ぶ

パスとセンタリングを練習

試合の振り返り

授業者が、手本を見せながら練習方法を説明。生徒は、手
本を参考に、ペアでパス練習を５分間行った。次に、パス
→センタリング→シュートによるサイド攻撃の練習を、３
人１組で５分間行った。生徒は、本時の目標である「パス
の質を高める」ために、積極的に動いていた。

白川先生が、「前半の反省を踏まえて、ポジショニングを考
えることと、コミュニケーションを取ることが大切だよ」と、
生徒にアドバイス。生徒は声をかけ合い、味方の位置をよ
く見てポジションを広く取るようになり、サイドへのパス
が出るようになった。

全員で試合を振り返った。授業者は、「後半に戦術を修正し
てから、ボールの回り方がよくなった」と総括。白川先生が、
「後半は、よいシーンが増えた。全員が本時の目標を理解し
て練習をしていたパスが、試合で生きていた」と褒めると、
生徒から拍手が起こった。

14:25

14:5715:06

２チームに分かれて試合を開始

２チームに分かれて試合を行った。チーム内で話し合い、セ
ンタリングをする役など、ポジションを決定。「練習通りに、
サイドでパスを交換して攻めていこう」と、戦術を確認して
試合に臨んだ。しかし、試合の前半は、ピッチ中央でのボー
ルの奪い合いが続き、パスはなかなかつながらなかった。

14:43

試合の後半を開始

＊　国際バカロレアは、グローバル化に対応できるスキルを身につけた人材を育成するための、生徒の年齢に応じた教育プログラムで、MYP は、中学１年生
～高校１年生対象のプログラムとなる。
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と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
れ
ば
、「
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
の
修
正
」
と
い
う
解
決
策
ま
で
を
、

生
徒
同
士
で
考
え
さ
せ
ま
す
。
問
題
解
決

の
プ
ロ
セ
ス
を
、
教
師
が
示
す
の
で
は
な

く
、
生
徒
主
体
で
学
ば
せ
る
の
で
す
。

　
22
年
度
か
ら
は
、
２
・
３
年
生
の
合
同
授

業
を
始
め
ま
し
た
。学
校
行
事
で
リ
ー
ダ
ー

役
と
な
る
２
・
３
年
生
の
交
流
を
促
す
こ
と

で
、
学
校
行
事
が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
Ｉ
Ｂ
で
重
視
す
る
資
質
・
能

力
で
あ
る
批
判
的
思
考
力
や
対
人
能
力
、

自
発
性
な
ど
を
伸
ば
す
た
め
、
生
徒
主
体

で
行
い
ま
す
。

　「
選
択
球
技
」で
は
、生
徒
は
ま
ず
、自
分

が
取
り
組
み
た
い
種
目
を
サ
ッ
カ
ー
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
の
中
か
ら
選
び
、
希

望
種
目
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ま
す
。

次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
生
徒
同

士
で
話
し
合
っ
て
各
種
目
の
人
数
を
調
整

し
、
各
自
が
取
り
組
む
種
目
を
決
め
ま
す
。

　
毎
回
の
授
業
は
、
種
目
ご
と
に
、
２
・
３

年
生
各
１
人
が
持
ち
回
り
で
務
め
る「
授

業
者
」
が
進
め
ま
す
。
授
業
終
了
後
、
次

時
の
授
業
者
が
２
人
で
相
談
し
て
授
業
計

　
前
期
の
初
め
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」と
、自
由
に
活
動
さ
せ
ま
し
た
。

生
徒
は
試
合
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、

同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
す
こ
と
に
課
題
を
感

じ
、
次
第
に
練
習
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
は
、「
そ
の
練
習
の
目
的

は
何
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
、
生
徒
に
練

習
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
生
徒
は
、
課
題
に
基
づ
い
た

授
業
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と

画
を
立
て
（
図
）、
授
業
前
に
、
私
と
一
緒

に
見
直
し
ま
す
。
授
業
計
画
で
は
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
内
容
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
に
着
目
し
ま
す
。
例
え
ば
、
目

標
が
「
パ
ス
の
質
を
高
め
る
」
な
の
に
、

シ
ュ
ー
ト
練
習
ば
か
り
な
ど
、
目
標
と
練

習
内
容
が
食
い
違
う
場
合
は
、「
こ
の
練
習

で
目
標
を
達
成
で
き
る
と
思
う
？
」
と
問

い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
問
題
に
気
づ

き
、
修
正
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
最
初
に
、
授
業
者
が
本
時
の

目
標
と
練
習
の
進
め
方
を
説
明
し
ま
す
。

そ
の
際
、
生
徒
間
で
目
標
を
し
っ
か
り
共

有
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
、
共
有

が
十
分
で
な
け
れ
ば
、
授
業
者
に
声
を
か

け
ま
す
。
ま
た
、
練
習
の
途
中
、
目
標
へ

の
意
識
が
低
い
よ
う
に
見
え
る
生
徒
が
い

る
時
は
、
授
業
者
に
「
今
の
ま
ま
で
よ
い

か
な
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
問
題
の
解

決
策
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
ど
の
生
徒
も

最
後
ま
で
目
標
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
パ
ス

が
う
ま
く
通
ら
な
か
っ
た
場
合
を
想
定
し

て
、
授
業
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
練
習
し
た
パ
ス
が
試
合
の
前
半

で
は
通
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
授
業

者
は
、「
全
体
的
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
、

パ
ス
コ
ー
ス
を
確
保
す
る
」
と
、
事
前
に

考
え
て
い
た
指
示
を
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
中
に

出
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
全
員
で
目
標
を
共

有
し
直
し
た
こ
と
が
、
後
半
の
よ
い
パ
ス

回
し
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
学
習
評
価
は
、
生
徒
の
自
己
評
価
や
教

師
の
行
動
観
察
の
ほ
か
、
単
元
末
に
課
す

総
括
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
～
１
２
０
０
字
）

で
行
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
で
は
、技
術
力
を

高
め
る
た
め
に
チ
ー
ム
で
話
し
合
っ
た
内

容
や
、ま
た
、パ
ス
が
つ
な
が
ら
な
い
な
ど

の
課
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
授
業
計

画
を
立
て
、
練
習
の
成
果
を
ど
う
や
っ
て

検
証
し
た
の
か
、そ
し
て
、そ
れ
を
日
常
生

活
や
将
来
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
ま
と
め
さ
せ
て
い
ま
す
。

図　本時の授業計画（抜粋）

●
成
果
と
展
望

体
育
で
の
学
び
が
、他
の
場
面
で

ど
う
生
き
る
の
か
を
検
証
し
た
い

授業者が作成した本時の授業計画。前時の反省を踏まえて目標を
決め、練習内容や時間配分などの計画を立てた。授業後には、全
体を振り返り、目標の到達度や次時に向けた改善点などを記入し
て、白川先生に提出した。　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
授
業
者
と
な
り
、

授
業
の
す
べ
て
を
取
り
仕
切
る
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主体的・対話的で深い学び

こ
ろ
、
85
％
の
生
徒
が
「
学
習
内
容
に

つ
い
て
も
っ
と
深
く
学
び
た
く
な
っ
た
」、

94
％
が
「
級
友
や
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
肯

定
的
な
回
答
を
し
て
お
り
、
生
徒
が
主
体

的
に
探
究
し
、
対
話
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
姿
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
体
育
の
授
業
で
の
学
び
が
、

他
教
科
の
授
業
や
学
校
行
事
な
ど
に
ど
う

生
き
る
の
か
を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。生
徒
か
ら
は
、「
体
育
の
授
業
で
行
っ

て
き
た
、
問
題
を
複
数
の
視
点
で
考
え
る

こ
と
が
、数
学
の
問
題
を
解
く
際
に
役
立
っ

た
」
な
ど
の
声
が
挙
が
り
、
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、学
校
行
事
で
先
輩
・

後
輩
と
活
動
す
る
際
に
、
体
育
の
授
業
で

学
ん
だ
、
目
標
を
共
有
す
る
た
め
の
声
か

け
や
周
囲
の
動
か
し
方
、
時
間
配
分
な
ど

の
経
験
が
ど
う
生
き
て
い
る
の
か
を
見
取

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

VIEW next ONLINE 検索

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】体育・選択球技（サッカー・バレーボール・卓球から１種目を選択）　【分野・単元】多様性を認め合う学び　【設定
時数】Ⅰ期 10 時間　Ⅱ期 10 時間　【単元目標】生徒が運動とかかわる中で得た理論と、生成した動きの意味や効果を、言葉で他
者に伝える表現力・対話力を高めること。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

•Ⅰ期オリエンテ
ーション

• 希望種目のア
ンケートの作
成

• 単元のねらいを理解し、自
分が取り組みたい種目を
選択できる。

【思考力、判断力】

①単元のねらいと、授業の進め
方を説明する。

②体育委員を中心に生徒同士で
話し合い、アンケートを作成
して、希望の種目を調査する。

【主体的な学び】希望種目を聞くアンケートを作成
する際、生徒一人ひとりが議論に参加できるよう、
スライドで趣旨を説明する。　【対話的な学び】他
学年の生徒と積極的に集団行動ができるよう、体
育委員に議論のファシリテーターを務めさせる。

【深い学び】異学年で学ぶ理由や、授業を活性化
するための方法を、生徒に問いかける。

• 希望種目
を聞くア
ンケート

２
• 種目の決定
• 運営方法の確

認

• 各種目の希望者数のバラ
ンスを見て、生徒同士で
話し合って人数を調整す
ることができる。

• 全員が気持ちよく授業に
取り組むためのルールを
作ることができる。

【多様性、協働性】

①前時に取ったアンケートの
結果を発表する。

②各種目の希望者数のバランス
を見て、生徒同士で話し合っ
て人数を調整し、各自の参加
種目を決める。

③種目ごとに集まり、ルール
を作成する。

【主体的な学び】各種目の人数を調整できるよう、
人数のバランスを考えることなどを助言する。　

【対話的な学び】各種目の人数にばらつきが出て、
取り組めない種目が出ないように確認させる。全
員が気持ちよく授業に取り組むためのルールを、
生徒に作らせる。　【深い学び】種目ごとの人数の
バランスやルールが必要な理由を問いかける。

• 種目確定
に至るま
での生徒
の議論の
様子

11
•Ⅰ期振り返り
•Ⅱ期オリエンテ

ーション

•Ⅰ期の授業内容について、
よかった点や改善点を見
いだすことができる。

•Ⅱ期の学習内容のねらいに
ついて理解することがで
きる。

【知識、思考力、表現力】

①全員が集まり、Ⅰ期の各種目
での活動内容について、よ
かった点や改善点などを話し
合う。

②Ⅱ期の単元のねらいと、授業
の流れを説明する。

【主体的な学び】「授業者の役割を果たすことがで
きたか」「どのような力が身につきそうか」と問い
かける。　【対話的な学び】自己表現力を高めるた
めにはどうすればよいかを、他者との話し合いを
通じて考えさせる。　【深い学び】「授業者として
どのような学びがあったか」「自分の考えをどのよ
うに他者に伝えることができたか」と問いかける。

• 個人 振り
返りシー
ト

12
〜
19

• 種目ごとに活
動

• 授業者は、各自の技術力
が上がるよう、目標を立て、
練習内容を計画し、授業
を進めることができる。

• その他の生徒は、授業者
が立てた目標の達成に向
けて、主体的に活動する
ことができる。

【技能、思考力、判断力、表
現力、主体性、協働性】

①授業者が、本時の目標と練習
の進め方を説明する。

②適宜、授業者同士や授業者と
教師が話し合い、練習内容を
修正する。

③授業者は、授業の実施レポー
トを作成して、教師に提出す
る。

【主体的な学び】授業者が立てた授業計画を、他
の生徒に教授できるよう、補助する。 【対話的な
学び】生徒が授業者が立てた目標を、他の生徒が
常に意識できるよう、生徒間でコミュニケーション
を取るよう、声をかける。　【深い学び】授業計画
は適切に立てられているか、目標を達成する授業
内容となっているか、全員が授業目標を把握でき
ているか、安全が確保されているかに留意する。

• 生徒の取
り組みの
様子

• 授業者の 
「 本 時 の
授業計画」

20

•Ⅱ期振り返り
• 総 括レポート

の作成
• 全体総括

• 単元を通して各授業を振
り返り、学習したことを将
来や日常生活にどのよう
に生かすことができるか
をレポートにまとめること
ができる。

【知識、思考力、表現力】

①全員が集まり、各種目での活
動内容について、よかった点
や改善点などを話し合う。

②単元を通して学んだことなど
や、それを将来や日常生活に
どのように生かしていくかを
レポートにまとめる。

【主体的な学び】「授業者の役割を果たすことがで
きたか」「どのような力が身につきそうか」と問い
かける。　【対話的な学び】本単元での学びを、
将来のどのような場面で生かすことができるのか
について考えさせる。　【深い学び】「授業者とし
てどのような学びがあったか」「自分の考えをどの
ように他者に伝えることができたか」と問いかける。

• 総括
　レポート

※白川先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全 20 時間分は、ウェブサイト「VIEW next ONLINE」（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を
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難
関
国
公
立
大
学
や
首
都
圏
の
私
立
大
学
の
志
望

者
が
多
い
東
京
都
・
私
立
桜
丘
中
学
・
高
校
は
、「
広

げ
る
進
路
指
導
」
を
基
本
方
針
と
し
、
１
年
次
か
ら

校
内
外
で
様
々
な
体
験
を
す
る
よ
う
、
生
徒
に
呼
び

か
け
て
い
る
。
生
徒
は
、
保
護
者
や
親
戚
の
職
業
く

ら
い
し
か
知
ら
ず
、
教
科
・
科
目
の
得
意
・
不
得
意

だ
け
で
文
理
や
志
望
学
部
を
選
び
が
ち
だ
が
、
職
業

や
学
問
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
を
深
め
た
上
で
、「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
軸
と
な
る
自
分
の
興
味
・
関

心
を
見
極
め
て
ほ
し
い
と
、
進
学
指
導
部
副
部
長
の

友と
も

利り

啓け
い

智じ

先
生
は
語
る
。

　「
真
剣
に
考
え
た
末
の
希
望
進
路
で
あ
れ
ば
、
多

少
の
困
難
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
諦
め

ず
に
立
ち
向
か
う
は
ず
で
す
。『
深
く
知
っ
た
上
で
、

興
味
・
関
心
が
な
い
と
分
か
る
こ
と
も
、
進
路
選
択

に
お
い
て
前
進
だ
よ
』
と
生
徒
に
伝
え
、
と
に
か
く

多
様
な
体
験
を
積
む
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
」

　
校
内
で
は
、
大
学
合
同
説
明
会
や
社
会
人
の
キ
ャ

リ
ア
講
演
会
な
ど
を
実
施
。
22
年
度
に
は
、
企
業
と

連
携
し
、
関
心
の
あ
る
職
業
に
就
い
て
い
る
社
会
人

に
、
生
徒
が
個
別
に
連
絡
を
取
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

話
を
聞
く
相
談
会
を
新
た
に
始
め
た
。
校
外
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
高
校
生
向
け
の
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
や

コ
ン
テ
ス
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
案
内
を

一
覧
化
し
、ク
ラ
ウ
ド
上
で
生
徒
に
共
有
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
が
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
同
校
で
は
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　
全
員
参
加
の
進
路
行
事
で
は
、生
徒
が
何
か
を「
選

ぶ
」
過
程
を
設
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
学
合
同
説

明
会
で
は
、〝
話
を
聞
き
た
い
大
学
〟
を
２
大
学
選

び
、
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
相
談
会
で
は
、
候
補
者
の
中

か
ら
〝
取
材
対
象
者
〟
を
選
ぶ
。
選
ぶ
過
程
で
自
分

が
何
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
活
動
に

主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

　
面
談
で
は
、「
数
学
が
苦
手
だ
か
ら
文
系
」「
医
療
系

は
就
職
に
有
利
」
と
い
っ
た
思
い
込
み
か
ら
抜
け
出

し
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
に
向
き
合
え
る
よ
う
な

声
か
け
を
意
識
し
て
い
る
と
、友
利
先
生
は
話
す
。

　「
文
系
志
望
の
生
徒
に
も
、
理
系
学
部
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
勧
め
た
り
、
医
師
志
望

の
生
徒
に
、そ
の
理
由
を
尋
ね
、『
弱
者
を
助
け
た
い
』

と
答
え
た
ら
、『
福
祉
で
も
弱
者
を
支
援
で
き
る
の

で
は
？
』
と
問
い
か
け
た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
の
視

野
を
広
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　
校
外
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
案
内
を
ク
ラ
ウ
ド
に

ア
ッ
プ
し
た
後
、
朝
礼
で
、
各
学
級
の
進
路
係
の
生

徒
が
各
活
動
の
概
要
を
説
明
し
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の
案

内
を
確
認
す
る
よ
う
、
他
の
生
徒
に
促
し
て
い
る
。

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、
これからの大学入試で希望進路を実現するた
めに必要とされることを検証し、そうした力を
生徒に育む教師の指導や支援の
あり方・方法を、実践事例を通じ
てお伝えした 高校版
2021年８月号・特集はこちら

▲

や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
、選
択
の

場
を
設
け
、自
分
の
内
面
と
向
き
合
わ
せ
る

東
京
都
・
私
立
桜さ

く
ら
が
お
か丘
中
学
・
高
校

「マイ・ストーリー」とは、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、
その成果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す。
総合型選抜や学校推薦型選抜（以下、推薦型選抜）を始めとするこれからの大学入試に向けて、
「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力を生徒に育む実践事例を紹介する。

校
内
外
で
様
々
な
体
験
を
し
て
こ
そ
、

自
分
の
興
味
・
関
心
が
分
か
る

を語れる生徒を育む進路指導

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」の
軸
づ
く
り

１
・
２
年
次

•
教
科
・
科
目
の
得
意
・
不
得
意
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

見
極
め
て
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

•

進
路
選
択
に
関
す
る
思
い
込
み
か
ら
抜
け
出
し
、
自
分
の
興
味
・
関
心

と
向
き
合
っ
て
将
来
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

１・２年次
の課題

進
路
係
や
教
師
の
個
別
の
声
か
け
で
、

情
報
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
さ
せ
る

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 48 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

11/22
玄塲

念
校

12/02
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−

 高校版  2022 December 48

P48-49_view-next-koukou-12g.indd   48P48-49_view-next-koukou-12g.indd   48 2022/12/02   11:162022/12/02   11:16



進
学
指
導
部
部
長
の
樋ひ

山や
ま

陽よ
う
す
け亮

先
生
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　「
担
任
が
伝
え
る
よ
り
も
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
伝

え
る
方
が
、
生
徒
は
情
報
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る

の
で
、
進
路
係
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
進
路
係
は
、

案
内
し
た
活
動
の
参
加
状
況
を
集
約
し
て
、
担
任
に

報
告
し
ま
す
。
担
任
は
、
参
加
状
況
か
ら
各
生
徒
の

興
味
・
関
心
を
把
握
し
、
指
導
に
役
立
て
て
い
ま
す
」

　
面
談
等
で
生
徒
の
志
向
を
把
握
し
、
興
味
・
関
心

を
持
ち
そ
う
な
活
動
を
、
個
別
に
、
こ
ま
め
に
勧
め

て
い
る
と
、１
学
年
担
任
の
古ふ

る
い
ち市

達た
つ

樹き

先
生
は
語
る
。

　「『
自
分
に
向
け
て
話
し
て
く
れ
て
い
る
』
と
感
じ

ら
れ
れ
ば
、
生
徒
の
心
は
動
き
、
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
挑
戦
す
る
動
機
づ
け
に
な
り

ま
す
。
自
分
の
志
向
を
よ
く
つ
か
め
て
い
な
い
生
徒

に
は
、
た
く
さ
ん
質
問
を
し
て
話
さ
せ
る
こ
と
で
、

興
味
・
関
心
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
体
験
の
記
録
は
、
生
徒
が
自
分
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
蓄
積
す
る
。
個
人
的
に
行
っ
た
活
動
も
、
活
動

内
容
と
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
入
力
す
る
よ
う
、

生
徒
に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。

　「
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
こ
と
や
疑
問
に
感
じ
た

点
な
ど
を
言
語
化
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
思
い
を
確

認
し
、
問
題
意
識
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、志
望
理
由
書
を
書
く
時
に
な
っ
て
、

体
験
の
内
容
を
覚
え
て
い
な
け
れ
ば
、
書
き
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
記
憶
力
を
過
信
せ
ず
、
都
度

記
録
す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
」（
古
市
先
生
）

　
蓄
積
し
た
体
験
を「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
形

に
す
る
場
の
１
つ
が
、
２
年
次
１
月
か
ら
行
う
志
望

理
由
書
作
成
講
座
だ
が
、
そ
の
参
加
も
希
望
制
だ
。

　「
自
分
の
軸
を
い
つ
見
い
だ
せ
る
か
は
生
徒
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、
期
日
を
設
け
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
こ
と
ん
試
行
錯
誤
し
、
納

得
で
き
る
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
描
け
る
よ
う
、

生
徒
個
別
に
支
援
し
て
い
ま
す
」（
樋
山
先
生
）

様々な体験を「マイ・ストーリー」
につなぐ指導や、自分軸を探す体
験重視の新設コースの
取り組みなどを紹介！

• 大学合同説明会（１年次は学問系統別、２・３年次
は大学別）• 卒業生の進路講演会　• 社会人のキャ
リア講演会　• オンライン社会人キャリア相談会　
• 海外大学進学説明会　• 海外姉妹校の留学生受け
入れ　• 卒業生によるチューター制度　•「総合的
な探究の時間」での探究学習　等

• 大学や企業などが主催するイベント、コンテスト、
職業体験、ボランティア活動の案内

• 学校行事：研究所見学／異文化研修旅行（２年次、
北海道・九州・沖縄から選択）　／東北研修（３
年次）／海外語学研修／企業インターンシップ／
地方創生プロジェクト等

• 全員参加の活動では、できるだけ選択形式にし、生
徒が話を聞く先を選ぶ機会を設ける。

• 希望する学問・業種・職業とあえて異なるものを見
聞きするよう勧める。

•「興味・関心がないと分かることは、進路選択では大
切」と生徒に伝え、多くの体験を勧める。

• 朝礼で、進路係の生徒が学校外のイベントの概要を説明
し、クラウド上の案内を確認するよう、他の生徒に促す。

• 進路係は参加状況を集約して、担任に報告。担任は
各生徒の興味・関心を把握し、その後の指導に生かす。

• 生徒一人ひとりの興味・関心や志向に応じて、担任
がこまめに学外の活動を案内する。

同校には４つのコースがあり、実施する活動はコースによって異なる。

学校概要

◎設立　 1924 （大正 13）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 400 人
◎2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公
立大は、北海道大、埼玉大、千葉大、東京外
国語大、東京海洋大、東京学芸大、岡山大、
東京都立大などに 52 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、
法政大、明治大、立教大、早稲田大などに延
べ 1244 人が合格。

「マイ・ストーリー」の軸を見いだすための１・２年次の活動と支援上の工夫

校
内

校
外

ポートフォリオへの蓄積
活動の内容や感想、気づきなどを文字と画像で残す。

左から／古
ふるいち

市達
たつ

樹
き

（１学年担任、2021 年
度３学年担任）、樋

ひ

山
やま

陽
ようすけ

亮（進学指導部部
長）、友

とも

利
り

啓
けい

智
じ

（進学指導部副部長）

支
援
上
の
工
夫

支
援
上
の
工
夫

志望理由書作成講座・面談講座
ポートフォリオを基に、「マイ・ストーリー」を組み立てる。

※学校資料と取材を基に編集部で作成。
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自
立
に
向
け
た
自
己
理
解
の
促
進

クローズアップ！就 職 指 導

　
厚
生
労
働
省
が
２
０
２
２
年
に
公
表
し

た
、
19
年
３
月
卒
業
の
新
規
高
卒
就
職
者

の
就
職
後
３
年
以
内
の
離
職
率
は
、
35
・

９
％
で
、
前
年
度
よ
り
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
て
い
る
が
、
高
卒
就
職
者
の
約
４
割

が
早
期
退
職
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
早

期
退
職
の
防
止
に
は
、
適
性
検
査
な
ど
に

よ
る
自
己
理
解
、
企
業
の
採
用
担
当
者
と

の
面
談
な
ど
を
通
じ
た
業
界
・
企
業
研
究
、

そ
し
て
職
場
体
験
や
会
社
見
学
な
ど
に
よ

り
、
生
徒
の
就
職
観
を
醸
成
し
、
そ
れ
ら

を
校
内
の
個
人
面
談
で
納
得
の
い
く
志
望

企
業
選
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

し
か
し
、
現
場
か
ら
は
、「
高
校
ま
で
の
学

び
や
家
族
関
係
で
様
々
な
問
題
に
直
面
し
、

自
己
肯
定
感
を
育
め
ず
、
自
分
の
希
望
進

路
を
率
直
に
語
れ
な
い
生
徒
が
多
い
」
と

い
っ
た
声
も
聞
こ
え
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、

生
徒
が
進
路
に
つ
い
て
気
軽
に
教
師
と
話

す
こ
と
が
で
き
る
空
間
を
校
内
に
設
け
、

対
話
を
通
じ
て
生
徒
の
自
己
理
解
と
自
己

肯
定
感
醸
成
を
目
指
す
、
宮
城
県
・
石
巻

市
立
桜
坂
高
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
宮
城
県
・
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
で
は
、
19
年
度
か
ら
、

進
路
資
料
閲
覧
室
の
一
角
を
、
生
徒
が
自
由
に
時
間
を
過

ご
せ
る
場
所
と
し
て
、
昼
休
み
と
放
課
後
に
開
放
し
て
い

る
。
そ
の
名
も「
進
路
相
談
ス
ペ
ー
ス
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」（
写

真
）。
そ
こ
で
生
徒
た
ち
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
昼

食
を
取
っ
た
り
、
隣
接
す
る
進
路
指
導
室
の
教
師
や
就
職

支
援
員
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
と
、
思
い
思
い
の
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
。
進
路
指
導
部
長
の
遠
藤
則
靖
先
生

は
、「
生
徒
の
主
体
的
な
進
路
選
択
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

悩
み
や
思
い
を
自
由
に
語
れ
る
場
が
必
要
だ
」
と
語
る
。

　「
採
用
試
験
に
向
け
た
模
擬
面
接
中
、
志
望
理
由
を
つ
ぶ

さ
に
聞
い
て
い
く
う
ち
に
、
生
徒
が
突
然
涙
を
流
す
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
と
の
関
係
、
小
・
中
学
校
で
の

体
験
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
経
験
な
ど
、
様
々

な
悩
み
や
思
い
を
抱
え
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ら
を
十
分
に
聞
い
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
、
就
職
と
い
う

希
望
進
路
を

率
直
に
語
れ
な
い

生
徒
た
ち

傾
聴
を
通
し
て
、生
徒
の
自
己
理
解
を
支
援

宮
城
県
・
石
巻
市
立
桜
坂
高
校

１・２
年
次

進
路
選
択
に
臨
ん
で
い
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
、

本
校
に
赴
任
し
て
気
が
つ
き
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
桜
坂
高
校
で
は
、
19
年
度
か
ら
進
路
指
導
部
の

重
点
テ
ー
マ
を
「
聴
く
」
と
し
、
生
徒
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
何
気
な
い
会
話
の
中
で
自
分
の
思
い
や
悩
み
を
自
然

に
語
れ
る
場
と
し
て
、「
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」
を
開
設
し
た
。

観
葉
植
物
を
置
く
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す
な
ど
、
気
軽
に
足
を

「
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」
で
は
、
教
師
や
卒
業
生
に
よ
る
進
路
相
談

（
上
）
や
、
企
業
や
上
級
学
校
の
説
明
会
（
下
）
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

実
践
事
例

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、

生
徒
が
気
軽
に
進
路
を
語
る

写
真

 高校版  2022 December 50

0-01-J-22909-001 2022 年度 VIEW next 高校版 12 月号 50 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

12/02
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P50-51_view-next-koukou-12g.indd   50P50-51_view-next-koukou-12g.indd   50 2022/12/02   11:312022/12/02   11:31



「さくらかふぇ」での生徒とのやり取りの例図

変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

運
べ
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
入
り
口
は
常
に
開
放
し
て
い

る
。
実
際
、ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間
に「
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」

を
訪
れ
る
生
徒
が
多
く
、
ま
た
、
結
果
的
に
、
進
路
資
料

の
閲
覧
者
数
も
増
え
た
と
言
う
。

　「
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」
の
利
用
時
間
は
原
則
と
し
て
昼
休
み

と
放
課
後
だ
が
、
始
業
前
の
空
き
時
間
も
あ
え
て
開
放
し

て
い
る
。
始
業
前
は
「
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」
内
に
人
が
い
な

い
た
め
、
生
徒
も
ほ
か
の
生
徒
の
目
を
気
に
し
な
く
て
よ

く
、
進
路
指
導
室
の
教
師
に
話
し
か
け
や
す
い
か
ら
だ
。

長
く
は
話
せ
な
く
て
も
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
を
交
わ
し
て
、

「
じ
ゃ
あ
、
続
き
は
放
課
後
に
話
そ
う
」
と
教
師
が
約
束
す

る
こ
と
で
、
生
徒
は
安
心
し
て
教
室
に
向
か
え
る
。
生
徒

が
ぽ
ろ
り
と
言
葉
を
こ
ぼ
し
、
そ
れ
を
教
師
が
受
け
止
め

る
場
所
と
し
て
「
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
」
は
機
能
し
て
い
る
。

　
最
近
増
え
て
い
る
の
は
、
希
望
す
る
就
職
先
な
ど
に
つ

い
て
保
護
者
と
十
分
に
意
思
の
疎
通
が
で
き
な
い
生
徒
だ
。

　「
私
た
ち
と
話
す
中
で
、『
親
か
ら
は
こ
の
進
路
が
よ
い

と
勧
め
ら
れ
た
け
れ
ど
、
本
当
は
自
分
は
こ
う
い
う
進
路

に
進
み
た
い
』
と
打
ち
明
け
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
た

だ
、
生
徒
に
と
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
保
護
者
に
伝
え
る

の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、『
そ
う
な

ん
だ
。
そ
う
い
う
進
路
を
目
指
し
て
い
る
ん
だ
ね
』
と
受

け
止
め
、『
そ
の
先
は
、
ど
ん
な
進
路
を
描
い
て
い
る
の
？
　

ぼ
ん
や
り
で
も
い
い
か
ら
、
今
の
考
え
を
聞
か
せ
て
』
な

ど
と
、
生
徒
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
保
護
者
に
話

を
し
て
み
る
よ
う
促
し
ま
す
（
図
）」（
遠
藤
先
生
）

　
就
職
支
援
員
と
し
て
週
3
日
、
同
校
を
訪
れ
る
伊い

㔟せ

み

ゆ
き
さ
ん
も
、「
聴
く
」
こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
す
る
。

　「
大
人
は
、
生
徒
の
考
え
を
聞
く
よ
り
も
、
こ
ち
ら
の
考

え
を
先
に
語
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
生
徒
は
、
そ
う
し

た
経
験
が
続
く
と
、
自
分
の
こ
と
を
話
そ
う
と
し
な
く
な

り
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
の
心
理
的
安
全
性
は
、
大
人
が

『
聴
く
』
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
生

徒
が
自
由
に
思
い
を
語
れ
る
『
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
』
は
、
自

己
肯
定
感
が
育
ま
れ
や
す
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
」

　「『
さ
く
ら
か
ふ
ぇ
』
は
、
い
つ
も
生
徒
や
教
師
で
に
ぎ

や
か
で
す
。
本
校
の
進
路
指
導
部
は
、
若
手
教
師
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
隣
の
進
路
指
導
室
に
も
足
を
運
び
や
す
く

な
っ
た
よ
う
で
、
１
・
２
年
生
も
気
軽
に
進
路
の
話
を
し
に

訪
れ
ま
す
。
私
た
ち
に
悩
み
を
打
ち
明
け
、
涙
す
る
生
徒

も
多
い
で
す
が
、
話
し
た
後
に
は
笑
顔
に
な
り
、『
ま
た
来

ま
す
！
』
と
言
っ
て
、
教
室
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
生
徒

は
自
分
の
思
い
を
語
り
な
が
ら
、
自
分
自
身
を
理
解
す
る

場
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
遠
藤
先
生
）

取材にご協力いただいた先生、就職支援員

桜坂高校進路指導部

遠藤則靖（えんどう・のりやす）進路指導部長
伊㔟みゆき（いせ・みゆき）就職支援員

木村州哉（きむら・しゅうや）進路指導部副部長
佐藤直幸（さとう・なおゆき）
松本紗季（まつもと・さき）
浅野善則（あさの・よしのり）
門澤芳恵（かどさわ・よしえ）

思
い
を
聞
い
て
も
ら
え
る
場
が
、

生
徒
の
主
体
的
な
進
路
選
択
に
は
必
要

「実際に保護者に話すまで時間がかかる生徒もいますが、ほとん
どの生徒は、保護者に自分の考えを話したと、私に報告に来ます。
もちろん、保護者に否定され、言い合いになってしまうケースも
ありますが、まずは私は、『よく自分の考えを言えたね。今回の
勇気は、あなたが自分で人生を選択する力につながると思うよ』
と、心から生徒を褒めます。すべての保護者がすぐに子どもの考
えを受け入れるわけではありませんが、多くの保護者が、それま
でよりも子どもの話を聞くようになると、生徒の話から感じます」

（遠藤先生）

生徒

生徒

生徒

生徒

生徒

今の自分はこの分野で働きたいと思っていま
す。でも、母は、『あなたには無理！』と言って、
きっと認めてくれないと思います。

どうせ駄目って言われるだろうから、言ってま
せん。

……

それは嫌です。

……勇気を出して話してみることです。

教師

教師

教師

教師

教師

それをお母さんに言ってみたの？

勇気を出して話してみない？　駄目って言われ
るかもしれないけど、まずは伝えてみようよ。

自分の気持ちを伝えないまま、社会に出て、大
人になってしまっていいの？

じゃあ、自分にできることは何だろう？

うん、話してみよう。先生は、お母さんと意見
が食い違ってもいいと思っているよ。自分の考
えを伝えることが大事だし、お母さんはきっと
あなたの覚悟を知りたいんだと思うよ。

学校概要

◎設立　2015（平成 27）年　◎形態　全日制／普通科／女子
校　◎生徒数　１学年約 130 人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、石巻専修大、
仙台白百合女子大、東北生活文化大、東北福祉大、東北文化学
園大、宮城学院女子大、麗澤大、京都外国語大などに延べ 26 人
が合格。短大・専門学校進学 63 人。就職 42 人。
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ここからお入りください

　「
師
も
走
る
」
12
月
、
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、一
層
ご
多
忙
な
日
々
を
お

過
ご
し
か
と
存
じ
ま
す
。

　
年
明
け
に
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
あ
と
２
年
」
と
い

う
実
感
も
強
く
な
る
１
・
２
月
の
指
導
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
１
月
は
、
次
年
度
の
年
間
計
画
・
シ

ラ
バ
ス
な
ど
の
作
成
準
備
に
取
り
か
か

り
始
め
る
時
期
で
す
。
先
日
公
表
さ
れ
た

試
作
問
題
を
校
内
で
分
析
し
、
こ
こ
ま
で

の
指
導
を
振
り
返
っ
て
、
計
画
通
り
に
進

ん
で
い
る
こ
と
と
、
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
こ
と
を
整
理
し
、
第
２
学
年
に
向
け
て

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
改
め
て
、
自
校
で
育
成
し

た
い
資
質
・
能
力
と
そ
の
育
み
方
を
、
学

年
団
と
し
て
共
通
認
識
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
場
を
設
定
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
期
末
考
査
や
実
力
テ
ス
ト
、

校
外
模
擬
試
験
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
合
っ
た
２
学
年

の
指
導
方
針
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
入
試
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
づ
け
も

重
要
で
す
。
共
通
テ
ス
ト
の
中
か
ら
１
年

生
で
も
解
け
る
問
題
を
抽
出
し
て
取
り

組
ま
せ
た
り
、
１
月
に
実
施
さ
れ
る
「
ベ

ネ
ッ
セ
総
合
学
力
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
面

談
に
活
用
し
て
、
基
礎
学
力
定
着
と
苦
手

克
服
を
目
的
と
し
た
学
習
計
画
を
生
徒

に
立
て
さ
せ
た
り
す
る
の
も
一
案
で
す
。

　
１
・
２
月
は
、
生
徒
の
学
力
や
学
習
習

慣
、
生
活
習
慣
、
進
路
希
望
な
ど
多
面
的

に
生
徒
を
捉
え
て
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の

見
通
し
を
立
て
る
、
と
て
も
重
要
な
時
期

で
す
。
そ
し
て
、
３
月
は
１
・
２
月
で
考

え
た
こ
と
を
具
体
的
に
形
に
す
る
時
期

に
な
り
ま
す
。
２
学
年
に
向
け
た
準
備
を

で
き
る
だ
け
早
く
進
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
、
こ
の
１
・
２
月
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

テ
ー
マ

コ
ン
テ
ン
ツ
例

ハイスクールオンライン
〈先生SNS〉

※ハイスクールオンラインのIDを
 お持ちでない先⽣は、校内でご確認いただくか、

WEBサポートデスク0120-350124まで
ご連絡ください。

［受付時間］
月～金 8:00 ～18:00／土 8:00 ～17:00

（祝日、年末・年始を除く）

https://teacher.benesse.ne.jp/

ほかの先⽣に相談したい時は➡相談室へ
使える資料で負担軽減➡資料室へ

生
徒
を
多
面
的
に
捉
え
て
総
括
し
、第
２
学
年
に
向
け
て
準
備
す
る

1・2月のチェックポイント
数か月先を見通した新課程初年度学年ならではのポイントです。
詳細はハイスクールオンライン〈先⽣ SNS〉でご覧ください。

1〜2月

 

新
課
程
入
試
の
留
意
点
を

　
踏
ま
え
る

● 

入
試
科
目
の
公
表
状
況
に
応
じ
た
次
年
度
以
降
の
指
導
計
画
・
内

容
を
考
え
る

● 

試
作
問
題
を
分
析
し
、
教
科
を
超
え
て
重
要
な
指
導
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
す
る
（
読
解
力
な
ど
）

● 

生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
た
い
科
目
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
と
学
習
の
ヒ

ン
ト

 

２
年
次
前
半
の
指
導
の

　
方
向
性
を
考
え
る

● 

１
年
間
の
ま
と
め
・
総
括
（
生
徒
視
点
・
教
師
視
点
）

● 

学
力
・
学
習
習
慣
・
生
活
習
慣
の
振
り
返
り
（
１
月
実
施
「
ベ
ネ
ッ

セ
総
合
学
力
テ
ス
ト
」
と
「
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
２
年
１
回
」
の
連

携
し
た
活
用
）

● 

地
理
歴
史
の
「
総
合
」
科
目
を
「
探
究
」
科
目
に
ど
う
つ
な
ぐ
の
か

● 

教
科
・
情
報
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
（
２
・
３
年
次
で
ど
う
取

り
扱
う
か
）

本コーナーはハイスクールオンラインの 〈先⽣

SNS〉のコーナーと連動しています。〈先⽣SNS〉

では、詳細の情報・資料をご提供しています。ま

た、先⽣方が直面される課題やその解決方法の

共有の場としてもぜひご利用ください。

の
ポ
イ
ン
ト

1月

2月
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廣瀬和美
埼玉県・私立開智未来中学・高校　１学年主任

学年運営は分掌を意識した引き算で！
ゴールである「進路実現」に向けて
教員の「得意」を引き出す

チームの仲間へmessage

学年主任の役割は、進路指導や生活指導、教
科指導、探究や学年にかかわる学校行事

の運営など、全業務の舵取りをすることです。新
課程入試を見据えた事前準備や、コロナ禍で生じ
た問題も多い中、時機を逸することなく、各業務
を学年団の先生方に適切に配分していく見極め
が重要です。そのためには、先生方の仕事の様子
を日々拝見しながら（観察６割、対話４割程度）、
各々の適性や得意分野を把握することが欠かせ
ません。生徒指導に不安を抱えている教師がい
たら、「ゴールは進路実現です。そこに至る道筋を
しっかり立て、生徒の話に耳を傾けてください」な
どと、最終目標を見失わないような声かけに努め
ています。学年団全員が同じゴールを見据えてい
れば、仮に小さな失敗があっても、その後の問題
解決にチームであたることができ、対応にも多く
の時間はかかりません。先生方には、臆すること
なく、新しい挑戦をしていただきたいと思います。
　本校は、中高一貫生と高校からの入学者とで
学力差や経験差があります。その溝を埋め、希望
進路に導いていくため、様々な取り組みを行って
います。教職員全員が生徒一人ひとりのメンター
として参加する1年次のゼミ活動「才能発見プロ
グラム」、2年次の海外フィールドワーク、毎年2
月に中学1年生から高校2年生までが一堂に集
まり、各学年で学んだことを発表し合う「未来TED
（探究活動集大成）」、本校伝統の科目である「哲
学」の授業……。いずれの取り組みにおいても、
先生方の得意分野を発揮してもらえるように事前
準備をし、早めに具体的なお願いをすることで負
担感を軽減しながら、生徒に探究活動を進めるた
めの素地を培っていきたいと考えています。

　
先
生
方
が
濃
密
に
情
報
交
換
で
き

る
場
と
し
て
、
９
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
テ
ー
マ
別
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
11
月
に
は
、「
新
課
程
１
期
生
の

学
年
運
営
に
お
い
て
、今
、大
切
に
し
て
い

る
こ
と
」を
先
生
方
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
22
年
度
の
１
学
年
主
任
な
ら
で
は
の

テ
ー
マ
と
し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
徒
支

援
」「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
」「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
の
企
画
・
運
営
」な
ど
が
挙
が
り
ま

し
た
。
生
徒
支
援
で
は
、
中
学
校
時
代
に

様
々
な
活
動
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
分
を

取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
、
学
校
行
事
・
部

活
動
に
打
ち
込
む
生
徒
が
い
る
一
方
で
、

２
学
期
中
盤
に
な
っ
て
、
疲
れ
が
見
え
始

め
た
生
徒
も
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
２
単
位
科
目
が
増
え
、

履
修
科
目
数
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
生
徒

の
学
習
上
の
負
担
感
が
増
し
て
い
る
。
年

度
末
の
考
査
ま
で
息
切
れ
し
な
い
よ
う
に

対
策
を
考
え
た
い
」と
、
３
学
期
の
留
意

点
を
語
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
に
共
通
し
た
の
は
、こ
れ
ま
で

以
上
に
面
談
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
担
任
、
教
科
担
当
、
部
活
動
顧
問
と

連
携
し
て
気
に
な
る
生
徒
を
抽
出
し
、
学

年
主
任
が
面
談
を
行
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

た
り
、
学
年
主
任
が
廊
下
で
会
っ
た
生
徒

と
ミ
ニ
面
談
を
毎
日
繰
り
広
げ
て
い
た
り

と
、様
々
な
工
夫
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
探
究
的
な
学
び
に
誘
う

授
業
で
の
問
い
立
て
」に
力
を
取
り
入
れ

た
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な
話
題
で
学
年

主
任
の
先
生
方
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

新
課
程
１
期
生
の
学
年
運
営
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を

先
生
方
が
話
し
合
い
ま
し
た

◉「テーマ別情報交換会」で話し合われたテーマ

1 新課程１期生を
とりまく環境変化

コロナ禍、ICT 教育、新
課程、新課程大学入試、
総合型・学校推薦型選抜
の拡大など

2 新課程１期生の
特徴

意欲的にグループ活動や
対面での行事に参加する
生徒が多い一方で、コロ
ナ禍等の影響による長期
欠席者や、自己肯定感が
低い生徒も増加する現状

3 学年運営や
教師間連携の工夫

ICT 活用、総合的な探究
の時間・LHR のあり方、
カリキュラム遂行のため
の調整

4 学年主任としての
生徒とのかかわり方

面談資料作成、学年主任
面談の工夫、生徒への寄
り添い方の工夫

「情報交換会」
リポート

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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2022年10月号へのご意見

教師は社会から多くを学ぶ必要がある
　大学入試のみならず、現在の社会状況から学校教育全体を考え直さな
ければならないと考えている。そうした中、10月号の特集に掲載されて
いた、高大接続改革を取り巻く環境変化の全体像は分かりやすく、今後を
考える上で参考になった。大学入試だけにとらわれず、学校や教師が社会
から多くを学ぶ必要性を強く感じた。　東京都立南多摩中等教育学校　徳武英人

生徒も教師も失敗から学びたい
　10月号の特集では、高校での学びについて、大阪大学は「途中でつま
ずいたら、別のアプローチに挑戦し、よりよい解法を見つける」ことが、
佐賀大学は「問題解決のためにどのような試行錯誤をし、失敗も含めて
そこから何を学ぶか」が大事だとしていた。そうであるならば、京都府・
京都市立堀川高校のように、生徒が失敗や間違いを認め、「分からない」
と言い合える雰囲気があることが重要だろう。生徒も教師も、失敗しな
いようにするのではなく、失敗から学び、今後に生かしていくことが大
切だと思う。　　　　　　　　　　　　 静岡県立下田高校南伊豆分校　谷

や の
野公

きみひこ
彦

ますます重要となる外部人材の活用
　10月号の「指導変革の軌跡」で紹介された、愛媛県立松山南高校が行っ
ている卒業生の活用に大いに共感した。これまで多くの学校を視察した
が、過疎地域で教育を円滑に進めるためには、外部人材の活用が不可欠だ。
視察先の中には、教育業務支援員の雇用を促進したり、卒業生や退職し
た教師が学習・部活動を支援したりと、校務をうまく分担している学校
があった。探究学習で行われる地域や企業、大学との連携によって、生
徒が外部人材から学ぶことは、教科書で学ぶことだけでは得られないも
のであり、生徒に大きな刺激を与えることができる。外部人材の協力を
いかに得て教育活動を進めていくかは、極めて大事である。

岐阜県立加
か も

茂農林高校　渡邉強
かつ

矢
や

「じりつ」に向けて、「あたり前」を見直す素晴らしさ
　10月号の「輝く学年団を訪ねて」で、岩手県立葛

くずまき
巻高校は、「過度に手

をかけない指導」という学年の指導スタンスを年度初めに発信していた
が、「放任」と誤解されないよう配慮している点が素晴らしかった。今ま
でのあたり前を見直すことができる職場環境に感謝しつつ、教師が生徒
とともに新しい試みに挑戦していることに頼もしさを感じたし、「自立・
自律」をひらがなの「じりつ」にしている点もよかった。

東京都・私立東京農業大学第一高校　小堀健一

生徒に自信を持たせて終わる授業に共感
　10月号の「主体的・対話的で深い学び　授業実践」で、大阪府立泉大津
高校が行った読書活動を基にした国語の単元構成は、国語科の教師の私
にとって、とても役に立った。特に、解答できなかった生徒に再度問い
かけて、答えることができたと自信を持たせてから授業を終えるといっ
た展開は、自分の授業でも実践したい。　愛知県・豊橋市立豊橋高校　安田雪絵

先生方からの
ご意見を
紹介します

2月15日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2023年2月号

　工業、農業、体育と、いつも以上に様々な
テーマで取材した今号では、機械油、飼料、
汗……たくさんの匂いに触れました（男子
校、野球部出身の私。部室に充満した汗と
制汗剤の匂いがすごかったなぁと、当時を
思い出し、年頃に気を配っていたあれこれ
がついでに想起されました）。道中の新幹線
では、時には弁当や香水の匂いが漂い、異国
の言葉も耳にしました。観光シーズンの車中
は、スーツ姿のビジネスマンだけでなく、服
装も表情も多彩でした。そうした混雑が醸し
出す「人いきれ」にも懐かしさを覚えました。
　匂いは、オンラインで触れることができ
ないものの 1つです。紅茶に浸したマドレー
ヌが無味無臭だったら、こうして書き連ね
たような連想も生まれていません。いつか
記憶を呼び起こす呼び水になるかもしれな
い、そうした匂いの尊さを思った秋の取材
でした。（河野）

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ウェブサイト「VIEW 
next ONLINE」でご確認ください。
HOME →学校教育情報誌『VIEW next』
→高校版バックナンバー

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧できます

https://view-next.benesse.jp/
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2022年 11月 11日、新学習指導要領に対応した2025年度大学入試をテー
マとするオンラインセミナー「高大接続の視点で見通す2025年度大学入試」
を開催しました。その模様をアーカイブ配信しています。ぜひご覧いただき、
今後の生徒への指導や支援にお役立てください。

第１部　情報提供　高校・大学入試・大学・社会のトレンドと、2025年度大学入試の見通し
第２部　パネルディスカッション　高大接続の視点で語り合う、これからの大学入試
パネリスト　青山学院大学 学長　阪本 浩 ／ 佐賀大学 副学長　西

にし

郡
ごおり

 大 ／ 山形県立山形北高校 １学年主任　鈴木佳徳 ／ 
京都府・京都市立堀川高校 進路指導主事　滝本梨恵子（録画登壇）

◎アーカイブには、下記のURL、または右記の２次元コードからアクセスしてください。
　https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article13054/

プ
ロ
グ
ラ
ム

自分の殻を破る
原動力は？

読者の先生方がご存じの「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

今号 P.40─47
と連動

TOPページ → 学校教育情報誌『VIEW next』からご覧いただけます。

 ウェブオリジナルコンテンツ　続々リリース！

誌面で紹介した授業実践が動画
で見られます。今号は、「英語」
と「体育」の授業です。

「もっと知りたい！」の声にお応
えして、誌面でお伝えしきれな
かった内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ダイジェスト
動画

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

今号 P.38と連動

VIEWnext ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

アクセスは
こちらから！

友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの
「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いい
たします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEを友だち登録いただければ、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に
通知が届き、 の該当記事に、ダイレクトにアクセスできます！

2025年度大学入試に関するセミナーのアーカイブを配信

愛知県立豊田南
高校の中島浩平
先生による海外
の高校生と対話
する英語の授業。

鹿児島県・私立
鹿児島修学館中
学校・高校の白
川達也先生によ
る体育の授業。

教育格差の解消を目指して、
無料のオンライン塾を高校生が運営

濱
は ま

田
だ

颯
そ う

太
た

さん（高校３年生）

兵庫県・私立三
さん

田
だ

学園中学校・高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第10 回

教
育
格
差
を
な
く
す
た
め
、
無
料
の

オ
ン
ラ
イ
ン
塾
の
運
営
等
を
行
う

学
生
団
体
「G

et CH
AN

CE

」。
同
団
体

を
立
ち
上
げ
た
濱
田
颯
太
さ
ん
が
教
育
格

差
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
高
校

１
年
生
に
な
っ
た
春
、
父
親
が
経
営
す
る

飲
食
店
の
売
り
上
げ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
家
庭
の
雰

囲
気
も
殺
伐
と
す
る
中
で
、
私
立
の
学
校

に
当
然
の
ご
と
く
通
う
自
分
が
、
い
か
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
育
て
て
も
ら
っ
て
い
た

か
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

　「
日
本
の
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
が
貧

困
世
帯
だ
と
い
う
事
実
は
知
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
自
分
自
身
が
生
活
の
不
安
に
直

面
し
た
こ
と
で
、
初
め
て
教
育
格
差
を
現

実
の
問
題
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。そ
し
て
、

親
の
収
入
な
ど
、
子
ど
も
の
力
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
理
由
で
、
子
ど
も

の
今
や
未
来
を
奪
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
濱
田
さ
ん
は
、
臨
時
休
業
中
に
受
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
経
験
か
ら
、
無
料

の
オ
ン
ラ
イ
ン
塾
を
思
い
つ
い
た
。
し
か

し
、
実
際
に
行
動
に
移
す
の
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。

　「
高
校
生
の
自
分
が
教
育
格
差
の
解
決

に
取
り
組
ん
だ
ら
、
周
り
の
人
は
ど
う
思

を語れる

生徒を育む進路指導

今号 P.48 ─49と連動

天

地
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生徒より

特
集  

使
う
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
ポ
イ
ン
ト
・
活
用
目
的

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
2
年

月
号

挑
戦
す
る
姿
を

生
徒
に
見
せ
た
い

実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
目
指
し
、
洋
書
の
英
語
教
材

を
活
用
し
た
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業

に
学
校
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
今
年
度
で
５
年

目
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
慣
れ
た
授
業
形

態
を
変
え
る
こ
と
は
、
大
き
な
挑
戦
で
し
た
が
、

先
進
校
の
視
察
や
研
究
授
業
を
重
ね
て
指
導
法

を
試
行
錯
誤
し
、
今
で
は「
掛
西
式
英
語
教
育
」

と
し
て
、本
校
の
特
徴
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
自
分
の
好
み
や
考
え
を
即
興
で
英

語
で
表
現
す
る
ペ
ア
ワ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

「
電
車
よ
り
も
飛
行
機
の
旅
行
の
方
が
よ
い
か
」

「
飲
食
店
で
働
く
外
国
人
留
学
生
が
増
え
て
い

る
が
、
よ
い
傾
向
か
」な
ど
、
身
近
で
あ
り
つ
つ
、

社
会
課
題
に
関
す
る
話
題
を
取
り
上
げ
、
生
徒

同
士
で
の
意
見
交
換
の
後
、
私
か
ら
回
答
例
を

数
多
く
示
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
英

語
表
現
に
触
れ
る
と
と
も
に
、物
事
の
多
面
性
を

捉
え
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
ま

た
、
自
分
で
考
え
、
自
分
の
言

葉
で
表
現
す
る
過
程
は
、
自
己

理
解
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

う
し
た
活
動
の
繰
り
返
し
に

よ
っ
て
、自
分
の
や
り
た
い
こ

と
や
、そ
の
実
現
に
向
け
て
す

べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
ほ
ぼ
英
語
で
進
め

て
い
ま
す
が
、今
で
も
決
し
て

流
暢
に
は
英
語
を
話
せ
な
い

自
分
に
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不
格
好

で
も
英
語
を
話
す
私
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
に
と
っ
て
の
英
語

学
習
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る

の
で
は
な
い
か
、
私
の
回
答
例

を
聞
い
て
、簡
単
な
表
現
で
も

聞
き
手
に
伝
わ
る
と
分
か
れ
ば
、
生
徒
は
臆
せ

ず
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、生
徒
が
英
語
を
楽
し

そ
う
に
話
す
姿
は
、
私
の
挑
戦
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

2KVOL5

英
語
の
授
業
は
、
食
の
好
み
か

ら
時
事
問
題
ま
で
、
自
分
の

考
え
が
問
わ
れ
る
活
動
の
連
続
で

す
。１
年
生
の
時
の
活
動
で
自
分
の

こ
と
を
考
え
る
習
慣
が
つ
き
、２
年

生
の
今
は
、ぱ
っ
と
考
え
た
こ
と
を
、

英
語
で
話
し
た
り
、書
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
が
回
答
例
を
数
多
く
示
す

こ
と
に
力
を
入
れ
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
様
々
な
英
語
表
現
が
学
べ
る
だ

け
で
な
く
、考
え
方
も
広
が
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
周
り
と
意
見
が
異
な
っ

て
も
、話
し
合
う
こ
と
で
考
え
が
深

ま
る
の
が
楽
し
く
、自
分
が
豊
か
に

な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

す
ず
き
・
か
ず
え
　
教
職
歴
21
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
５
年
目
。
２
学
年
主
任
。
進
路
課
。

外
国
語
科（
英
語
）。

静
岡
県
立
掛
川
西
高
校

　全
日
制
／
普
通

科
、理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
３
０
人

／
２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、東
京
大
、

静
岡
大
、浜
松
医
科
大
、名
古
屋
大
、京
都
大
、

大
阪
大
、広
島
大
な
ど
に
１
９
９
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、早
稲
田
大
な
ど
に

延
べ
１
０
９
７
人
が
合
格
。

2022 
December12 12

Suzuki Kazue

鈴
木
和
恵
先
生

静
岡
県
立
掛
川
西
高
校

指
導
変
革
の
軌
跡

広
島
県
立
西
条
農
業
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

英
語

愛
知
県
立
豊
田
南
高
校

中
島
浩
平

体
育

鹿
児
島
県
・
私
立
鹿
児
島
修
学
館
中
学
校
・
高
校

白
川
達
也

特
集

使
う
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
ポ
イ
ン
ト
・

活
用
目
的

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

静
岡
県
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掛
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西
高
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